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第１話　ノット・ファウンド





　桜さくらあるみ。

　僕こと桜鉄てつ之の介すけの高校デビューを手助けするために、姉さんが造った生体アンドロイド。

　ツインテールにした灰色の髪に、降り始めた初雪みたいに真っ白な肌とスレンダーな体たい躯く、そして熟練の職人が計算し尽くして作り上げたような整った輪郭。そんな──どこか人間離れした可愛かわいさを持つ女の子。

　彼女の役目は、妹として僕のことをサポートすること。

　だから、僕たちは四月に出会ってから一緒にがんばってきた。おかげで少しは僕の高校デビューも軌道に乗ってきた気がする。

　引きこもり。

　それが僕だ。しかし、あるみのおかげで前よりは他人とコミュニケーションが取れるようになったし、家の外にも出られるようになった。同じ目標を目指す姫ひめ宮みや先輩やカレンと一緒に部活も作れた。

　けど──。

「──」

　僕は大きな勘違いをしていた。

　というより──忘れてしまっていたんだろう。

　僕がもっと昔にあるみと出会っていたということを。

　姉さんが造った生体アンドロイドというのは偽りの肩書きにすぎない。

　そう──紛まぎれもなく、彼女は僕の義妹だった。やっとのことで思い出せた幼い頃ころの記憶が、僕にそう教えてくれた。

　しかし、それなら僕はどうして彼女のことを忘れていたのか？

　それはきっと、逃げたかったからだと思う。

　あの夏祭りの日──僕だけが助かってしまった。

　僕の両親が死んだ事故から僕だけが無事に生き延びてしまったんだ。

　あのとき、僕は今まさに炎に包まれようとしている車からあるみを引きずり出そうと、彼女の手を握った。

　だが、結果的に幼い僕は妹の小さな手を離してしまった。

「──」

　だから、幼い僕は忘れることを選んだんだろう。というより、そうしないと耐えられなかったんだと思う。

　自分が妹を助けられなかったという事実に。

　言ってしまえば一種の防御策みたいなものだ。自分の心を守ろうとして、僕の精神はあの夏祭りの思い出と妹に関することに蓋ふたをして二度と開かないように仕舞い込んだ。

　そうやって都合のいいことを全部忘れて、僕は今まで平和に暮らして来た。

　けど──そこに彼女は現れた。

　今ならわかる。きっとあるみがあんな身体になってしまったのは、あの夏祭りの夜に起きた事故が原因なんだろう。

　生体アンドロイド。

　もはやフツーの女の子とは呼べない機械の身体。一体、彼女の身体のどこまでが機械で補われているのか、考えるだけで怖くなる。これじゃアンドロイドっていうよりサイボーグだ。まるでＳＦ映画の世界の話でも聞いているみたいである。

　しかし、これはどうしようもなく現実なわけで。

　先述の通り、あるみは命を取り留めたが、彼女はもうフツーではなくなってしまった。

　──そして。

　あるみの妹分であるくるみと一緒に懐かしの故郷を訪れたあの日。僕は原因不明の頭痛で意識を失いながらも──すべてを思い出した。

　その後、運び込まれた病室で再び意識を取り戻したとき、僕の前に現れたのは彼女。

　桜さくらあるみ。

　僕たち兄妹が本当の意味で再会した夏の夜に、彼女はこう訊たずねた。



『これからも……ずっと──私のおにぃちゃんでいてくれますか？』



　そのセリフを聞くのは、初体験じゃなかった。

　一度目は、遠い昔に僕が初めてあるみにチョコレートを渡したときに。

　二度目は、今年の七月にあるみの夢から帰ってきたときに。

　そう──一度目と二度目は、大丈夫だったんだ。

　何も問題なんてなかった。

　まるで呼吸でもするように、僕はその問いに頷うなずくことができた。

　あるみと兄妹でいられると思った。

　これからもずっと、一緒にいられると思ったんだ。

　だけど──。

「───」

　そこでフラッシュバックするのはあの夜の光景。

　凄せい惨さんな事故現場。近くの民家から集まってくる人々。車の横っ腹に突っ込んできたであろう大型トラック。高く高く黒煙を上らせながら燃え盛る炎。遥はるか遠くで耳鳴りのように響いている祭まつり囃子ばやし。

　そして、離ればなれになってしまったあいつは、必死に僕を呼んで──。



「──おにぃちゃん」

　ベッドの上でパチッと目を開けると、聞き慣れた声が響いた気がした。

　視線を向けると、そこにいたのは桜さくらあるみ。

　妹は、僕の顔を覗のぞき込むみたいにベッドサイドに立っていた。

「おはようございます」

「……おはよう、あるみ。ていうか、どうしておまえがここにいるんだ？」

「何を言うんですか。いつまで経たっても起きて来ないから、私が起こしにきてあげたんですよ？」

「えっ……」

　枕まくら元もとの目覚まし時計を見ると、時刻は八時ジャスト。むっ、確かに遅刻しないためにはもうとっくに起きてなくちゃいけない時間だ。アラームはしっかりセットしておいたけど、どうやら気づけなかったらしい。

「悪いな、余計な気を遣わせちゃってさ」

「いえ……このくらいは平気です。それよりも……大丈夫ですか？」

「ん？　何がだ？」

「だって……」

　そこで、あるみは少しだけ言いづらそうに。

「少しだけ、うなされていたみたいですから」

「………」

　その言葉で──さっきまで見ていた夢の内容を思い出した。

　ああ、そうか。またあの夢を見ていたのか。思えば、ここ最近はずっとあの夢を──あの夏祭りの夢を見ている気がする。おかげで、ちょっと寝不足である。

「大丈夫。体調は問題ないさ。だから、そんな不安そうな顔するなって」

「べ、別に私はそこまで心配しているわけじゃありませんが……」

　言ってから、あるみは気まずそうに黙ってしまった。

　その仕草はどこかぎこちない。いつものコイツなら、挨あい拶さつ代わりの毒舌ジヤブをかましてきてもおかしくないのに、今のあるみはどこか元気がないように見えた。

　しかも、あるみの元気がないのは今日に始まったことじゃない。

　具体的に言うなら、八月十七日。

　あの日から、あるみはずっとこんな感じだった。僕に話しかけるときも、どうも余よ所そ余よ所そしいのである。



    

  
    
      



    

  
    
      

　そして──一番気がかりなのは、笑顔。

　無愛想で生意気なコイツだが、ときどき僕に笑顔を見せてくれることはあった。しかし、ここ最近のあるみはまるで笑わなくなってしまった。だから、余計に元気がないように見えて──。

「───」

　──いや。

　元気がないのは、僕も同じか。

　ここ最近、僕たちの距離が以前よりも遠ざかってしまったような気がする。

　そう、すべては──八月十七日から始まった。

　ぎこちない会話。

　どこか元気のない態度。

　お互いに笑顔のない共同生活。

　そして──。

「朝ゴハンの用意はできていますから、早くリビングに来てくださいね。遅刻するわけにはいきませんし」

「ああ、わかってるよ」

　あるみの声に応こたえるように頷うなずく。

　そう、今日は九月十六日。

　長かった夏休みが終わり、再び僕たちが高校デビューを目指して高校へ通い出してから約二週間が経たっていた。しかも、約一週間後には僕たちが通う私立春原すのはら高校の生徒にとっては決して無視できない大きなイベントがある。

　そのイベントの名前は、文化祭。

　僕たちの高校生活も文化祭の準備のラストスパートに向けて慌ただしくなると思う。『フツーの男の子としての高校デビュー』を目指す僕としては、上う手まくクラスの雰囲気に溶け込めるようにまた頑張っていかなくちゃいけないんだけど──。

「──あるみ」

　そんなことを考えながらも、僕は妹の名前を呼んでいた。

　その声に、彼女は当たり前のように──。

「なんですか、マスター」

「………。いや、ごめん。やっぱり、なんでもない」

　僕がそう応えると、あるみは「……そうですか」と呟つぶやいてから、部屋を出ていってしまった。

「……はあっ」

　妹がいなくなったのを確認してから、僕はため息をついた。

　そう──僕があるみと距離が遠ざかったと感じてしまっている理由。

　呼び名。

　あの日──八月十七日、あるみは僕のことを昔みたいに『おにぃちゃん』って呼んでくれた。

　でも、最近はもうその呼び方をすることはない。

　それはきっと、あいつはあいつで僕との接し方に悩んでいるんだと思う。

　そう──今の僕と同じように。



『これからも……ずっと──私のおにぃちゃんでいてくれますか？』



　あの日、病室であるみは僕にそう訊たずねた。

　だけど、僕は応こたえることができなかった。

　──罪悪感。

　一言で言ってしまえばそんなものが原因だ。

　事故が起きた夏祭りの日。僕があるみを助けていれば、あいつは生体アンドロイドに──フツーの人間とは違う身体になることはなかったのに。『人間としての高校デビュー』なんてものを目指す必要もなかったんだ。

　そんなことを考えると、自分でもわからなくなってしまう。

　こんな僕が、あいつの兄でいいのかって──。

「───」

　その結果が、今の状況。

　あの日以来、僕はあるみとどう接したらいいかわからなくなって、たぶんあるみも僕との接し方がわからなくなってしまった……。

「……いや、ネガティブに考えてたらダメだ」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

　さすがに、いつまでもこんな状況を続けるわけにはいかないんだ。

　僕はあるみとの距離を縮めなくちゃいけない。以前の僕だったら目の前の現状と向き合うのが嫌で家に引きこもってしまっていたかもしれないけど──もう、あんなことは二度としたくない。

　そのためにも──。

「──高校に行こう」

　そう──今の僕とあるみの接点。

　高校デビュー。

　僕たちは、共通の目標を目指す兄妹だ。だったらせめて、高校デビューだけは失敗しちゃいけない気がする。だって、それすら失敗したら、僕とあるみの距離は余計に離れてしまうと思うから──。

「──よし」

　そうと決まったら、早く制服に着替えよう。

　なにせ、もうすぐ文化祭があるんだ。確か開催日は九月二十四日。クラス企画の準備もとっくに始まってるし、気合を入れねば。

「まあ、ロボ研の方は問題ないと思うしな」

　うちの高校では部活は文化祭で何かしらの出し物をしなくてはいけないという校則があるらしいのだが、それは研究会や同好会までには及んでいない。だから、僕たちロボット研究会が文化祭に何か企画をする必要はないわけである。

　だから、今は高校デビューを成功させることだけを考えていこう。

　そんなことを考えながら、僕は高校へと無事登校するために、制服のネクタイをきゅっと絞めた。



    

  
    
      


第２話　チェンジチェンジチェンジ





「バンドをしましょう」

　しかし。

　九月十六日の放課後。やっとこさ授業を終えて立ち寄ったロボ研の部室で、僕の目もく論ろ見みは粉々に砕かれたのだった。

「あの、姫ひめ宮みや先輩？　バンドって……あのバンドですか？」

「そうですわ。ロックでポップな感じの」

　僕の質問ににこやかに答えたのは姫宮姫ひめ乃の。

『完かん璧ぺきな優等生としての高校デビュー』を成功させた僕たちの先輩であり、このロボ研の部長でもある。

　しかし、あなどるなかれ。外見は童話に登場するプリンセスみたいに可か憐れんだが、この人の本性は他人を使って遊ぶのが大好きな高飛車お姫様なのだ。中学時代にヴァンプ姫宮なんて物騒なあだ名をつけられてたぐらいだし。

「……むっ。鉄てつ之の介すけさん。何か失礼なことを考えていませんか？」

「い、いえ、決して考えてませんよ」

「では、どうしてそんなにビクビクしているのですか？　それじゃまるでわたくしのことを怖がっているみたいですわ」

　いや、みたいじゃなくて実際に怖がってるんです、という率直な意見が言えるほど僕はヒーローじゃない。この人とは中学が一緒だったせいで色々なトラウマを植え付けられてしまったのだ。現代の医療技術を用いても摘出不可能なレベル。

「何にせよ、ボーっとするのはやめてください。せっかくこうして集まったのですから、ちゃんと話し合いをしないと」

　はあっとため息をつくお姫様。

　そう、僕たちロボ研メンバーは放課後にこの部室に集まることになっていた。なんでも、姫ひめ宮みや先輩から今後の活動について重要な話があるとか。でも、いきなりバンドとか言われましてもね。

「くぅ……」

　と、僕の隣の席から健やかな寝息が聞こえた。そこには幸せそうな顔のままテーブルに突っ伏して眠っているちっちゃな女の子の姿が。

　狼かみ谷やカレン。

　僕たちロボ研のメンバーであり、『優しい不良としての高校デビュー』を目指すチビオオカミである。

　話し合いをしに来たって言うのに、カレンはどう見ても熟睡していた。

「そう言えば、どうしてカレンさんは眠っているのですか？　わたくしがさきほどここに来たときにはもう夢の世界に旅立っていたようですが」

　ジトーっと姫宮先輩の視線がカレンのクラスメイトである僕をロックオン。

　……マズい。青春を謳おう歌かするはずの部室が一瞬で恐怖の裁判所に変わってしまった。今すぐ容疑者カレンの弁護を開始しないと姫宮判事による有罪判決が下されてしまう。

「そ、そんなに怖い顔をしないでください。カレンが眠ってるのには理由があって」

「理由？」

「ほら、もう文化祭の一週間前でしょう？　だから色々疲れが溜たまってるんですよ」

　うちのクラスも文化祭では出し物をする。最近はその準備で放課後に遅くまで残ることも少なくなかった。

　だから、きっとカレンも疲れているんだろう。

　部室に一番乗りでやってきた僕とカレンだったが、カレンは「ひめのんが来たら起こしてくれ」と言ってスリープモードに入ってしまったわけである。

「なるほど。そういう理由なら仕方ありません。でも、それならそろそろ起こしてあげてもいいのでは？」

「そうなんですけど……どうも起こしづらくて」

「うふふ。確かに、こんなに幸せそうな顔で眠ってるのを見たら、起こしたくなくなってしまいますね」

　まるで妹を気遣う姉のような言葉遣いで、姫ひめ宮みや先輩は眠っているカレンの頭を優しく撫なでた。

　おおっ、珍しい。姫宮先輩がこんな優しいコメントをするとは。ことわざで表すなら『鬼の目にも涙』って感じ。いや、あえていうなら『鬼の霍かく乱らん』か。高飛車お姫様なこの人が温情判決を下す方がおかしい気がするし。

「姫宮先輩、もしかして今日は機嫌がいいんですか？」

「ええ。だって、こんなに完かん璧ぺきに熟睡されたらどんな悪戯いたずらをしても起きなそうですもの」

「………」

　エマージェンシー。

　僕らのお姫様は今日も絶好調なご様子です。

「あの、姫宮先輩。軽い気持ちで後輩をオモチャにするのはやめた方が……」

「大丈夫です。これでもわたくしは真剣ですから」

「ホントですか？」

「もちろん。ところで鉄てつ之の介すけさん。もし使うなら、水性と油性のどちらがいいと思いますか？」

「真剣な顔でそんな質問をしないでください！」

　ダメだ。やっぱりこの人はヴァンプ姫宮だ。

　そして、我らが部長はカレンの頬ほおという名のキャンパスに、部室に置いてあったマジックでキュッキュッとラクガキを開始。数秒後、カレンの両頬には三本のおヒゲが刻まれた。たぶんモデルは、世界的に有名な青い猫型ロボットあたりだろう。

「ほら、とっても可愛かわいくなりましたわ」

「そ、そうですね……」

　これ以上被害が拡大しないように、僕は姫宮画伯の意見に同意しておいた。下手に反論したら「では、お腹なかにポケットを書きましょう」とかエスカレートしそうで怖いし。

　けど、なんだろう。

　頬にヒゲなんてワイルドなフェイスペイントをされながらもスヤスヤ眠るカレン。うーん、姫宮先輩の言う通りこれはこれで結構可愛い気がする。インターネットに画像をアップすれば某ケータイ会社のＣＭの犬ばりに人気が出るかもしれない。

「うにゅ……そうちょー……」

　と、そこでカレンがむにゃむにゃと寝言を零こぼした。

　どうやら夢を見ているっぽい。しかも、登場人物は僕。せめて幸せな夢を見ていることを祈ろう。目覚めたら強制的に猫型ロボットのメタモルフェーゼをさせられていたっていう現実が待ってるわけだしね。

　まあ、何にせよ、このままカレンを寝かせておくのはマズいよな。

「ほら、カレン。起きろって」

　カレンを起こすために彼女の肩を揺する。

　すると、カレンは「ふにゃっ……」と呟つぶやいてから目を開けた。そして大きな瞳ひとみで状況を確認するように肩を揺すっていた僕を見つめてから、

「あれ？　そうちょー？」

「おはよう、カレン。目は覚めた？」

「ああ、そっか。カレンはひめのんが来るまで寝かせてくれって言ったんだったな」

「やっと思い出したんだね。ついでに顔でも洗ってきたら？」

「ふふ。心配ない。もう完かん璧ぺきに目が覚めたからな。今のカレンはかつてないほどに調子がいいぞ」

　えっへんと胸を張るチビオオカミ。

　しかし、その両頬ほおには三本のおヒゲが。うわー、どうしよう。ラクガキのせいで最近の政治家の発言ばりに説得力がない。頼むから早く顔を洗ってきてくれ。

「ふふふっ……」

　カレンの様子がツボに入ったのか、姫ひめ宮みや先輩がお腹なかを押さえながら必死に笑いをかみ殺していた。

「？　どうしたんだ、ひめのん。調子でも悪いのか？」

「え、ええ。ちょっとお腹が割れそうで……」

「大丈夫か？　何なら保健室に行ってきた方がいいぞ」

「だ、大丈夫ですわ。だからそんなに顔を近づけてこないでください」

「そうか？　大丈夫ならいいんだけど」

　むーっと心配そうな顔をするカレン。

　なんてことだろう。被害者が加害者の心配をするという歪ゆがんだ構図が成り立ってしまっている。

　まあ、カレンには悪いけどもうちょっとラクガキのことは黙っていよう。そこまでひどい悪戯いたずらじゃないし、何より姫宮先輩の機嫌がいい方が話し合いだって穏便に進む。なので、チビオオカミには生いけ贄にえになってもらおう。

「ごめん、カレン」

「え？　なんでそうちょーが謝るんだ？　……はっ!?　もしかして、カレンが眠っている間に何か悪戯を？」

「………」

　マズい。

　今日のカレンはいつもよりも勘が良い。しかもこの場合、悪戯いたずらを止めなかった僕も共犯と見なされそうな気が。

「……ひ、ひどい。カレンはそうちょーのことを信じてたのに」

「お、落ち着いてカレン。悪戯っていってもそこまでひどいことはしてないよ」

「じゃあどんなことをしたんだ？　まさか、寝ている間にカレンの胸を鷲わし掴づかみに？」

「そんな性的な悪戯はしてないから！」

「ホントか？」

「第一、カレンの胸は鷲掴みにできるほど大きくないし」

「うわあああああそうちょーのばかあああああああっ！」

　月に吠ほえるオオカミのごとく叫ぶカレン。

　しまった。自分にかけられたセクハラ疑惑を晴らそうとしたせいか、ついつい彼女のデリケートな領域に踏み込んでしまったっぽい。

「ち、違うよ、カレン。今の言葉は嘘うそだ」

「嘘？」

「カレンの胸はすごく大きい。ビューティフル。アメリカ人も真っ青のナイスバディだよね」

「そんな優しい嘘を言うのはやめてくれ！」

「………。すみませんでした」

「本気で謝られるのもなんか傷つくんだけど!?」

　ううっ……もういいよ……どうせカレンはストライクゾーンの低い一部の層の人たちにしか需要のない身体なんだ……とカレンは落ち込んでしまった。だが、ホッペに書かれたヒゲのおかげでどこか緊張感がない。むしろコミカルな感じである。

「落ち込まないでください、カレンさん。きっとそのうち大きくなりますよ」

　飼い犬を手なずけるようなノリで姫ひめ宮みや先輩はカレンの頭を撫なでていた。

　いや、この状況になったのは全部あなたのせいですからね？　と言おうかとも思ったが、やめておく。そんなことをしたらどんな報復をされるかわからない。

「そう言えば、鉄てつ之の介すけさん」

　突然。

　姫宮先輩は話を変えるように。

「あるみさんはまだ来ないのですか？　確かあなたとカレンさんは彼女と同じクラスでしたよね？」

「えっ……は、はい。なんでも、文化祭のクラス企画の話し合いで遅れてくるらしいです。あいつ、新学期からクラス委員になったので」

　そう、新学期が始まって最初のＨＲ。そこで行われた選出会議で、圧倒的多数の推薦票を獲得してクラス委員になったのがあるみだった。

『人間の女の子としての高校デビュー』

　そんな目標を掲げているあるみだけど、実際それは上う手まくいっている。クラスのみんなも、まさかあいつが生体アンドロイドだなんて思っていないだろう。

「………」

　……いや。

　それも当然か。

　だって──あいつは、元々フツーの女の子だったんだから。

「……鉄てつ之の介すけさん」

　と。

　姫ひめ宮みや先輩がもう一度僕のことを呼んで……って、あれ？

「ひ、姫宮先輩？」

　僕の言葉を遮るようにキュッキュッと響く音。

　何を思ったのか、姫宮先輩が僕の頬ほおにマジックで落書きをしていた。それを見てカレンは「うわー、そうちょーがおかしなことに」と爆笑。いや、カレンの顔も十分おかしいけどね。

「もう、ダメですわね。いつものあなたなら『何をしてるんですか!?』って勢いよくツッコんでくれるのに」

「……すいません」

「謝らなくても大丈夫ですわ。そんなことよりも、最近の鉄之介さんは少し変ですもの。正確に言えば、あるみさんも。夏休みが終わる直前ぐらいから、二人ともどこか元気がないというか」

「そ、それは……」

「ですから、わたくしにできることなら、相談に乗りますわよ？　だって、わたくしはあなたの先輩ですから」

「………」

　ああ、そうか。

　たぶんこの人は僕を気遣ってくれてるんだろう。だから、頬にラクガキなんかして空気を和ませようとしてくれた。

　それに、姫宮先輩の言葉は当たっている。

　思い出すのは今朝の光景。あんな感じで、僕とあるみの関係はひどくぎこちないものになってしまった。一緒の家に住んでいても、最低限の会話しかできない。なんだか、お互いがお互いを避けてしまっている気さえする。

　……わかってる。

　このままじゃいけないってことぐらい、僕だってわかってる。僕とあるみはやっと本当の意味での兄妹に戻ったんだ。だったら、昔みたいに仲良くしなくちゃいけない。

　だから……。

「……ありがとうございます、姫ひめ宮みや先輩」

「なっ……そ、そんなにマジメな顔でお礼を言うのはやめてくださいっ。わたくしはただ部長として……っ」

　照れくさそうに顔を赤く染める姫宮先輩。

　……そうだ。ネガティブシンキングばっかりしていても仕方ない。それに、こんな気持ちのままじゃ僕の目標である高校デビューにまで影響が出てしまいそうだし。

「そう言えば、どうしてひめのんはカレンたちを呼び出したんだ？」

「それはもちろんわたくしたちの高校デビューのためですわ。ほら、近々文化祭があるでしょう？」

「文化祭？」

　あー、そう言えばもうすぐだな、とカレンは頷うなずいていた。

　そう、文化祭。

　春原すのはら高校生徒にとっての一大イベントである。

　でも、僕にはあまり関係ない。なにせ、僕のポリシーは保護色。そして『フツーの男の子としての高校生デビュー』である。だから文化祭みたいな目立つイベントにはあまり関かかわりたくない。だから、文化祭当日は大人しくしていたんだが……。

「では、カレンさんも起きたので、もう一度言いますね」

　が。

　何の容赦もなく、姫宮先輩は僕のプランをぶち壊すのだった。

「文化祭で、バンドをしましょう」

「………」

　……いやいや。

　だから、いきなりそんなことを言われましてもね。

「姫宮先輩。とりあえず、どうしてそんなことをしようと思ったのか、ちゃんとすっ飛ばさずに説明して欲しいんですが」

　じゃないと僕の意識の方が火星辺りまですっ飛んじゃいそうです。

　ていうか、バンドって。ひょっとしてこの人、今さら某人気バンドアニメの影響を受け始めたのだろうか？　さすがお姫様。世間のブームと若干のタイムラグがあるぞ。

「当然、さっきわたくしが言った通り、高校デビューのためですわ」

「高校デビュー？」

「はい。わたくしが目指しているのは『完かん璧ぺきな優等生としてのデビュー』。だから、文化祭で何もしないなんていう平凡なことはしたくないんですの」

「いえ、それは優等生っていうよりただ目立ちたいだけなんじゃ……」

　そういやこの人、昔から目立つのが大好きだったよな。中学校でも生徒会長をやってたしさ。

　しかし、当然だが、バンド演奏というのは一人じゃできない。いや、仮に姫ひめ宮みや先輩が一人ぼっちでバンドをやったら、それはそれでかなりロックンロールな気もするが、このわがままお姫様のことだから全力で僕たちを巻き込んでくるだろう。

　けれど、それは非常に困る。

　僕の目標は姫宮先輩の行動理念とまったくの逆。もし文化祭でバンドが行われるとしたら演奏する側じゃなくて観客側でいたい。だから、ここはどうにかしてこのお姫様の気まぐれを鎮静化させなくてはいけないんだが……。

「へえー、バンドか。カレンはいいと思うぞ」

「げっ」

　思わず目を向けると、カレンは興味深そうに姫宮先輩に目を向けていた。

「あら、カレンさんもそう思いますか？」

「うん。だって、バンドってちょっと不良っぽい感じがするし」

　えへへっと天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で姫宮先輩という名のたき火に燃料ガソリンを投下するチビオオカミ。

　……マズい。恐ろしいスピードで外堀が埋められていく。とんでもない突貫工事だ。工事の影響で僕の胃にもトンネルが開いちゃうかも。

「ちょ、ちょっと待ってください！　バンドっていってもそう簡単にできるものじゃないでしょ！　それに僕たちの部活の名前は一応ロボ研ってことになってるんですよ!?」

　自称・ロボ研の良心として必死に抗議する。

　そう、何を隠そう僕たちはロボット研究会。実際は高校デビューを目指す部活なのだが、様々な事情から表向きはそう名乗っているのだ。けど、だからってロボット研究会がそんな軽音部みたいな活動をするのはいかがなものかと。

「心配ありませんわ。文化祭の午後にはいくつかの自由参加企画ができるステージイベントがあるんですの。わたくしたちは部活としてではなく、一般生徒のグループとしてそこに参加すればいいのです」

「でも、もう一週間前ですし、そういうイベントの参加申し込みって終わってるんじゃ……」

「問題ありません。申し込み自体は結構前に済ませておきましたから」

「じゃあなんでもっと早く言わないんですか!?」

「だって、早めにお伝えしたら当日までずっと緊張することになるでしょう？　だったらある程度本番が近付いたときに伝えた方がいいと思って」

　うふふっと微笑ほほえむ姫ひめ宮みや先輩。

　……悪夢だ。大勢の生徒の前でバンドをするなんて目立つお仕事は、引きこもりの僕にとってはほとんど拷問である。

「でも、文化祭まであと一週間しか時間がないんですよ？」

「大丈夫。そこはスパルタな練習でカバーすればいいだけの話です」

「スパルタって……そもそも、バンドをやるとしても楽器とかはどうするんですか？」

「あら、鉄てつ之の介すけさんはベースをやっていたことがあるんじゃなかったかしら。夏休みにそんな話を聞いたような」

「いや、確かにそんなことも言いましたけど……」

　今さら言うまでもなく、僕は引きこもりである。

　だから、家でヒマを潰つぶすための趣味が必要だったのだ。一時期ベースとアンプと教本まで買って練習していたことがある。いえ、それこそ当時流は行やってたバンドアニメの影響なんですけどね。ミーハーですいません。

「だったらいいじゃないですか。わたくしも昔ピアノを少し習っていたことがありますから、キーボードならできますわ」

　にっこりと笑顔を浮かべる姫宮先輩。

　……そうだった。こんな性格でも、この人は良家のお嬢様。だったら教養としてピアノぐらい習ったことがあったとしてもおかしくない。以前聴かせてもらったヴァイオリンも結構な腕前だったから、音楽的な知識も多少あるだろうし。

「でも、ひめのん。カレンは楽器はできないんだけど……」

「では、カレンさんはボーカルということで」

「そんなに即決しちゃっていいのか!?」

「大丈夫です。こういうのはノリが重要ですから。それに、カレンさんは可愛かわいい声をしてますし、見た目もキュートですからね。ボーカルが適任ですわ」

「えっ……そ、そうかな？」

　えへへっと姫宮先輩の言葉にカレンは照れくさそうに微笑んでいた。

　……大変だ。姫宮先輩の話術のせいでカレンがその気にさせられてしまった。さすがはヴァンプ姫宮。音楽的な才能より人を言いくるめる才能の方があると思うよ。

「──ダメです」

　このままでは姫宮先輩という名の台風に巻き込まれる。そう悟った僕は断固拒否することにした。

「あら、不満なのですか？」

「当たり前です。僕のポリシーは保護色なんです。だから、バンドなんて目立つことには参加しません」

　そう、僕が目指しているのは『フツーの男の子としての高校生デビュー』。地味で目立たない学園生活がゴールなのだ。だから、バンドを組んでステージに立つなんてアイドル行為をするわけにはいかない。

「心配ありませんわ」

　が。

　恐ろしいことに、姫ひめ宮みや先輩は抵抗する僕を見てにっこりと笑っていた。

「鉄てつ之の介すけさんの気持ちはわかりますわ。あなたの高校デビューを考えたら、バンドなんて目立つことに参加したくないのは当然。ですから──」

　言ってから、部室にある机の引き出しをガサゴソと漁あさる姫宮先輩。

　数秒後、そこから出てきたのは──。

「これを着てください」



　春原すのはら高校の制服だった。

　ただし、どう見ても女子制服だった。



「………」

　……いやいやいや。

　ちょっと待ってくださいよ。

　それって、つまり……。

「まあ、つまりは変装です」

「変装って言っても女装じゃないですか！」

「いけませんか？」

「当たり前です」

「こういうのが好きだと思ったのに……」

「あなたは僕がどんな趣味を持ってると思ってるんですか!?」

　もちろんだが、僕に女装して喜ぶような趣味はない。

　変装っていうより変態じゃないか。

「そうですか。女子の制服が嫌だというなら仕方ありませんね」

　どこかシュンとした表情で、姫宮先輩は制服を机の棚の中にしまった。

　……助かった。わがままお姫様にも人並みの良心というものがあったらしい。まあ、そうだよな。さすがのこの人でも僕に女子の制服を着せたりなんか……。

「では、制服ではなくてこっちのメイド服にしましょう」

「………」

　前言撤回。

　この人、何が何でも僕のことを女装させる気だ。

「さあ、どうですか、鉄てつ之の介すけさん。他にも体操服＋ブルマとか、チャイナ服とか、ナース服とかがありますよ？」

「ここはどこのコスプレショップですか。というか、一体どうやってそれだけの衣装を調達して……」

「心配いりません。わたくしたちにはスポンサーがいますから」

「スポンサー？」

「本人の希望により名前は明かせませんが、『お姉ちゃんも鉄之介の晴れ姿が見てみたい！』とおっしゃっていましたわ」

「……あの、すいません。もうその時点で犯人スポンサーが誰だれだかわかっちゃったんですが……」

　桜さくら鈴すず音ね。

　僕の実姉にして、言わずと知れたトラブルメーカーである。姫ひめ宮みや先輩と姉さんは昔から仲が良かったからな。ひょっとしたら姫宮先輩が姉さんに協力要請を出したのかもしれない。そして最悪なことに、我が姉はこういう面白おかしそうなことが大好きなのだ。

　でも、待てよ？

　僕の晴れ姿が見てみたいってことは……。

「もしかして、姉さんが文化祭に来るんですか？」

「はい。数日前に電話でお話ししたのですが、鉄之介さんがバンドをやるかもしれないとお伝えしたら、わざわざ休暇を取っていらっしゃってくださると言っていましたから」

「………」

　瞬間、僕は急激に血の気が引いていくのを感じていた。このままじゃ貧血で倒れるかもしれない。こんなことなら朝食にレバーかほうれん草を食べてくるべきだった。

「よかったな、そうちょー。久しぶりにおねーちゃんと会えて」

「ごめん、カレン。僕は全然嬉うれしくない」

「せっかく晴れ姿を見てもらえるのに……」

「身内に女装姿を見られるとかただの羞しゆう恥ちプレイだからね？」

　うわー、姉さんが女の子スタイルの僕を見て狂喜乱舞してる姿が目に浮かぶ。僕の脳内では桜鈴音対策会議が急きゆう遽きよ開催。どうにかして姉さんを追い帰さなければ……。

「……ん？」

　……いや、よく考えろ。

　これはもしかしたらチャンスかもしれないぞ。

「……姫宮先輩。姉さんは、僕がバンドに参加すれば文化祭に来るんですよね？」

「ええ。弟がバンドをするなら絶対に見たいとおっしゃっていましたから」

「そうですか……」

　顎あごに手を当てて思考を巡らせる。

　よく考えてみれば、姉さんと会えるのはチャンスなのだ。

　だって、姉さんはサーカスインダストリアルの社員。そして、Ｅプロジェクトに関かかわっている。

　つまり──あるみについての事情を知っているってことだ。

　だったら、この際直接会って話を聞くべきかもしれない。あるみが生体アンドロイドになってしまった経緯を、姉さんから聞き出せるかもしれないんだ。

　いや、姉きよう弟だいなんだし電話かメールをすればいいじゃないかと思われるかもしれないが、どうしてか最近の姉さんは僕が電話をしても仕事が忙しいって言って取り合ってくれなかったのだ。まるで──僕のことを避けてるみたいに。

　けど、こっちに来てくれるなら話は別だ。

　姉さんと会うことさえできれば、あるみのことを訊きき出せる。

　そうすれば、どうにかできるかもしれない。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

　ぎこちなくなってしまった、兄妹の関係を──。

「──わかりました」

　十数秒の思考の後、僕は答えを姫ひめ宮みや先輩に伝えていた。

「僕も、バンドに参加します」

「え？　本当にいいのですか？　鉄之介さんのことですからもっと抵抗すると思いましたのに」

「いえ、大丈夫です。僕も覚悟を決めましたから」

「女装をする覚悟をですか？」

「うっ……は、はい」

　羞しゆう恥ち心しんに震える声で応こたえる。

　だって、これはあるみとの関係を元に戻すためなんだ。いや、そのために女装をしてバンドをしなくちゃいけないってのはなんだかひどく倒錯的な気がするけどさ。現実ってなんでこんなに入り組んでるんだろうね。

「……わかりましたわ。では、鉄之介さんもバンドに参加するということで」

「？　どうしたんだ、ひめのん。なんだか元気がなさそうだぞ」

「いえ、鉄之介さんがまさかこんなに簡単にＯＫしてくれるとは思っていませんでしたので……」

　はあっと、姫宮先輩はため息を吐いた後、

「簡単にはＯＫしてくれないと思っていましたから、説得用に色々と準備していましたのに」

　沈んだ様子で、姫ひめ宮みや先輩は引き出しの中から金属製の小さな道具を出して残念そうに見つめていた。

　それは二つの輪っかを細い鎖で繋つないだ国家権力さん御ご用よう達たしの拘束具。

　要するに手錠だった。

「………」

　……危ねえ。僕は自分の危機回避能力の高さに戦せん慄りつしていた。バンドの件を断っていたら、アレで強引に心をヘシ折られていたわけである。

「まあ、いいですわ。あとで使い道があるかもしれませんし」

「一体どこで使う気ですか？」

「え？　それは、ほら……バンドの演奏とかで」

「そんなガールズバンドは嫌すぎますから！」

　手錠のどこにポップでロックな要素があるんだ。どっちかっていうとハードコアでパンクなイメージである。

「……はあ」

　まあ、何はともあれ、これで僕はバンドに参加することになってしまったわけだ。しかも、女装をして。

「大丈夫です。見ただけでは鉄てつ之の介すけさんだってわからないくらいに、可愛かわいくしてあげますから」

「……いや、余計に不安なんですが」

「というわけで、女装の練習をしてみましょう。もちろん、今から」

「今からですか!?」

　叫ぶ僕の視線の先には、再び女子の制服を両手で持って微笑ほほえむ姫宮先輩。

　そして、「うわー、ホントに色々あるなー」と引き出しから化粧道具やらウィッグやらを取り出しているカレン。

　……もしかして、僕はとんでもない決断をしてしまったんじゃないだろうか？

　そんな感じで、僕は自分の運の悪さを恨むのだった。



　余談だが、僕は女装するのがこれが初体験じゃない。

　いや、誤解がないようにちゃんと説明するけど、子供の頃ころに姉さんに女物の服を着せられたことがあるのだ。もちろん、無理やり。

　恐ろしいことに、あの姉は実の弟を着せ替え人形としてオモチャにしていたのである。昔から、姉さんが関かかわるとロクなことがなかったっけ。

　もちろん、それから女装をしたことなんてなかった。

　しかし、人生とはかくも残酷なもの。せっかく姉さんが出張で留守だって言うのに、僕はまた女の子の恰かつ好こうをすることになってしまったわけで……。

「あの、二人とも？　どうしてそんなに黙ってるんですか？」

　桜さくら鉄てつ之の介すけ女装プロジェクトが始動してから十数分。

　とりあえず女子の制服に着替えた僕は、姫ひめ宮みや先輩によってウィッグをつけてロングヘアーにされ、おまけに顔のラクガキを落とされて化粧までされてしまった。

　とりあえず、これで女装は完了したはずなのだが、なぜか二人のリアクションは沈黙。僕の顔を見つめたまま黙り込んでいた。

「……いえ、なんというか……」

　そして。

　姫宮先輩は、かなり真剣な表情で。

「鉄之介さん。あなた、今日から女の子になりませんか？」

「血迷ったこと言わないでください」

「ニックネームは『鉄てつ子こちゃん』で」

「あんたのネーミングセンスは致命的に狂ってんだよ！」

　ついつい乱暴な口調でツッコんでしまった。

　そのまま「ほら、カレンからもなんとか言ってくれ」と隣にいるチビオオカミに援護射撃を頼む。きっとコイツなら、不ふ憫びんな僕を慰めてくれるに違いない。

「えっ……えーっと……」

　しかし。

　カレンは、コメントに困ったような表情をしてから。

「似合ってるぞ、鉄子ちゃん」

「なんでカレンまでその名前で呼ぶのさ!?」

「だって、まさかこんなに似合うとは思ってなかったから。ほら、鏡を見てみればわかるぞ」

「うっ……」

　嫌々ながらも、カレンが持っている手鏡を覗のぞき込む。

　……まあ、ね。

　確かに、女の子に見えないことはない。

　というか、ぶっちゃけ女の子にしか見えなかった。自分で言うのも嫌だが、僕ってどっちかって言うと中性的な顔をしてるし、意外に女装が似合うタイプらしい。これじゃ姉さんがオモチャにしたがるのもわかる気がする。

「どうだ、鉄子ちゃん」

「カレン。頼むからその名前で呼ぶのはやめてくれ」

「うっ……ごめん。じゃあ、サクラちゃんで」

「呼び方を変えればいいってもんじゃない！」

　ていうか、サクラちゃんはマジでやめて！　その呼び方はフツーに可愛かわいいぞ。そして可愛い感じで呼ばれると全身に鳥肌が立つ。ただでさえスカートなんてスースーするものを穿はいてるから落ち着かないってのに。

「姫ひめ宮みや先輩。そろそろ着替えてもいいですか？」

「えっ……そんな。まだ記念撮影もしていないのに」

「何の記念ですか」

「もちろん、鉄てつ之の介すけさんの高校デビューの」

「こんな高校デビューは嫌すぎますからっ！」

「もう、そんなに怒鳴らないでください。わかりました。もう着替えてもいいですわよ」

「じゃあ、服を脱ぎますから二人とも出てってくれませんか？」

「どうせなら鉄之介さんが部室から出ていった方が早いのでは？」

「え？　でも、一体どこで着替えれば……」

「女子トイレとか」

「男の姿で出るところを見られたら間違いなく痴漢だと思われますよねっ!?」

「では男子トイレで」

「それも入るときに痴ち女じよだと思われるので却下です！」

　早くも桜さくら鉄之介女装プロジェクトの欠陥が露呈。この格好だとトイレに行けない。男女共用のトイレならまだしも、男女別々のトイレしかない校内は地獄だぞ。

「ほら、早く出ていってください」

　ガッと姫宮先輩とカレンの手を掴つかんでドアまで引っ張っていく。こうなったら力技だ。

　無理やり廊下まで二人を追い出すしかない。

「きゃっ……サクラさん、そんないきなり……」

「その名前で僕を呼ばないでください」

「サクラちゃん、あんまり強引なのは良くないぞ。女の子なんだから、もっとお淑しとやかにならないと」

「僕はこれでも男の子だからね!?」

　二人のボケにツッコミを入れながら、ずんずんドアへと向かう。

　何にせよ、早く着替えたい。このまま女の子扱いされたら僕も洗脳されそうで怖い。恐怖のマインドコントロールである。

　そんなことを考えながら、部室のドアの前まで行くと──。



　タイミング悪く、部室のドアが開いた。



「………」

　瞬間、気まずい沈黙が部室を支配する。

　廊下側からドアを開けたのは、ポニーテールが似合う女の子。青みがかった銀髪、ガラス玉のように大きな瞳ひとみ、僕の妹のあるみとよく似た雰囲気。そして春原すのはら高校の制服を着た女子生徒。

　桜さくらくるみ。

　もう一人の生体アンドロイドである彼女は、僕を見て目を丸くしていた。

「………」

　無言のまま、僕は開いたドアをガラガラと閉めなおした。

　……とりあえず、状況を確認しよう。

　どうしてここにあいつがいるんだ？

「ああ、そう言えば今日はくるみさんも来る予定でしたわね」

「なんでもっと早く言わないんですか!?」

「鉄てつ之の介すけさんをビックリさせようと思って」

「どう考えてもビックリしてるのはくるみの方ですから！」

　なにせ、いきなり女装した僕と鉢合わせしたからな。なかなかインパクトの強いイベントである。



    

  
    
      



    

  
    
      

「そもそも、どうしてあいつがここに来たんですか？」

「それはくるみさんも今日からこの部に入るからです。昨日の夜、わたくしのところに入部の希望を伝える電話がかかってきましたから」

「ということは、あいつはもう春原すのはら高校の生徒なんですか？」

「ええ。くるみさんに聞いた話だと、今日転入してきたそうですわ。学年は鉄てつ之の介すけさんたちと一緒のはずですが……気付かなかったんですか？」

「いえ、たぶんクラスが違うので」

　そういや、夏休みにくるみがうちの高校に転入してくるって話を聞いた気がする。

　どうして僕やあるみとクラスが別なのかはわからないが……いい判断だと思う。あのシスコンがあるみと一緒のクラスになったら色々とトラブルを起こしそうだし。

「なあ、そうちょー。早くくるみんを入れてあげればいいんじゃないか？　ひめのんの説明だと、今日から一緒に部活をやるんだろ？」

「まあ、そうだけど……僕のこの恰かつ好こうをなんて説明するのさ？」

「別に説明しなくていいんじゃないか？　だって、そうちょーだし。きっと何も言わなくても理解してくれるよ」

「その理解のされ方は嫌だ」

　理解というより誤解である。僕に女装する趣味はない。まあ、バンドをすることになったから女装してると言えばいいのかもしれないが……うわー、それでも誤解されそうな気がするぞ。

「──ちょうどいいですわ」

　と。

　姫ひめ宮みや先輩が楽しそうに呟つぶやいた。

「今から、実験をしてみませんか？」

「実験？」

「はい。鉄之介さんの女装──もとい、変装が上う手まくいってるかの実験。もしかしたら、くるみさんはまだ鉄之介さんの女装に気付いていないかもしれませんし」

「……そうでしょうか？」

　あいつはあるみの妹分。つまり、僕の妹分でもあるのだ。兄妹だったら気づかれてもおかしくない。

「それでは、実験開始。がんばってくださいね」

　うふふっと楽しそうな微笑ほほえみを浮かべながら、姫宮先輩は部室のドアに手をかけた。

　ぎゃー、完かん璧ぺきにこの状況を楽しんでるぞこの吸血鬼。こっちはまだ心の準備もできてないのに……。

「あんたたち、さっきから何を騒いでるの？」

　再び開かれたドア。そこから入ってきたくるみは訝いぶかしげな表情で僕たちを見つめていた。この様子だと、部室の中の会話の内容を聞かれたわけじゃなさそうだ。

「ところで……」

　ジトーっと。

　くるみは僕のことを見つめてから。

「そこにいるのは誰だれ？」

「………」

　……すげえ。どうやら本当に僕だって気付いてないっぽい。まあ、さっき鏡で見たけど今の僕の外見は完かん璧ぺきに女の子。女装のためにした化粧がいい感じでカモフラージュになってるのかもしれない。

「紹介しますわ」

　にこやかな優等生スマイルを浮かべながら、姫ひめ宮みや先輩が口を開いた。

「この方は部活の見学に来た一年生のサクラさんです」

「サクラ？　へえー、奇遇ね。あたしと同じ名前よ。しかも、この部活の見学にくるなんて、割りと変わったヤツなんじゃない？」

「ええ。そうですわね」

　シレッとした感じで言う姫宮先輩。惚ほれ惚ぼれするようなポーカーフェイスである。嘘うそを言ってるのにまったく表情が乱れていないとは。

「もしかしたら、くるみさんと同じようにこの部に入部されるかもしれませんから、ちゃんと挨あい拶さつをした方がいいのでは？」

「うっ……わ、わかってるわよ」

　どこか緊張した様子で頷うなずくくるみ。

　無理もない。生体アンドロイドのコイツにとっては今日が高校一日目。ギクシャクしちゃってもしょうがないよな。

「あたしは桜さくらくるみ。よ、よろしくねっ」

　緊張を誤ご魔ま化かすように早口で挨拶をするくるみ。

　不審に思われないためには、ちゃんと挨拶を返さなくちゃいけないのだが……。

「………」

　僕の返答は沈黙だった。

　いや、だって冷静に考えれば挨拶するわけにはいかないんだもん。だって、外見が女の子でも声は男の子のままなのだ。だから挨拶したらバレるに決まって……。

「黙っていちゃダメですわよ、サクラさん」

「！」

　思わず視線を向けると、姫ひめ宮みや先輩が楽しそうな笑顔で僕を見つめていた。こ、このお姫様め。まさか発破をかけてくるとは。

「よ、よろしく」

　仕方ないので、なるべく小さな声で挨あい拶さつする。あまりの緊張で心筋梗こう塞そくになりそう。生きてる心地がしないとはこのことか。

「？　やけに小さな声ね」

「ちょ、ちょっと咽のどを痛めてて……」

「もしかして、風邪？　なんだか声が低い気がするし」

「え、ええ、まあ……」

「体調が悪いんなら保健室にいけば？　汗がすごいわよ？」

「だ、大丈夫です……」

　この汗は緊張から来る冷や汗だ。いや、正直な話保健室には行きたい。綱渡りみたいな会話をしてるストレスのせいで胃腸炎になりそうである。

「ところで」

　話の流れを変えるように、くるみは軽く部室を見回してから。

「今日は引きこもりはいないの？」

「………」

　いるぞ、おまえの目の前にな、とは言えないので黙り込む僕。

　でも、珍しいな。コイツのことだから僕の前にあるみを探すと思ったのに。

「あら、くるみさん。鉄てつ之の介すけさんを探しているのですか？」

「そ、そういうわけじゃないけど……ちゃんと高校に来てるのかなって思って……」

　照れくさそうに頬ほおを染めるくるみ。

　ひょっとしたら……コイツは僕のことを心配してくれてるのかもしれない。

　夏休み。

　僕は久しぶりに訪れた故郷の町で倒れてしまった。そのときはくるみも一緒にいたからな。あるみの話では、結構心配させちゃったらしいし。まあ、あるみと僕の関係についての話までは聞いてないと思うが。

　けど、ちょっと嬉うれしいな。

　まさかコイツが僕のことを心配してくれるなんて……。

「まあ、ちゃんと来てたらタダじゃすまさないけどね」

「………」

　オイ、コラ。

　何を恐ろしいことを言ってるんだおまえは。

「えっと、くるみん。それはどういう意味だ？」

「どうもこうもないわよ。猫ねこ子こが『あなたと鉄てつ之の介すけくんを同じクラスにするとトラブルが起こりそうだから、別のクラスにしておいたわ』って言ってたもん。あいつがいなければ、お姉さまと一緒のクラスになれたのに……！」

　だから、会ったら容赦しないわ、と恐ろしいことを呟つぶやくくるみさん。

　……ひどい。思いっきり逆恨みじゃないか。いや、コイツのことだからもしかしたら僕のことを心配してるって思われるのが恥ずかしくてこんなことを言ってるのかもしれない。そんな希望的観測を胸に抱いておこう。

「それより、お姉さまは？」

「あるみさんなら遅れて来るそうですわ。なんでも、クラス委員に選ばれたとかで」

「へえー、すごい。さすがお姉さまね」

　あるみの話を聞いた途端、くるみは目をキラキラさせていた。相変わらずのシスコンっぷりである。そのうちあるみのファンクラブとか作りそうで怖いよ。

「……あれ？」

　と。

　くるみは唐突に僕の方を見つめてきてから。

「あんたって、もしかして引きこもりの親しん戚せきか何か？」

　げっ。

「なんだか、顔立ちが似てる気がするわ」

　ジーっと観察でもするみたいに僕を見つめるくるみ。

　……マズい。

　このままじゃ僕の正体がバレるかも。それはどうにか避けたい。もはや女装が通用するかのテストとかはどうでもいい。くるみが僕に恨みを持っている以上、どうにか誤ご魔ま化かさなければ命が危ないのだ。

　なんとか、この状況を打開しないと──。



「──遅くなりました」



　そこで。

　唐突にドアが開いた。

　同時に響いたのは聞きなれた声。

　桜さくらあるみ。

　ツインテールを揺らしながら、彼女は部室に入ってきた。

「………」

　……マズい。

　なんてタイミングで来るんだコイツは。

　バレる。

　いくら女装していようが、あるみなら僕に気付くと思う。

　だって──僕たちは、兄妹なんだから。

「……む」

　小さな声でうなってから、あるみは僕のことを一直線に見つめてきた。

　沈黙。

　少しだけ重い無音が部室を支配した後で──。



「あなたは、誰だれですか？」



　なんて。

　妹はそんな言葉を口にしていた。

「なっ……」

　これにはさすがにビックリした。

　……嘘うそだろ？

　そんなわけがあるか。だって、コイツは桜さくらあるみだぞ。僕たちは今年の四月からずっと一緒に暮らして来たんだ。

　なのに、コイツが僕の変装に気付かないなんて──。

「この人は見学に来た人ですよ、お姉さま」

「見学？」

「はい。もしかしたら入部するかもしれないって。名前は、サクラさん」

「サクラさん……ですか」

　くるみの説明を聞いた後、あるみは僕の方に改めて向き直ってから。



「よろしくお願いしますね。サクラさん」



　そう言って、微笑んだ。

「………っ」

　なんでもない挨あい拶さつだけど、息を飲んでしまった。

　そりゃそうだ。

　桜鉄てつ之の介すけと桜あるみ。僕たちの距離はここ最近遠いままだった。お互いに笑顔のないぎこちない会話をするくらいに。

　だけど──。

「……よ、よろしく」

　僕は、彼女の笑顔に応こたえることができた。

　なぜなら──今の僕は、桜鉄之介じゃないから。

　あるみが僕のことを別人だと思っているせいなのか、僕も彼女と自然に会話をすることができた。そう、兄妹ではなく──今日会ったばかりの他人同士として。

「ところで、姫ひめ宮みやさん。今日私たちを部室に集めたのは何の用ですか？」

「えっ……あっ、それはですね……」

　あるみに話しかけられて、姫宮先輩がちょっとだけ慌てた態度で応えた。無理もない。きっとこの人もあるみが僕の変装に気付いていないことに驚いてるんだろう。



　だって──こんなのありえない。



　くるみならまだしも、あるみが僕に気付かないなんて──。

「今日は文化祭の話をしようと思っていましたの。わたくしたちで自由参加の企画ステージに出ようと思いまして」

「何をするかは決まっているんですか？」

「ええ。とりあえず、バンドにしようかと」

「バンドですか……」

　ふむっと、あるみは姫宮先輩の話を聞いて顎あごに手を当ててから。

「いいんじゃないですか？　私も少しなら楽器が弾けますし」

「え？　そうなんですの？」

「はい。ギターなら、数年前からちょっとだけ練習していましたから」

　いつもの無表情で告げるあるみ。

　ギターって……マジで？　あるみにそんな趣味があったとは。確かにコイツって器用そうだし、楽器を弾くのも得意なのかもしれないけど。

「それは都合がいいですわね。後はドラムさえ揃そろえば、バンドのメンバーが集まります」

「あ。それならあたしがドラムをやるわ」

「くるみさんが？　もしかして、経験があるのですか？」

「ないわよ？　でも、あたしなら大丈夫よ。猫ねこ子こに頼めば、ちょっとした裏技が使えるから」

　自慢げに胸を張るくるみ。

　裏技って……ああ、そうか。コイツは生体アンドロイドなんだった。

　だったら、ドラムのやり方をインストールできるのかもしれない。

　まるでパソコンが新しいプログラムをインストールするみたいに。黒くろ医い先生に頼むって言ってるし。

「わかりました。では、ドラムはお願いしますわ。練習場所と楽器などの機材の確保はわたくしが何とかしますから」

「任せて。せっかくお姉さまと一緒にバンドができるんだから、がんばるわ」

　にこやかなスマイルを浮かべるくるみ。

　まあ、コイツにとっては高校であるみと一緒にいられるだけでも大分嬉うれしいんだと思う。ただでさえクラスも別になっちゃったしな。

「ひめのん。今日はこの後どうするんだ？　なんだかとんとん拍子に話が進んじゃったけど」

「そうですわね。あと決めるのはバンドでやる曲なのですが……それは明日でもいい気がしますね。むしろ、曲選びは一度家に帰ってからみなさんでやりたい曲を探して持ち寄った方が良さそうな気がしますし」

「じゃあ、今日はこのまま解散かな？」

　カレンが部室の時計を見ながら言った。

　時刻は午後六時。

　まだちょっと早い時間だけど、演奏する曲を探すために早く帰った方がいいだろうか……って、ストップ。

　僕はこのまま帰るわけにはいかない。

　だって、今の僕は女の子の姿で──。

「サクラさん」

　と。

　そこであるみが僕の服の裾すそをくいっと引っ張った。

　まるで──幼い妹が兄に甘えるみたいに。

「───」

　そして。

　少しだけ、彼女は黙った後、何か覚悟を決めたみたいな強い眼まな差ざしで僕の方を見つめてから──。



「これから、私のうちに遊びに来ませんか？」



　そんな言葉を口にした。

「───」

　正直な話、どうしてあるみがこんなことを言ったのか、僕にはわからなかった。

　──けど。

　それでも僕は、彼女の申し出を断ることができなかった。



    

  
    
      


第３話　ハロー・マイホーム





「……お邪魔します」

　そんなひどく場違いなセリフを言ってから、僕は自分の家へと帰宅した。

　──あの後。

　部活を終えた僕たちは、即解散ということになった。

　当然着替えるヒマなんてないわけで、僕は女装をしたまま通学路を歩くという恐ろしい体験をした。やけにビクビクしていたせいか、道を歩いていた警察官に職務質問されたときは人生の終わりを感じた。姫ひめ宮みや先輩が上う手まく誤ご魔ま化かしてくれて助かったけどさ。

　そして、時刻は午後六時半。

　姫宮先輩、カレン、くるみと別れて、僕とあるみは我が家へと帰って来たわけである。

「そんなにかしこまらないでください、サクラさん」

　いつものテンションで言ってから、あるみは靴を脱いで玄関に上がる。

　……なんだか、すごくシュールな状況だ。

　なにせ女装したまま他人として自分の家を訪れてるし。それもこれも、あるみが僕のことを『桜さくら鉄てつ之の介すけ』と認識していないからである。

　けど……。

「あの……あるみさん」

　とりあえず。

　僕は『桜さくら鉄てつ之の介すけ』としてじゃなく、『サクラさん』として彼女に話しかけてみた。

「この家には、一人で住んでいるんですか？」

「いえ、私には──兄が一人います。今日はまだ帰ってきていないようですが」

　噛かみしめるような口調で、あるみは呟つぶやいた。

　やっぱり、そうだ。



　十中八九──あるみは僕の女装に気付いていると思う。



　だって、僕たちは兄妹なんだ。たぶん、一目見た瞬間に僕が女装してるって気付いたはずである。

　なのに、今もこうして他人のフリをしているのは──たぶん、僕と向き合って話をするためなんじゃないだろうか？

　今朝の会話を思い出せばわかるように、僕たちの距離は遠ざかってしまった。けど、それはあくまで桜鉄之介と桜あるみの距離。

　だったら今は関係ない。

　だって、今の僕は桜鉄之介じゃないのだから。

「さあ、どうぞ。こちらへ」

「え？　でも、こっちは……」

　あるみに誘導されるまま、僕は二階へと続く階段を登る。普通来客が来たらリビングとかに通すものだと思う。

　けど、彼女が向かった先は──僕の部屋。

　桜鉄之介の自室であった。

「とりあえずは、ここでくつろいでいてください。たぶん、兄はしばらく帰って来ないと思いますから」

「わ、わかりました」

「あと、サクラさん。私相手に敬語を使わないでくれますか？　それと、あなたはもっと男っぽい口調をした方が似合うと思います」

「そっ……そうかな？」

「はい。あと、どうせなら一人称も『私』より『僕』を使った方がいいんじゃないかと。では、私はお茶を淹いれてきます」

　ごゆっくり、と呟いて、あるみは僕の部屋を出ていった。

　いや、ごゆっくりとか言われても……。

「……そりゃあゆっくりできるよ」

　だって、ここは自分の部屋だし。引きこもりの僕にとっては世界で一番落ち着く場所である。

「そう言えば、ベースの練習もしなくちゃな」

　文化祭でバンドをすることになってしまった以上、ある程度弾けるようにはならないといけない。そんなことを考えながら、僕は押し入れを開けた。

　そこに入っていたのは、黒い布製のケースに入った弦楽器。

　二年ほど前に買ったエレキベースである。

「……つっても、そこまで上う手まくないんだけどさ」

　ケースから白いボディのベースを取り出しながら一人呟つぶやいた。

　いや、それでも練習だけは結構した記憶がある。僕には二年間という引きこもり期間があったわけで、その膨大な時間を潰つぶすのにベースは結構役立った。高校に入ってからすっかり触らなくなっちゃったけど。

「まずはチューニングを……」

　数ヵ月仕し舞まい込んでいたせいで狂ってしまったチューニングを合わせるために、ベースケースのポケットからチューナーとピックを取り出して、音を合わせていく。

　そして、チューニングが終わった後で、頭の中に残っているフレーズを軽く弾いてみるが……。

「……むっ」

　どうやら、数ヵ月のブランクはすぐには解消できないらしい。自分が記憶してるほど指が動いてくれなかった。やっぱり、大分なまっているらしい。

　うーむ、これは勘を取り戻すのに時間がかかりそうだ。

「しばらくは、練習か」

　言ってから、とりあえずベースをベッドの上に寝かせておく。後でベーススタンドとアンプも押し入れから出しておこう。

　しかし、バンドか。今さらながら、保護色がポリシーの僕がそんなことをする羽目になってしまうとは。まあ、楽器を持ってたのはラッキーだったかもしれないが。

　けど──。

「……あるみがギターを弾けるのは意外だったよな」

　今まであるみがそんな素振りを見せたことはなかったのに。それどころか、家の中で音楽を聴いていた様子を見せたことすらなかった。

　それに──子供の頃ころのあいつは、ギターなんて弾けなかったはずなのに。

「───」

　やっぱり、僕は知るべきなのかもしれない。

　あの夏祭りのことが起きてから今まで。

　あるみが、どんな生活を送ってきたのかを──。

「お待たせしました」

　考えかけたところで、あるみが部屋に入ってきた。手には二人分のお茶が入ったお盆。むー、なんだかホントに遊びにきた気分である。まさかあるみに接待されるときが来るとは……。

「あの……あるみ」

　とりあえず、お盆を床に置いた妹に話しかけてみる。

「なんですか？」

「いや……どうして僕のことを家に呼んだのかなって思ってさ」

　とりあえず、あるみの言う通り男口調で喋しやべる。まあ、変に女の子の口調を使っても違和感あるしな。というか、そんなことしたら「気持ち悪いですよ、マスター」とか毒舌を言われそうで怖いし。なので、ここはボクっ娘設定で行こう。

「それは……」

　僕の問いに、あるみは一度口を開きかけたが、黙ってしまった。

　静寂。

　ほんの数秒だけ、静寂が続いてから。

「実は、サクラさんにちょっとした相談があって」

「……相談？」

「はい。──私の、兄のことで」

「───っ！」

　その言葉に、今度は僕が黙るしかなかった。

　あるみの兄。

　もちろん、それは僕のことである。

「サクラさんは会ったことがないと思いますから、軽く私の兄のことについて説明しますね。まあ、一言で言うなら──」

　と。

　少し張り詰めた空気の中、あるみは真剣な表情で。

「どうしようもないダメ人間です」

「………」

　ザクッと。

　ハートに鋭利な凶器を突き立てられた気分だった。

「え、えっと……ダメ人間って……」

「言葉通りの意味ですよ。兄は引きこもりで、いつもネガティブな思考ばかりしていて、おまけに女の子ばっかり出てくるゲームが好きな人なんです」

「……いや、そこまでゲームが好きなわけじゃ……」

「ですが、この部屋にはそういうゲームが山ほどあります。例えば、そこにある机の二番目の引き出しの中とかに」

「どうしてそこまで知ってるの!?」

「それだけじゃありません。三番目の引き出しの二重底の下にはエッチでちょっとマニアックな本が隠されて──」

「ああああああああああああああああっ！」

　シャウトを上げて妹の言葉を遮る僕。

　うわー、さては僕がいないときに勝手に部屋に入りやがったなコイツ。思春期の男の子の部屋に入り込むとか、領海侵犯をするくらい深刻な問題だぞ。

「ノープロブレムです」

　しかし、あるみはさらっとした表情で言ってから。

「私は、兄の……おにぃちゃんの妹ですから」

　少しだけ嬉うれしそうに、微笑ほほえんだ。

「………っ」

　不覚にも、僕はその笑顔に見み惚ほれそうになってしまった。なんだか、随分久しぶりにあるみの口からその呼び名を聞いた気がする。

「そこで──サクラさんに相談があるんです」

　と。

　あるみは真剣な口調で続ける。

「実は……最近、私とおにぃちゃんとの距離が離れてしまって……」

「………」

「別に、ケンカをしたわけではないんですよ？　ただ……お互いに声をかけづらくなってしまいました。でも、きっとおにぃちゃんの方も、私と同じでこの関係をどうにかしようと思ってるんでしょうね。その証拠に、今も変なことをしているみたいですし」

　ジーっとあるみは、僕の方を見つめてきた。

　くっ……僕だって好きでこんなことをしてるわけじゃない。でも、女こ装れは姉さんから話を聞くために仕方なくやってることなんだ。決して趣味でやってるわけじゃなくて。

「まあ、もしかしたら変な趣味に目覚めただけなのかもしれませんが」

「それは絶対に違う」

「今思えば、おにぃちゃんは昔からよく女装をしていた気がします。きっと幼い頃ころから女性物の服を身に着けると興奮してしまう特殊な性癖が……」

「身内に厄介な人間がいただけじゃないかな!?」

　もちろん僕が幼い頃ころに女の子の恰かつ好こうをさせられたのは姉さんのせい。まったく、あのトラブルメーカーめ。いくら子供だからって、弟を着せ替え人形にするのは……。

「──そうですね」

　しかし。

　あるみは僕の言葉を聞いてちょっとだけ楽しそうだった。

「確かに、私とおにぃちゃんの身近にはとっても賑にぎやかな人がいましたから。名前は桜さくら鈴すず音ね。私のお姉ちゃんです」

「───」。

　──ああ、そっか。

　コイツは憶おぼえてるんだよな。僕たちが最初に出会ったのは今年の四月じゃない。本当はもっと幼い頃に出会っていた。僕たちは、ずっと昔から兄妹だったんだ。

「ふふっ」

　何かを思い出したのか、あるみが微笑ほほえんでいた。

「───っ」

　その表情に、ドクンッと心臓が高鳴る。

　最近ずっと見ることができなかった、妹の自然な笑顔。何を思い出したのかはわからないけど、やっぱりコイツの笑顔はすごく可愛かわいくて──。



    

  
    
      



    

  
    
      

「思い出しました。女装したおにぃちゃんは、結構可愛かったです」

「！」

「なんなら写真を見ますか？　たぶん、鈴すず音ねお姉ちゃんの部屋にたくさんアルバムがあるはずなので、今から取ってきて……」

「いや、いい！　想像するだけで十分だ！」

　全力で妹の申し出を却下する僕。

　……マズい。コイツの思い出リストには僕についてのかなり恥ずかしいメモリーが混じっている。思えば僕は子供の頃ころから姉さんが起こすトラブルの犠牲者だったし。そしてその光景を最前列の特等席で目撃していたのがあるみだったわけだ。

「まあ、そんな感じで。あの頃は本当に賑にぎやかでした。そして──とっても楽しかったです。言葉では、言い表せないくらいに」

　幸せを噛かみしめるような口調で、あるみは告げた。

　──ああ。

　それだけは僕も憶おぼえている。

　僕と姉さんとあるみ。幼い頃、僕たち三人はいつも一緒にいた。あるみは僕の家に養子として来た子供だったから、僕と姉さんは余計に距離を縮めたかったんだと思う。家に来たばっかりの頃は、あるみは結構な人見知りだったし。

　それでも、僕と姉さんと遊んでいるうちに段々と心を開いていった。

　──しかし。

「ですが──楽しい日常じかんはあまり長く続きませんでした」

　空気を変えるように、あるみは再びマジメな口調で言った。

　……そう。

　楽しくて騒がしい日常は続かなかった。

　夏祭り。

　その夜に起きた交通事故。

　そこで僕は両親を失い、そしてあるみは──。

「サクラさん」

　透き通った瞳ひとみで、あるみは僕のことを真まっ直すぐ見つめてきた。

　その視線に、心臓が大きく脈打った。



『相談があるんです』



　さっき、あるみは僕にそう言った。

　きっと──それは自分に関してのことなんじゃないかと思う。

　もしかしたら、姉さんに話を聞くまでもないのかもしれない。

　これから話されるのは、おそらくあるみの過去。

　彼女が、生体アンドロイドになった経緯で──。

「───っ」

　その瞬間、唐突に悪寒が走った。

　いや──正確に言えば、あるみの話を聞きたくなかったんだ。

　だって、コイツが生体アンドロイドになってしまったのは僕のせいでもあって──。

「──大丈夫です」

　唐突に。

　あるみは、そんな言葉を口にした。

「相談といっても、あまり急に話すのもどうかと思うんです。だから──サクラさん。今夜、うちに泊まっていってくれませんか？」

「………」

　その言葉に、僕は「……わかった」と頷うなずいた。

　まあ、そうだよな。

　さすがにそこまで急には──。

「では、サクラさん」

　だけど。

　あるみは、ある意味相談よりも驚く言葉を僕に言うのだった。

「これから、お風ふ呂ろに入ってきてください」



「うわぁ……」

　桜さくら家の脱衣所。

　そこにある姿見に映った女装姿の自分を見て思わず呻うめいてしまった。やっぱり、女装なんてするもんじゃない。不発弾よろしく脳内ハードディスクの隅っこに埋めたはずの幼い頃ころの思い出トラウマが爆発しそうである。

「……こんなこと、いつまで続けるんだ」

　ため息交じりに呟つぶやいてしまった。

　どうやらあるみは相変わらず僕のことを『サクラさん』として扱うらしい。

　さっき、僕の部屋であるみは『たぶん、おにぃちゃんは今日帰って来ない気がします』なんて言いやがった。つまりは、今日はずっとこのキャラクターでいて欲しいってことなんだと思う。

　そんなこんなで、僕はとりあえずお風呂に入ることになった。まあ、僕が風呂に入っている間にあいつは夕食を作ってくれているらしいから、ちょうどいいかもしれないけどさ。

　そんなことを考えながら、服を脱ぐ。

　当たり前だが、下着は男物のまま。いや、部室で「せっかくですから女の子の下着を穿はいたらどうですか？」と我らが部長に言われたが、全力で拒否した。当然だ。そこまでハードコアなプレイに身を任せるつもりは毛頭ない。

「ふぅ……」

　脱衣所から風ふ呂ろ場ばへ移動して、軽く身体を洗ってから、湯船につかる。どうやら先にお湯を沸かしておいてくれたっぽい。我が妹ながら、気配りのできるヤツである。

「……ん？」

　ふと、そこで背中のあたりに違和感が……げげっ、しまった。ウィッグを取るのを忘れていた。これじゃ僕は未いまだに『サクラさん』のままである。女装して自宅の湯船に浸つかるとかシュールすぎるぞ。

「……まあ、取るのは後でいいか」

　なんだか、今日はすごく疲れたし。きっといきなり女装をさせられて街を歩かされたのが原因。積み重なった疲労感のせいか、少し湯船の中でうとうとしてしまって──。

「湯加減はどうですか、サクラさん」

「ぶふぉおっ!?」

　力の抜けた身体が湯に沈みかけたところで、無感情な声に起こされた。

　どうやら、あるみが脱衣所に来ているらしかった。

「随分アグレッシブな返事をするんですね。そんなに心地いい湯加減でしたか？」

「違う！　ていうか、どうしておまえがそこにいるんだよ！」

　キッチンで料理をしているはずだったのに、脱衣所に来る用事なんて何もないはずじゃ……。

「えっと……」

　と。

　なぜか、あるみはちょっとだけ恥ずかしそうにしながら。



「私も……一緒に入ってもいいですか？」



「………」

　瞬間、湯船に浸かってるっていうのに脳内がシベリアの永久凍土のごとく凍り付いてしまった。

　……一緒に入る？

　えっと、要するにそれは……。

「で、では、失礼しますね」

「！」

　途端、ガラッとお風ふ呂ろ場ばの扉が開いた。

　そこにいたのは、バスタオルを一枚だけ身に着けた桜さくらあるみ。

　華きや奢しやな身体。ほっそりとした手足。羞しゆう恥ち心しんのせいか、桜色に上気した頬ほお。どう見ても、入浴スタイルの妹が、そこにはいたのだった。

「お、おまえ！　いいいいきなり何してんだよ！」

　バッと、あるみから目を逸そらすように湯船の中で身体ごと後ろを向く。

　それでも、たった今見た光景は目に焼き付いてしまった。

　桜あるみ。

　バスタオルを一枚纏まとっているが、その姿はあまりにも魅力的すぎた。

「ノ、ノープロブレムです。だって、サクラさんは女の子なのでしょう？」

　恥ずかしさを堪えるような小さな声がお風呂場にエコー。

　いや、確かに今の僕は女の子ってことになってますよ？　ウィッグを取るのも忘れちゃったしさ。

　だけど、何も一緒にお風呂に入らなくても……。

「というわけで……お邪魔します」

「は？　お邪魔しますって……うわああああなんで湯船に入ってくるんだよおまえは！」

「しっ、仕方ないでしょう。私は今バスタオル一枚しか身に着けていません。早く温まらないと風邪を引いてしまいます」

「風邪って……」

「へくちゅん」

「わざとらしいクシャミをするな！」

　……って、ダメだ。今は冷静にツッコんでる場合じゃない。

　湯船に張られたお湯が微かすかに揺れる。そして、背中に感じる温かな感触。後ろの様子はよくわからないが、あるみが湯船に入ってきたことは嫌でも理解できた。

　たぶん今の僕は、あるみに背中を流してもらうような体勢になっているんだと思うけど、湯船の中でこの位置関係になるのは致命的に間違ってる。残念ながら高校生の男女が余裕を持って入れるほど桜家の浴槽は広くない。

　当然、身体も密着してくるわけで……。

「……んっ」

「………っ!?」

　後ろから耳元に微かに息がかかって心臓の鼓動が跳ね上がった。ぐわー、いくらなんでも近すぎる。このままじゃ入浴してわずか数分足らずでのぼせてしまうぞ。

「あっ……す、すいませんっ」

　向こうも気付いたのか、ちょっとだけ僕と距離を取るように離れた。しかし、湯船の中にいるのは変わらない。まるであるみに追い詰められてしまったような状況である。

　これじゃ、逃げることすら──。

「───あ、」

　唐突に。

　わかってしまったかもしれない。

　あるみがこんなことをしてる理由。

　それは──僕にちゃんと話を聞いてもらうためなんじゃないだろうか？

　相談。

　言わば、部屋でした会話の続きなんだ。

「………っ」

　情けないことに──僕は、あのとき少しだけあるみから逃げたいと思ってしまった。

　罪悪感。

　そんなものに耐えられなくなりそうで怖かった。

　でも──。

「───」

　きっと、あるみもそれは同じだったんだと思う。コイツも、自分の過去を話すのが嫌だったのかもしれない。



『私はマスターのことを妹としてサポートしにきた生体アンドロイドです』



　四月に僕と顔を合わせてからずっと、あるみはそう言い続けた。

　どうしてだ？

　──簡単だ。

　きっと、真実を話すのが嫌だったんだろう。理由はわからないけど、あるみも僕と同じように怖かったのかもしれない。だからこそ──この状況を選んだ。話をするための覚悟を決めて──ここに来たんだ。

　お互いの肌が触れ合う近さ。

　これなら、僕は逃げられない。

　いや──正確に言うなら、逃げようだなんて思えない。

　だって、あるみは僕の妹なんだ。妹が恥ずかしいのを堪えてここまでしてるのに──逃げられるわけなんてないじゃないか。

「──サクラさん」

　少しだけ震える小さな声で。

　あるみは語り出した。

「さっきの相談の続きをしてもいいですか？」

「───」

　その言葉には、とても勇気が込められている気がした。

　あるみは、僕に向かって一歩歩み寄ってくれた。

　だったら──。

「──うん」

　彼女の体温を肌に感じたままで、僕は後ろを振り向かないで応こたえた。

「……ありがとうございます」

　振り絞るような声で、あるみは言葉を紡いだ。

　そして、彼女は語り出す。

　僕が知らなかった、すべてを──。



「……事故が、あったんです」



　それは今にも泣きそうなくらい震えた声だった。

　けれど、僕の鼓膜にはしっかりと届いていた。

「もう……何年も前の話です。夏祭りの夜に、幼い私は大きな交通事故に巻き込まれました。そして──その事故で両親を失って、大きな怪け我がを負ってしまったんです。普通だったら命を落としてもおかしくないほどの。でも──私は両親のおかげで、助かることができました」

「………」

　その言葉の意味を、僕は漠然と理解できた。

　夏休み。

　あのとき、カレンのお父さんから教えられた真実。

　サーカスインダストリアル。

　国内でも有数の大手企業である。

　僕の両親は、そこに勤める社員だった。

「私の両親は、サーカスインダストリアルという会社に勤めていました。そこで、ある研究をしていたんです。それが──人間の身体を機械で補う技術の開発。つまりは、ＳＦ小説に出てくる技術みたいなものでしょうか。機械化義肢、人工臓器、そして──脳介機装置ブレイン・マシン・インターフエイス」

「脳介機装置？」

「ものすごく簡単に言ってしまえば、人間の脳が発する脳波をキャッチして、解析。そしてその人の思考を読み取り、電気信号に変換。さらにはその電気信号を機械に伝えて動かす技術です。この脳介機装置には、現在二種類のパターンがあります」

　ふうっと。

　あるみは一度息を吐いてから。

「一つは、頭皮に脳波をキャッチする機械を被かぶせるパターン。そしてもう一つは、頭の中に直接脳波をキャッチする機械を埋め込んでしまうパターンです。私の場合は──後者になります」

「………っ」

　ブルブルと。

　湯船に入ってるっていうのに身体が震えそうだった。

「──簡潔に言います」

　妹かのじよは。

　まるで、覚悟を決めたように強い口調で告げた。

「私の両手と両足、いくつかの臓器。そして、脳の一部は機械で補われています。そうしなければ、命が助かりませんでしたから。もちろん、生体アンドロイドの技術を作ってくれたのは、私の両親。そして、その技術の研究を引き継いだのが──桜さくら鈴すず音ね博士。私のお姉ちゃんです」

「………っ」

「事故の後──重傷を負った私を、サーカスインダストリアルの方々──つまり、両親の同僚の人たちが、今説明した技術を使って助けてくれました。でも、その技術は実験中のもので──言わば、未完成のものだったんです」

「………」

　ああ、そうか。

　だから、あるみはすぐに僕に会いに来なかったんだと思う。

　僕たちが再会したのが今年の四月。

　夏祭りの事故から──何年も時間が経たっていた。それは、つまり──あるみが僕に会えるようになるまで、それだけの時間がかかったということだ。

「その技術の開発計画はＥプロジェクトといい、実質のリーダーは私の両親でした。だから、きっとプロジェクトに関かかわっていた方々も両親の娘である私を助けたかったんだと思います。でも、なにぶん未完成の技術。すごく……時間がかかりました」

「………」

「やっと私が満足に身体を動かせるようになったのが──今年の三月です。そのときには、鈴すず音ねお姉ちゃんがプロジェクトを立派に引き継いでいて、私を助けてくれました。身体を動かせるようになって──私も、すごく嬉うれしかったです。だって──」



　私には、ずっと逢あいたい人がいましたから。



「───」

　──ああ。

　言うまでもない。

　それは、きっと──。

「でも……簡単にはいきませんでした。その人は、事故のショックで──私に関する記憶をすべて忘れてしまっていましたので」

「───っ」

　──あるみの言う通りだ。

　僕は彼女に関することをすべて忘れていた。事故の後、無意識にそうしないと心を守りきれなかったんだと思う。

　だから、僕は逃げてしまったんだ。

「……サクラさん」

　あるみは。

　震える声で、僕を呼んだ。

「私は……不安なんです」

「不安？」

「……はい。だって、私はあの夏祭りの夜に変わってしまいましたから。生体アンドロイド。そんなフツーじゃない存在なんです。『人間の女の子としての高校デビュー』。そんなものを目指してしまうくらい……自信がないんです。おにぃちゃんが……」



　私のことを……ちゃんと人として見てくれるかが。



「………っ」

　……ああ。

　チクショウ。

　どうして気づけなかったんだ？

　これが、あるみが僕と距離を取った理由。

　事故の罪悪感に押しつぶされそうになって、僕は彼女から距離を取った。

　でも、あるみは違ったんだ。

　コイツはきっと──怖かったんだ。

「簡潔に言うなら……私は、自分がわからないんです。自分が人間なのか、機械なのか、それすらはっきりと断言できません。今の私を言葉で表すとするなら──桜あるみをベースにして造られた生体アンドロイドですから」

　すべて、あるみの言う通りだ。

　僕だってこの四ヶ月で見てしまっている。

　生体アンドロイド。

　その──人間離れした姿を。異常なほどの運動能力、感情が高ぶるとショートしてしまう頭脳回路、おまけにコイツには保護プログラムなんてものまでインストールされていた。



『私の両手と両足、いくつかの臓器、そして、脳の一部は──機械で補われています』



　さっき、あるみはそう言った。

　もしかしたら、それは補われているってレベルどころじゃないかもしれない。もはや、あるみの身体は生身より機械の割合の方が多いんじゃないだろうか？

　だったら──今のあるみは、なんなんだ？



『桜さくらあるみをベースにして造られた生体アンドロイド』



　今コイツ自身が言ったように、桜あるみはそんな人間離れした存在になった。

　人間と機械。

　その境目すらひどく曖あい昧まいになるほどの存在に、あるみはなってしまったんだ。

　すべては、彼女が生き残るため。

　生き残って──僕と再会するためだ。

　だけど、だからこそ彼女は独りぼっちで苦しんでいた。

　僕に、妹にんげんとして見てもらえるかどうか。

　そして──。



『これからも……ずっと──私のおにぃちゃんでいてくれますか？』



　たった一言、僕に質問をしたんだ。

　もし拒絶されたらどうしよう、気持ち悪がられたらどうしよう、もう妹として一緒にいられなくなったらどうしよう。

　そんな不安を感じながらも、コイツは僕に確かめたかったんだろう。

　僕が、自分のことをどう思ってるのか。

　これからも、今まで通り、そして昔のように一緒にいられるかを──。

「───」

　──ああ。

　それなら、答えなくちゃいけない。

『人間の女の子としての高校デビュー』。

　そんな……僕たちの間では当たり前すぎる目標を目指すくらいに、妹は変わってしまったんだ。

　だからこそ──誰だれかがコイツを肯定してあげなくちゃいけない。

　あるみは、自分がわからないと言った。

　だったら──コイツ以外の誰かが肯定してやればいい。

　確かに、桜さくらあるみはもうフツーの人間とは呼べないかもしれない。

　生体アンドロイド。

　人間と機械の中間にいる存在。

　きっと、姉さんなら理論的に考えると思う。なにせあの人は天才で、あるみのことを救ったプロジェクトを引き継いだ人間だ。きっと、あくまでドライにあるみのことを人間か機械か判別するだろう。

　でも──僕はあの人とは違う。

　天才でもなんでもない凡人……いや、それ以下の引きこもりだ。

　だけど──。

「……あるみ」

　だからこそ、わかっていることはある。

　姉さんみたいに難しいことを理解するのは無理だけど、僕にだってわかることはある。

　妹に言える言葉が──あるはずなんだ。



「…………大丈夫ノープロブレムだ」



　ゆっくりと。

　震える声を振り絞って、僕は言った。

　まるで、彼女の口癖を真ま似ねするように。

「きっと……おまえの兄貴はこう思ってるよ。桜あるみは、紛まぎれもなく人間だ。そんなの当たり前のことじゃないか」

「………。でも、私は……」

「『でも』じゃない。そんなこと気にしなくていい。だって、どんなに変わろうが、あるみは──」



　──桜さくら鉄てつ之の介すけの、妹だから。



「───っ」

　はっきりと、僕の後ろであるみは息を飲んだ。

　次の瞬間──ぎゅっと。

　彼女は僕の肩を抱きしめるように腕を回してきた。

　身体に感じるのは、妹の温かな体温。

　背中に密着した胸から届いてくる確かな鼓動。

　そして──。

「──教えてください、サクラさん」

　あるみは。

　涙でくしゃくしゃになった声で呟つぶやいた。



「どうすれば……おにぃちゃんと仲直りできますか？」



「………っ」

　今度は、僕が息を飲む番だった。

　仲直り。

　もちろん、僕だってあるみと仲直りしたい。今まで通りに──いや、子供の頃ころみたいに、距離を縮めたい。

　兄妹。

　僕たちは、そんな関係なんだから。

　でも──。

「……ぐっ!?」

　不意に──頭が痛んだ気がした。

　頭痛。

　夏休みに感じた頭痛である。

　……おかしいな。たぶんあの頭痛は精神的なものだったはず。あの夏祭りの光景を思い出したくなくて、僕の心が無意識にブレーキをかけていただけなんだ。

　だから、あるみのことを全部思い出した今は、頭痛が消えたはずだったのに。

「……サクラさん？」

　こっちの異常を感じ取ったのか、あるみが不安そうな声を出した。

「───っ」

　瞬間、頭をキリキリと締め付けるような痛みが襲ってきた。

　──止まれ。

　頼むから、止まってくれよ。

　だって──僕は乗り越えなくちゃいけないんだ。

　罪悪感。妹を助けられなかったという事実。正直、自分を殺してやりたくなるくらい重い気分になるけど、そんなネガティブな気分じゃいられないんだ。

　僕は、あるみと仲直りしなくちゃいけない。

　彼女と一緒に、高校デビューをするために。

　──だから。

「…………あるみ」

　彼女に。

　伝えなくちゃいけない言葉があるんだ。

「おにぃちゃんっ！」

　だけど。

　妹の声が響く中、僕の意識はあっけなく遠くなった。

　頭をカチ割るみたいな激痛。

　意識が途切れる寸前だって言うのに、痛みは容赦なく頭を締めつけてくる。

　まるで、まだ思い出してはいけない何かがあるみたいに──。



「……大丈夫ですか、サクラさん」

　目を開けると、あるみが心配そうに僕のことを覗のぞき込んでいた。

　……あれ？

　おかしいな、どうしてコイツはこんなに不安そうな顔をしているんだ？　落ち着け。とりあえず、状況を確認して──。

「───あ、」

　そうか、思い出した。

　僕は確かコイツと風ふ呂ろ場ばで話していて、その途中で頭が痛くなって──。

「うっ……」

　頭をさすりながら、身体を起こす。どうやら僕は、リビングのソファーの上に寝かせられていたようだった。いつの間にか、制服まで着ている。たぶん、これはあるみが着替えさせてくれたんだろうけど……。

「身体を起こせますか？」

「う、うん。ちょっとクラッとしただけだ。たぶん、貧血か何かじゃないかな」

　ついつい、妹を安心させたくて頭痛のことを隠してしまった。すると、あるみは「そうですか……」と息を吐いてから。

「サクラさん」

　起き上がった僕を見て、言った。

「さっきも言った通り、今日は兄が……マスターが帰ってきません。だから、うちに泊まっていってください」

「───っ」

　その響きに、小さな違和感を覚えた。

　──マスター。

　今コイツは僕のことをそう呼んだ。

　さっきまでは、『おにぃちゃん』って呼んでいたのに──。

「あと、気を付けてくださいね。貧血と言っても……私は、サクラさんのことが心配です」

「……心配？」

「……はい。だって──」



　私は、あなたが傷つくのが見たくないですから。



「……あるみ」

　その言葉は、どうしてか僕の胸に突き刺さった。

　──もしかしたら。

　あるみにとって、さっきの光景はかなりショックだったのかもしれない。

　自分が相談を持ちかけて、結果的に──僕は倒れてしまった。

　そのことを、気に病んでしまってるんじゃないだろうか。

「───」

　──どうしてだろう。

　九月十六日──文化祭まで約一週間を切った今日。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

　さっきまで縮まりかけていたお互いの距離が……僕には、再び離れてしまったように思えた。



    

  
    
      


第４話　フェスティバル・ラプソディー





　文化祭。

　高校生活にはお約束のなんとも定番なイベントだけど、僕たちが通う春原すのはら高校の場合はフツーとはちょっと違うらしい。これは先輩から後輩へと伝えられるウワサなのだが──なんでも、一番の違いは盛り上がりだとか。

　文化祭の開催期間は一日だけなのだが、その分密度が濃くて内容が凝縮されているし、文化祭実行委員のテンションも高い。

　そして、そんな生徒会の熱気は生徒にも伝わる。

　ここまで来るともはや伝統と言うべきなのか、文化祭にかける生徒のモチベーションはハンパじゃない。そのテンションは際限なく上がっていき、文化祭当日を迎えた瞬間──ついに限界を超えて爆発するのだ。

　そして──今、僕はその爆発の真っただ中にいる。

　部室の窓の外から聞こえてくるのは喧けん騒そうじみた生徒の歓声。

　そう──本日は、九月二十四日。

　多くの春原高校生徒が待ち望んだ、文化祭当日であった。

「ちょっと。あんた、またリズムがズレてるわよ」

　我らがロボ研の部室。

　僕が家から持ってきたベースを弾いていると、ドラムを叩たたいていたくるみがスティックでこっちを指さした。

「うっ……ご、ごめん」

「しっかりしてよね。あんたとあたしはリズム隊。ちゃんと息を合わせなくちゃいけないんだから。それに、もうあんまり時間もないし」

　スティックをペン回しよろしく指でくるくる弄もてあそびながらくるみが言った。

　そう──現在の時刻は午後一時。

　もうすでに文化祭一日目も折り返し地点。僕たちがバンド演奏をする企画ステージまでは残り二時間しかなかった。

　なので、ここで集まれるメンバーで最終練習をすることになったんだけど……。

「くるみ。もう一回合わせて演奏したら、一度休憩を入れましょう。あんまりやりすぎても疲れてしまいますし」

「あっ、はい。お姉さま」

　あるみの声に、くるみは頷うなずいた。

　そう、今部室にいるのは僕、あるみ、くるみの三人だけである。

「でも、姫ひめ乃のたちも練習に来れば良かったのに……」

「仕方ありませんよ。今日は文化祭当日です。私もなんとか時間を見つけてここに来たんですから」

　ふうっと息を吐きながら応こたえるあるみ。

　まあ、コイツもクラス委員だし、ここに来てくれて一緒に練習をしてくれるだけでも結構ありがたいんだと思う。

　ちなみに、うちのクラスの出し物は文化祭においてはかなりポピュラーでトラディッショナルな出し物、オバケ屋敷である。

　午前中までは僕もその仕事をしていた。内容はサンドウィッチマン。教室の前で看板を持って客引きをする仕事である。引きこもりの僕にはかなりハードルの高いミッションだったが、高校デビューのためだと思って割り切って働いていた。

　しかし、文化祭というのは生徒だけのお祭りじゃない。

　当然校外からのお客さんも来る。

　その中にはかなり厄介な人もいるということを、僕は午前中に嫌と言うほど思い知った。

　まあ、具体的に言うなら──。



「やあ、少年。元気かい？」

　時刻は午後十一時半。

　オバケ屋敷と化した教室の前で宣伝用の看板を持って立っていると、やけにシブい声に話しかけられた。

「………」

　瞬間、僕は全力で現実から逃避したくなった。いや、だってこのやけにナイスミドルな声にはすっごい聞き覚えがあるんだもん。

「どうした？　きみは客引きなのだろう？　だったら私と軽快な営業トークなどしてみてはどうかね？」

「いや、営業トークの前に……どうしてあなたがここにいるんですか？」

　言って、僕は足元に目を向ける。

　そこにいたのは小さな子犬。

　外見だけならメチャクチャ可愛かわいい。猫カフェならぬ犬カフェなんてものがあればたちまち指名ナンバーワンになれるような姿をしたキュートな子犬である。

　だが、騙だまされるな。

　僕はこの人の正体を知っている。そう、子犬に見えるこの身体は犬型アンドロイド。そして、この犬を遠隔操作している人間は僕のクラスメイトの身内。

　狼かみ谷や秋あき人と。

　紛まぎれもなくカレンの父親であり、僕の姉さんの上司──サーカスインダストリアルの代表取締役であった。

「どうしてここにいるかだって？　決まっているだろう。きみたちの文化祭を見に来たのだよ」

「まあ……別に見に来るだけならいいと思いますよ。けど、どうしてその姿なんです？」

　そう、今の狼谷父の姿は子犬。

　夏休みに僕が出会ったときと同じ格好である。あのときは確か胃い潰かい瘍ようで入院してるから病院から遠隔操作してたらしいんだけど……。

「もしかして、まだ胃潰瘍が治ってないとか？」

「いや、それは問題ない。私は九月初旬に退院したからな」

「だったらなんでそんな姿で？」

「ふんっ。そんなの決まってるだろう？　この子犬アングルからなら文化祭を楽しむ女子生徒のスカートの中を思う存分──おふっ!?」

　瞬間、僕は狼谷父の背中を足で踏むように押さえつけた。

　……大変だ。

　今すぐ警察に通報しないと。いくら大企業のトップだからってやって良いことと悪いことがある。

「何をする！　さてはきみは私を犬小屋にぶち込むつもりだな！」

「それを言うなら豚箱です」

「心配するな。さっきの発言は小こ粋いきなジョークだ。私だって最低限の礼節はわきまえている」

「じゃあ、なんでそんな姿で来たんですか？」

「ふんっ！　そんなの決まってるだろう！　カレンが『恥ずかしいから、パパは文化祭に来ちゃダメ』と言ったからだ！」

「いえ、そんなに胸を張りながら言われても……」

　単に思春期の娘に拒絶されただけじゃないか。

　まあ、カレンの気持ちはわからなくもない。狼谷父はかなり変人だし、文化祭に来るとなったら気が気じゃないだろう。

「というわけで。私はこの姿で文化祭に侵入したわけだ」

「よくここまで来れましたね……」

「まあな。途中で文化祭でテンションが上がった男子生徒の軍団に捕まりそうになって大変だったよ。ところで、少年の恰かつ好こうはコスプレかね？　なかなか似合っているぞ」

「せめて仮装って言ってください」

　今の僕の頭には大きなネジ。そして顔にはツギハギのペイント。そう、オバケ屋敷の宣伝の一環で仮装をしているのだ。ちなみに僕はフランケンシュタインの怪物役。

　しかし、この人はサーカスインダストリアルのトップのくせになんでこんな恰かつ好こうを──。

「……あっ」

「ん？　どうかしたのかい、少年」

「い、いえ……」

　……そうだ。

　この人はサーカスインダストリアルのトップ。

　だったら──あるみの詳しい事情についても知っているんじゃないか？

　わざわざ姉さんに会うまでもない。

　今ここでこの人にすべてを聞いてしまえば──。

「──少年」

　と。

　狼かみ谷や父は急にマジメな声で言った。

「何か思い詰めたような顔をしているが……私には大したことはできんよ。きみにはあまり余計なことを言わないよう鈴すず音ねくんに口止めされていてね」

「姉さんに？」

「ああ。だから、何か知りたいことがあるなら鈴音くんから直接聞きなさい」

　威厳のある声で言う狼谷父。

　さすが大企業のトップ。落ち着いた大人としての雰囲気たっぷり。これで外見が犬じゃなければ尊敬できるのに。

「まあ、鈴音くんならきみの知りたいことを教えてくれるだろう」

「やけに姉さんのことを信頼してるんですね」

「もちろんだとも。彼女は我が社の優秀な人材だ」

「僕にとっては有害な人材って感じですけどね……」

「鈴音くんは変わり者だからな。ああ、そう言えばこの子犬の身体も鈴音くんがこの前新しく作ったものだ」

「へえー。じゃあ、夏休みのときとは違うんですか？」

「ああ。かなりの改良がされているらしい。色々な新機能も増えたしな」

「新機能？」

「そう。例えば、これだ」

　と。

　狼谷父は一瞬だけ黙ってから。

『おはよー、そうちょー！　今日はいい朝だな！』

「！」

　瞬間、犬から聞こえてきた声にビックリしてしまった。

　なんと、狼かみ谷や父は口調から声質までまるっきりカレンの声で喋ったのだ。

『ふふ。どうだ？　ビックリしたか？』

「え、ええ。もしかして、ボイスチェンジ機能ですか？」

『そういうことだ、少年。この身体にはボイスチェンジャーが内蔵されていてな。色々な人の声を出すことができるんだよ』

　ふははっ！　どうだ！　これが我が社の技術力だ！　と笑う子犬。

　どうでもいいけど、カレンの声のままで勝ち誇るのはやめて欲しい。はっきり言ってかなりの違和感がある。カレン本人が見たらショックを受けて泣き出すんじゃないだろうか。

「でも、すごいですね。他にはどんな声で喋れるんですか？」

『ん？　そうだな、例えば……やっほー！　鉄てつ之の介すけ！　お姉ちゃんだよっ！』

「うわっ……思いっきり姉さんじゃないですか」

『当たり前でしょ？　だってこのボディを創つくったのはお姉ちゃんだもん。だから、一番初めに音声パターンを登録しておいたんだよっ』

「……あの、すいません。だからって姉さんの口調で喋るのはやめません？」

『お姉ちゃんは、天才だからっ！』

「口癖までノリノリで再現するのはやめてっ！」

　嫌だ。子犬が実の姉の声で喋ってること以上に、中年のオッサンが十代の女の子のマネをしているシーンを想像するだけで眩暈めまいがしてくる。

「むう。少年はノリが悪いな。私のモノマネはなかなか上う手まかっただろう？」

　普通の声に戻してから、狼谷父は言った。

　まあ、確かに女の子の声で喋られるよりはこのナイスミドルな声の方がまだいい。いや、ジャック・バウアーの日本語吹き替え版みたいな声をしてるせいで違和感はあるけどさ。

「ところで」

　と。

　狼谷父は、その小さな瞳ひとみで僕のことを見つめてきた。

「もしかして少年は、最近兄妹ゲンカでもしたのかい？」

「えっ──」

　あまりの不意打ちに、息が止まる。

　そんな僕を見て、狼谷父は息を吐いてから。

「やっぱりか。カレンがきみたちのことを心配していたぞ」

「カレンが？」

「ああ。『最近、そうちょーとあるみんの様子がちょっとおかしいんだ』と家で私に話してくれた」

「………」

「あの子が私を頼るということは、事態はかなり深刻だ」

「……随分自虐的な判断ですね」

　どうやら普段はあまり頼りにしてもらってないらしい。

　でも……そうか。

　カレンが僕のことを心配してくれてるのか。

「───」

　けど──それも無理もないのかもしれない。

　今日は九月二十四日。

　あるみにお風ふ呂ろで相談をされたあの日から──約一週間が経過。

　あの日以来──僕とあるみの距離は確実に開いてしまった。具体的に言うなら、ただでさえ少なかった会話がほとんどゼロになってしまったのだ。

　たぶん、風ふ呂ろ場ばで倒れかけるなんて光景を見てしまったせいで、あるみはすっかり怖くなってしまったんだろう。



　──私のせいで、おにぃちゃんが苦しんだらどうしよう。



　ひょっとしたら、そんなことを考えているのかもしれない。

　だから、あるみは今まで以上に僕と話さなくなってしまった。会話で距離を縮めようとした僕たちだが、実際は余計に離れてしまったわけである……。

「なんなら、私が手助けしてあげようかい？」

「えっ……」

「きみはカレンの友だちだ。だから、きみが困っているのは見過ごせない。鈴すず音ねくんから口止めされているから助言はできんが、きみたちの兄妹ゲンカを止める手伝いくらいはしよう」

　頼もしい態度で、狼かみ谷や父は言った。

　うわー、なんてことだ。僕は今までこの人のことを誤解してたのかもしれない。まさかこんなことを言ってくれるなんて。外見は犬だけど、今の狼谷父は凄すさまじく大人に見える。

「でも、どうやって僕たちを仲直りさせるつもりですか？」

「ふむ。心配するな。とてもロマンチックで女の子ならメロメロな作戦がある」

「いや、メロメロって……」

「というわけで──少年」

　と。

　狼かみ谷や父はやけに真剣な声で。

「私をだっこしなさい」

「………」

　……ざけんな。たとえ子犬の姿とはいえ、どうして僕が中年のオッサンをだっこしなくちゃいけないんだ？

「さあ、急ぐんだ！　早く私をだっこしろ！」

「わ、わかりましたよ。だからテンションを上げないでください」

　仕方なく、僕は子犬を腕でだっこする。

　でも、これでどうやってあるみと仲直りを……。

「……マスター」

「!?」

　と、そこで後ろから声をかけられた。

　振り返ると背後にいたのは桜さくらあるみ。

　妹は、子犬をだっこする僕を怪け訝げんそうな目で見つめていた。

「あ、あるみ？　どうかしたのか？」

「えっと……それは……」

　どうしてか、あるみは気まずそうに俯うつむいてしまった。

　……無理もない。

　この一週間、僕たちはほとんど会話もなかったんだ。

　だったら、こんな風な反応をされるのも当然で……。

「実は、教室の前で犬に喋しやべりかけている男子生徒がいるとお客さんからクレームが……」

「………」

　……訂正。

　どうやらあるみのテンションが低いのは僕が狼谷父と会話していたからっぽい。うん、気持ちはわかるよ。僕だって身内が校内のど真ん中で動物とおしゃべりしてたら間違いなくお医者さんに連れてくもん。

「ところで、その犬はどうしたんですか？」

「え、えーっと、これはカレンの……」

「カレンさんの？」

「……うちで飼ってる犬だよ。たぶん、カレンの家の人が連れて来てたのが逃げちゃったんじゃないかな？」

　なんとなく、僕は子犬の正体を隠していた。

　いや、だって……ね？　『実はこの人……いや、この犬はカレンのお父さんなんだ』なんて口走ってみろ。仲直りするどころじゃない。何か危ないクスリでもやってるんじゃないかと思われて生徒指導室に連行されるぞ。

　そもそも、この人はどうやって僕とあるみを……。

『ところで、あるみ』

「！」

　その瞬間聞こえた声に思わずビックリしてしまった。

　なんと、狼かみ谷や父が僕の声で喋ったのだ。

「？　マスター。どうかしたんですか？」

『いや、なんでもないよ？』

　ナチュラルに僕の声で会話する狼谷父。

　……さては、姉さんか。

　あの人のことだから狼谷父のボイスチェンジ機能に僕のデータを登録しておいたんだろう。しかし、ここまでそっくりな声を出せるとは。あるみもまったく気付いてないみたいだし。まあ、僕もなんとか口パクの要領で口を動かしてるけどさ。

『それで──あるみ。実は、僕はおまえに話があるんだ』

「えっ……話ですか？」

『うん。ほら……このところ、僕たちの距離が離れちゃってただろ？』

「そ、それはそうかもしれませんが……」

　いきなりの質問に動揺するあるみ。

　そして、僕も狼谷父の真剣な態度にビックリしてしまった。

　もしかして、この人は本気で僕とあるみを仲直りさせたいんじゃ……。

『だから、あるみ』

　と。

　狼谷父はかなりマジメな声で。



『僕とキスしてくれ』



「………」

　瞬間、僕はこの犬にすべてを任せてしまったことを心の中で呪のろった。

「なっ……マスター!?　い、いきなり何を言い出すんですか!?」

『お願いだ、あるみ。僕たちが仲直りするには、それぐらいのことをしなくちゃ無理なんだと思う』

「そ、そんな強引な……」

『それとも、あるみは僕とキスするのが嫌なのか？』

「っ!?」

　その言葉にあるみは一気に真っ赤になってしまった。

　無理もない。いくらなんでも唐突過ぎる。ロマンチックで女の子がメロメロな作戦とか言ってたけど、まさかキスをすることだったとは……！

「……マスター」

「！」

　消え入りそうな声で名前を呼ばれた瞬間、心臓が大きく脈打った。

　桜さくらあるみ。

　彼女は恥ずかしさを堪えるように自分の胸に手を当てながら、言葉を紡ぐ。

「私は……いいですよ？」

「え？」

「で、ですから……それで、マスターと私が仲直りできるんなら……」

　言って、あるみは少しだけ僕に歩み寄ってからちょこんっと上履きのカカトを上げて背伸び。そして恐る恐るといった感じで瞼まぶたを閉じた。

　……待て待て待て。

　なんなんだこの流れは？　そもそもあるみとキスしたからって仲直りできるのか？　そんなことをしたら恥ずかしさで余計に溝が広がる気が……。



「──マスター」



　目の前にいるのは、瞼を閉じたまま微かすかに顔を上げるあるみ。

　ドクンッと。

　目と鼻の先にある妹の表情に、胸の鼓動がリズムを上げる。

「───」

　気付いたら。

　僕は子犬を抱えたままで、ゆっくりと彼女に顔を近づけて──。

「なななな何やってるのよこの引きこもりっ!?」

「ごふっ!?」

　瞬間、横から割り込んできた誰だれかにふっ飛ばされた。

　見ると、そこにいたのはポニーテールが似合う女の子。

　桜くるみ。

　彼女は顔を真っ赤にしながら僕を睨にらみつけていた。

「くるみ！　何するんだよ！」

「それはこっちのセリフよ！　あんたこそお姉さまに何してたのっ！」

　プンスカ怒るくるみ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　うわー、マズい。どうやら姉の口唇を奪おうとしていたことが大分頭に来ているっぽい。くそっ……こんな状況になったのも狼かみ谷や父のせいで……あれ？　そう言えば、僕の手の中からあの人の感触が消えてるような……。

「……まさか、逃げたのか？」

　バッと身体を起こすと、そこにはダダダッと廊下を走り去っていく狼谷父の姿が。うわー、なんて人だ。状況を好き放題引っ掻かき回して逃げるとは。それが大人のやることか。

「お、落ち着け、くるみ。僕はあるみの頭にゴミがついてたから取ろうとしてただけだ」

　口から出まかせを言って言い訳をスタート。

　いや、ここで『あるみにキスしようとしてた』なんて言ったら間違いなくこのシスコンアンドロイドに八つ裂きにされるでしょ？　だからここはなんとか言い訳しなければ。

「……むっ。本当ですか、お姉さま？」

「えっ……は、はい。別に私とマスターはやましいことをしていたわけでは……っ」

「その割にはやけに顔が赤くなっている気が……」

「そ、そそそそんなことはありません！　それより、くるみはどうしてここに来たんですか？」

「えっ……それは、そろそろバンドの練習をした方がいいかなって思って。お姉さまはそろそろ休憩なんじゃないですか？」

「………。そうでした。では、早く部室に行きましょう」

「きゃっ!?　お姉さま！　どうして私の腕を引っ張るんですか!?」

　くるみにキスのことをバレないようにするためなのか、あるみは彼女の腕を引っ張ってグングン廊下を歩き出した。

「……マスター」

　そして、数歩だけ進んだところで僕の方を振り向いてから。

「マスターも、仕事が終わったら部室に来てくださいね？」

「……うん。わかった」

　あるみの言葉に応こたえてから、廊下を歩く彼女たちを見送る。

　……けれど。

　僕には、さきほど間近で見たあるみの顔がしばらく忘れられそうになかった。



　以上で、回想エンド。

　そんなこんなで僕は午前中に狼かみ谷や父のせいでひどい目に遭わされた。今いま頃ごろあの人は文化祭を満喫してるんだろう。

　ちなみに、カレンはクラスの仕事中でここにはいない。なんでも、重要な役目があるらしい。詳しくは教えてくれなかったけど……一体何をしてるんだろう？

　あと、姫ひめ宮みや先輩もクラス企画の方が忙しいらしい。そう言えば何をやるのか聞いていなかったけど……なんだろう。姫宮先輩がいるせいなのか、どうもロクな企画をしているイメージが浮かばない。

「……にしても、姫ひめ乃のもよくここまでやったわよね」

　と、くるみが部室を見渡しながら感嘆していた。

　部屋に置かれたのは、ちょっと小さいけどしっかりしたドラムセット、各種アンプなどの音響装置スピーカー。そして僕が家から持ってきたベースと姫宮先輩が用意したギターとキーボード。

　ここまで来ると、ちょっとしたスタジオ。文化祭に行われる企画のために、僕たちのホームは軽音部も真っ青のロック空間となっていた。凄すさまじいビフォー・アフターである。

　実際、軽音部に所属してるクラスメイトの男子から羨うらやましがられたっけ。というか、明らかにビビってた。彼曰いわく「あれだけの機材を集めるとか、おまえらの部長は何者だ!?」とのこと。なんてことはない。ただの一般生徒だ。性格は吸血鬼のごとく恐ろしいけど。

「でも、あんたも最初に比べれば随分マシになったわね。この一週間、結構練習したんじゃない？」

「ま、まあな」

「こうなったら、本番もがんばりましょうね、サクラ」

「………」

　くるみの呼びかけに、女子制服姿の僕は小さな声で「わ、わかった」と応こたえるしかなかった。

　そう……恐ろしいことに、コイツは未いまだにサクラさん＝僕ということに気付いていなかった。だから僕はフランケンシュタインの仮装から着替えて部室に来たわけである。

　それもこれも、すべてあのお姫様が悪いのだ。



『本番だけ女装するのでは緊張してしまいますから、部活をしている間はずっと女の子のままでいてください』



　約一週間前、あのお姫様はそんなマリー・アントワネットも真っ青の恐ろしいお達しを出したのだった。そのせいで僕はバンドの練習中はずっとサクラさんだったわけである。

　そして、本当に恐ろしいのは、人間というものはどんな状況であろうといつかは対応して慣れてしまう生き物だということだ。

　そう、あまり言いたくないが……僕は女装というものに慣れてしまった。

　一回女装をしたまま何の迷いもなく街を歩いてしまったことがあってゾッとした。いや、引きこもりの僕がちゃんと街を歩けることは大きな進歩なのかもしれないが、どうも間違った方向に進んでいる気がする。このままじゃ変な趣味に目覚めそうでマジ怖い。

「けど……今日が本番か」

　自分に言い聞かせるように僕は呟つぶやいた。

　そう、今日は九月二十四日。

　この一週間、僕はずっと楽器を弾くことだけに打ち込んできた気がする。

　僕たちの企画で演奏するのは一曲だけ。

　みんなで選曲をした結果、もう十年以上も前に亡くなったロックアーティストの曲を演奏コピーすることになったんだけど、色々なことを考えたくなかったせいもあってか、ずっとその曲を反復練習していた。

　おかげで、一曲だけならなんとか弾けるようになった。

　ただ、姫ひめ宮みや先輩曰いわく、弾けるだけじゃダメだとか。



『文化祭の企画ステージなんですし、ある程度パフォーマンス的なことも考えましょう』



　確か、そんなことを言ってたっけ。

　でも、パフォーマンスって言われてもな。つまりはポツーンっとただ突っ立って寂しく弾くのではなく、ステージの上で動けということなんだろう。

　しかし、いかんせん僕はそういうのが苦手だ。なにせポリシーは保護色。目立たないことこそが信条である。

　だから、自分の主張を我らがお姫様に言ってみたが……。



『ダメです。わたくしたちがやるのはバンド。ですから、しっかりと勉強してもらいます』



　返って来たのはそんな容赦のない返事と、近くのレンタルショップで借りてきたロックバンドのライブＤＶＤの山。

　要するに、宿題である。ライブＤＶＤを見てバンドのステージパフォーマンスを勉強しろということなのだろう。

　というわけで、この一週間、僕の時間はベースの練習とバンドの勉強に費やされたわけ。ひょっとしたら今まで生きてきた人生の中でここまで一つのことに打ち込んだ経験はないかもしれない。

「───」

　──いや。

　正確には、打ち込んでいないと潰れそうだったんだ。

　罪悪感。

　一言で言ってしまえば、そんな感情だ。

　あの夏祭りの夜に妹のことを助けられなかった事実。

　そして、頭痛のせいでその事実を乗り越えられない自分。

　そのすべてに……僕は自分自身に苛いら立だって、追い詰められていった。

　だから──楽器を弾いた。

　少し大げさな話だが、そうしないと自分を殺したくなるくらいに鬱うつ屈くつとした気持ちになるのだ。

　文化祭。

　今日行われる企画ステージを成功させるために楽器を弾くことだけに集中した。そうやって、なるべく自分の心を守っていた。

　けど──。

「───」

　──自分でも、よくわかってる。

　それは──逃げてるだけだ。

　ただ過去のトラウマと、そして今の罪悪感から逃げているだけ。ホントはもっと考えることがあるくせに、バンドを成功させるという大義名分のために、楽器の練習という作業に逃避してただけなんだ。

　しかし──それも今日で終わりだ。

　九月二十四日。

　文化祭当日。

　今日で、僕が楽器を練習するのも終わり。そして、僕たちのバンドを見に姉さんが──Ｅプロジェクトのリーダーがやってくる。

　だから──決着をつけなくちゃいけない。

　桜さくらあるみ。

　ちゃんと──妹と向き合わなくちゃいけないんだ。

「───っ」

　そんなことを考えたら、また少し頭が痛んだ。

　……くそっ。

　一体なんなんだ、この頭痛は。夏休みのときは黒くろ医い先生の薬を飲めばなんとか抑えることができたんだけど、どうしてか今回はまったく効果がなかった。

　しかも、この頭痛はあるみのことを考えているときに限って発生する。これじゃまるで、僕があるみと関わるのを邪魔してるみたいな──。

「大丈夫ですか、サクラさん」

　横からあるみに話しかけられてハッとした。

「う、うん。大丈夫」

「そうですか。では、もう一度だけ合わせて演奏しましょう」

　言ってから、あるみは慣れた手つきでギターを鳴らした。そして、そのままよどみのないストロークで曲の前奏を弾いていく。

　……上う手まい。

　あるみの弾く前奏に合わせてベースを弾きながら、僕は改めてそう実感していた。

　一週間。

　練習期間はたったそれしかなかったけど、僕たちのバンドはなんとか形になることができたと思う。そして、それに貢献したのはあるみ。僕たちがやる曲はギターが結構目立つ曲だったから、ギタリストがちゃんとしていなければ話にならなかったのだ。

　だから、あるみがギターを弾けて助かった。

　でも──。

「───」

　ベースを弾きながら、僕は考える。

　どうしてコイツは、こんなにギターが弾けるようになったんだろう……。

「……ふぅ」

　曲のラストのコードを弾いてから、あるみが息を吐いた。

「それでは、少し休憩にしましょう。今のは割りと上う手まくいきましたから」

　あるみの声に頷うなずく僕とくるみ。あるみの言う通り今の演奏は上手くいったと思う。ボーカルとキーボードがいないけど、ギター、ベース、ドラムはバッチリ合ってたし。

　しかし、あるみの顔にはどこか元気がなかった。きっと僕も似たような表情をしてると思う。正直、少しだけ不安だ。

　本番まで、残り約二時間。

　こんなモチベーションのままでステージに立って大丈夫なんだろうか……。

「ねえ、あんた」

　と。

　そんなことを考えていると、くるみが話しかけてきた。

「ちょっと質問があるんだけど、いい？」

「な、何？」

　まるで探りを入れて来るかのようなくるみの視線に胸がドキドキ。それもこれも、コイツが未いまだに僕の女装に気付いてないせい。

　いっそのことカミングアウトした方がすっきりする気もするが、どうもタイミングを失ってしまって言い出せなかった。コイツのことだから僕のことをヘンタイ扱いしそうな気もするしさ。

「うーん、実は今日会ったときから気になってたんだけど……」

　ジーッと。

　くるみは僕の方を見つめながら。



「あんた、あたしと初めて会ったときより胸が大きくなってない？」



「………」

　……助けて、神様。

　同じバンドのメンバーがとんでもない質問をしてきたんですけど。

「……やっぱり。どうもおかしい気がするわ。一週間前はそこまでスタイルよくなかったもん」

「そ、そうかな？」

　くるみの言葉に僕は引きつった笑顔を浮かべるしかなかった。だって、実際に僕の胸は一週間前より大きくなってるし。

「………」

　いや、余計な誤解を生みそうだから説明するけど、こうなってしまったのはすべて姫ひめ宮みや先輩が悪い。昨日『せっかくステージに立つんですから、スタイルをよくしましょうね、サクラさん♪』とかあのお姫様は言いやがったのである。

　結果、僕は胸に詰め物をすることになった。

　……いえ、一応言っておくけどパッド入りブラジャーなんて本格的なものは着けてないですよ？　というか、姫ひめ宮みや先輩が実際にそういうものを準備してたんだけど、僕は全力で拒否した。当たり前だ。その試みはどう考えても一線を越えてしまっている。

　なので、今現在の僕は小さな発砲スチロールの塊を二つ制服の下に入れている。サラシを巻いて固定してるから、触られない限りバレないと思うけど……。

「もしかして、パッドとか入れてるの？」

「!?」

　くるみの言葉に、背筋が凍り付く。もしかして、女装がバレたのか？

　……いや、落ち着け。

　今どきの女の子はパッド入りのブラぐらいしても不思議じゃないと思う。現に、以前あるみがそういう製品が載ってる通販雑誌を熟読してるのを偶然見かけたし。その後「……見ましたね、マスター？」と目撃者（僕）を消そうとして大変だったが。

　ともかく。

　今すべきベストな対応は……。

「ま、まあね」

　とりあえず、僕はくるみの言葉に頷うなずいておいた。

　すると、くるみは「ああ、やっぱり」と頷いた。……よかった。どうやら僕の女装まではバレてなかったっぽい。これでどうにかピンチは去って……。

「じゃあ、ちょっと見せてくれない？」

「えええええええええっ!?」

「むっ。なんでそんなに驚くの？」

「だ、だって、いきなりそんなこと言われても……」

「あたし、パッドって見たことないから気になるのよ。それに女の子同士なんだから問題ないでしょ？」

　言って、くるみは僕の方に近づいてきた。

　……マズい。

　このままじゃゲリラストリップショーが始まってしまう。服を脱いだら僕が男だってバレるし、なんとか誤ご魔ま化かさないと……！

「や、やっぱりダメ」

「どうして？」

「だって、恥ずかしいし」

「恥ずかしいって……あんたそんなに過激な下着つけてるの？」

「そういう意味じゃなくて！」

「まあ、実際に見ればわかるけど」

　言って、くるみは僕のスカートに手を伸ばして……って、うわあああああなんでいきなり捲まくろうとするんだコイツは！

「あっ、どうして逃げるのよ！」

「おまえがセクハラするからだ！」

「セクハラって……女の子同士なんだからこれぐらいフツーじゃないの？」

「絶対にフツーじゃない！」

「……そう。やっぱり、あんたはフツーじゃない下着を……」

「だからその思考から離れろって！」

　もちろん、僕が穿はいてる下着は男物である。しかし、スカートの下にトランクスが見えたらコイツだってビックリするだろう。

「何よ。女同士なのにこれくらいのこともできないの？」

　ジトーッと僕を見つめるくるみ。

　まさか……僕の女装を不審に思っているんだろうか？　だからこんなマネをして正体を見破ろうとしてるとか。いや、一週間も練習してるんだし、バレていても不思議じゃない気もするが。

「……くっ」

　こうなったら、コイツの姉に助けを求めよう。

　そう思ってあるみに視線を向けたが、妹はぷいっと僕たちから目を逸そらしやがった。……いや、あるみさん？　確かに今現在の僕たちの関係は非常に気まずいですけど、こんなときくらい助けてくれてもいいんじゃないですか？

「ほら、ちょっとだけでいいから」

「！」

　そんなことを言っている間に、くるみがガッと僕の両腕を掴つかんできた。うわー、女の子のくせに振りほどけない。さすが生体アンドロイド。パワーの強さは折り紙つきである。

「……ああ」

　……終わった。

　くるみに腕を掴まれながら僕はそんなことを考えた。でも、一週間も持てばいい方じゃないか？　コイツとは毎日練習をしてたわけだし、さすがに僕の正体に疑問を持っても……。

「……ん？」

　瞬間。

　なんともタイミング良く軽快な電子メロディが響いた。

「サクラさん。ケータイが鳴ってますよ」

　言って、あるみがベースアンプの上に置いてあった僕のケータイを差し出してきた。それを見て、くるみは「……む」と小さく唸うなってから、僕の手を離す。

　……助かった。

　あと少しでマジでヘンタイ扱いされるところだったぞ。けど、こんなときに誰だれだろう？　と僕がディスプレイを見ると、そこには見慣れた名前があった。

「……もしもし？」

『あら、どうしたんですか、サクラさん。やけに疲れた声を出して』

「いえ……こっちでも色々ありましてね」

　そう、電話の向こうにいるのは姫ひめ宮みや先輩だった。

　しかし、一体何の用だろう？　今は文化祭の真っただ中。当然だが、この人だって自分のクラス企画で忙しいはずじゃ……。

『サクラさん』

　と。

　姫宮先輩はやけに楽しそうな口調で。

『ヘルプを頼みます』

「……は？」

『だから、ヘルプですわ。ちょっとだけ、わたくしたちのクラス企画を手伝いにきてくれませんか？　もちろん、女の子の恰かつ好こうのままで』

「………」

　その刹せつ那な、僕は一瞬でも『助かった』と思ってしまったことを後悔した。

　今までの経験上、このお姫様がこんなことを言い出すときは、絶対にロクなことにならない。



　文化祭ということで、校舎内の温度と熱気はかなりヒートアップしていた。

　どいつもコイツも一日しかないお祭りイベントで青春を謳おう歌かしようとやる気満々なのだ。保護色がポリシーの僕としては相性の悪いテンションである。

　そして、そんな生徒たちの燃え滾たぎったエネルギーが向けられるものの一つが、クラス企画。僕のクラスのオバケ屋敷みたいな感じで、文化祭ではそれぞれのクラスで何かしらの企画が行われている。

　まあ、お祭りといっても所しよ詮せんは高校の文化祭だし、そこまでぶっ飛んだ企画はないだろう……と僕は高を括くくっていた。

　だが、文化祭が始まってすぐ、僕は自分の考えが過ちだったと知るのだった。

「ここが姫ひめ宮みや先輩のクラスか……」

　僕は半ば茫ぼう然ぜんとした声を出した。

　時刻は午後一時半。

　姫宮先輩の電話に従って一人で部室を出た後、外から来たお客や生徒でごった返す校舎内を通り抜けてやっと姫宮先輩の教室の前まで辿たどり着いた。しかし、そこで僕の目に入ったのは……。



『メイド喫茶・動物園』



「………」

　……なんだこれ。

　目の前にある看板を見ながら僕は絶句してしまった。メイド喫茶。いや、ただのメイド喫茶ならまだしも、動物園って。

「まあ、とりあえず入ってみるか」

　嫌な予感を覚えつつも、教室の入り口へと向かう。

　そして、開いていたドアから中を覗のぞき込むと──。

「あら。お帰りなさいませ、ご主人様」



　メイド口調の女の子に話しかけられた。

　バニーガールの恰かつ好こうをした姫宮先輩だった。



「………」

　あまりのことに茫然とする僕。

「どうかしたのですか？」

　こちらのリアクションに満足したのか、姫宮先輩はクスクスと微笑ほほえみながら話しかけてきやがった。

　彼女の服装は、ウサ耳のついたヘアバンドに、ぴょこっと丸いシッポ飾りが着いたレオタード、蝶ちようネクタイがくっ付いた付け襟、手首には白いカフス。その姿はどっからどう見てもバニーガールで……って、ヤバイ。

　正直言って、似合いすぎだ。

　ここまでバニーガールが似合う高校生というのも珍しいんじゃないだろうか。あるみに『乳姫』と呼ばれるだけはある。プロポーションの破壊力だけなら世界を狙ねらえるよ。

「あの、姫宮先輩？」

　さすがにいつまでも見み惚ほれてるわけにはいかないので、僕は突如バニーガールに変へん貌ぼうした先輩に話しかけていた。

「なんでそんな恰かつ好こうを？」

「え？　もしかして、似合っていませんか？」

「いや、ものすごく似合ってますが……」

「うふふ。ありがとうございます。まあ、わたくしのクラスの企画はコスプレメイド喫茶ですからね。当然、それに合った衣装を着なくてはいけないわけです」

「そもそも企画自体が大分おかしいと思うのですが……」

　だって、どう考えてもその格好はメイドじゃないし。日本メイド連盟とかがあったら抗議が来るレベルである。

「もう、鉄てつ之の介すけさんも野や暮ぼなことを言うのですね。今日は文化祭。何事も、楽しんだ方が勝ちですわよ？」

「まあ、それはそうかもしれませんけど……」

　教室の中を見回すと、姫ひめ宮みや先輩と同じくコスプレした女生徒で溢あふれていた。オーソドックスなメイドから、ナースやシスターなど。しかも、動物園というだけあってなのか全員が犬耳やら猫耳を標準装備。

「ちなみに、カレンさんもいますよ」

「え？」

　姫宮先輩の言葉に首を傾かしげていると、背後から「そ、そうちょー……」という恥ずかしそうな声が聞こえてきた。

　反射的に振り向くと──まず目に入ったのは犬耳。

　犬耳とシッポを着けた狼かみ谷やカレンだった。

「………」

　さすがに言葉を失う僕。

　……おかしいな。カレンは僕のクラスでオバケ屋敷の仕事をしてるはずなのに。いや、それを言ったらカレンの恰好は人じん狼ろうのコスプレなのかもしれないが。

「な、なんだよ、そうちょー。そんなにジッと見るなよ……」

　こっちの視線に気付いたのか、心なしか顔を赤くするカレン。

　……うわぁ、全然怖くないぞ、この人狼。逆に可愛かわいいくらいだ。今からでも出し物を人狼喫茶にした方がいい気がした。今流は行やりの猫カフェみたいな感じで、カレンと触れ合えるシステム。やってることはキャバクラに近いが、人気は出そう。

「カ、カレン。なんでそんな恰好を？」

「うっ……これには、色々と理由があってだな」

「理由？」

「ま、まあ、細かいことは気にするな！　今日は文化祭なんだし、別にこれぐらいフツーだぞ！」

「いや、フツーって……」

「それに、そうちょーだってコスプレしてるし」

「………」

　いや、僕は好きで女装コスプレしてるわけじゃないよ？　こんな恰かつ好こうで来るように命令したこのお姫様が悪いのだ。

「そう言えば、どうして姫ひめ宮みや先輩は僕をここに呼んだんですか？」

　しかも、わざわざ女装させたままで。

　普通ならこんな命令はきっぱりと断りたかったんだが……なんていうか、下手にこの人に反抗すると後が怖いし。具体的に言うなら、サクラさん＝桜さくら鉄てつ之の介すけだということを全校生徒にバラされそうな気がする。

「うふふ。大したことじゃありませんわ」

　と。

　姫宮先輩は思わず見み惚ほれるような完かん璧ぺきな笑顔を浮かべてから。



「鉄之介さんには、ここでわたくしたちと一緒に接客をしてもらおうと思って」



    

  
    
      



    

  
    
      

　刹せつ那な、僕はうっかりブラック企業に入社してしまった社会人の心理状態を理解できた気がした。もしくは、『ドナドナ』で売られていくことになった仔こ牛うしの心境である。

「せ、接客って……！」

「実は、うちのクラスのメンバーが一人病欠してしまって。ピンチヒッターがいないとお店が回転しないんです」

「だからってなんで僕が!?」

「それは、あなたがわたくしの部活の部員だからです」

　にこやかなスマイルを浮かべる姫ひめ宮みや先輩。

　……ダメだ。

　いくらバニーガールの恰かつ好こうをしようが、この人の本性は吸血鬼だ。まさか自分の部活の部員をピンチヒッターにするとは……！

「で、でも、ちょっと待ってください。僕は男ですよ？」

「何を言うのですか、サクラさん」

「このタイミングでその名前で呼ぶのはやめてください！　……って、まさか、そのために僕に女装させてきたんですか？」

「当たり前でしょう。見ればわかると思いますが、うちのクラスの営業方針的にコスプレをするのは女子だけですから」

「まあ、それはそうでしょうけど……」

　反射的に周囲に目を向ける。

　コスプレメイド喫茶ということで、店内はすっかり喫茶店モードにチェンジしていた。

　文化祭っぽい派手な飾りつけと、机を組み合わせて作ったいくつもの大きなテーブル。

　そして、十数人いるコスプレした女の子。そして、どうやら男子は料理や裏方や宣伝担当っぽい。

「大丈夫。あなたが男の子ということは気付かれないと思いますから」

「いや、そういう問題じゃ……」

「もし気付かれてしまっても、ひょっとしたらそっちの方が気に入るお客様もいらっしゃるかもしれませんし」

「どんな趣向の持ち主ですか！　それに、カレンだって自分のクラスの宣伝をしなくちゃいけないはずで……」

「問題ありません。さきほど、あなたのクラスの代表と話をつけましたから」

「……話？」

「このコスプレ喫茶であなたたちのクラスのオバケ屋敷を宣伝するということなら、あなたとカレンさんに接客させてもいいと。言わば、一種の協力関係ですわね」

「なっ……」

　なんだそりゃ。

　いや、ぶっちゃけ姫ひめ宮みや先輩の企画は色んな面でインパクトが強いだろうし、人気も出そうだ。だから、僕たちのクラスの宣伝をしてくれるのはありがたい。

　しかし、大丈夫なんだろうか？

　自分で言うのもなんだが、僕は人見知り。もちろん、誰だれかを接客するのも初体験。だから、結構緊張しそうな……。

「不安そうな顔をしていますわね。ですが、がんばってください。これはバンドのためでもあるんですから」

「バンドのため？」

「はい。鉄てつ之の介すけさんは人前に出るのが苦手そうですからね。いざステージに立ってお客さんを前にした途端、緊張してガチガチになるなんてことも十分ありえます」

「ぐっ……まあ、それはそうですが」

「というわけで。ここで人に見られることに慣れて欲しいわけです。言わば、これはバンドを成功させるための最終訓練ですわ」

「姫宮先輩……」

　……ああ、なんてことだ。姫宮先輩がバンドを成功させることをそこまで考えてくれていたなんて。この人はこんなにも後輩のことを気遣って──。

「では、サクラさん」

　と。

　頼れる僕らの先輩は、優しいトーンで僕を呼んでから。



「とりあえず、脱いでみましょうか」



「………」

　……あの、姫宮先輩？

　いくらなんでもやりすぎじゃないですか？　接客ならまだしも、服を脱いだら完かん璧ぺきに違法風俗になってしまうぞ。一応、僕だって未成年だし。

「誤解しないでください。服を脱いで、コスチュームをチェンジしましょうということですわ」

「コ、コスチュームチェンジって……」

「恰かつ好こうはわたくしとお揃そろいのバニーちゃんでよろしいですか？」

「全然よろしくありませんつ！」

「せっかくお揃いの服が着られると思ったのに……」

「そんなペアルックは嫌すぎますから！」

　ダメだ。やっぱりダメだ。ここにいたら絶対にこのお姫様のオモチャにされる。

　バンドを上う手まくいかせるためと言えば聞こえはいいけど、姫ひめ宮みや先輩のことだから僕にイタズラして楽しみたいだけだろう。絶対に経営者に向いていない性格だ。向いているとしたら間違いなくＳＭの女王様とかそっち系である。

「もう、仕方ありませんわね。では、コスチュームチェンジはなしということで」

「ええ。そんなことするくらいならフツーに接客した方がマシです」

「うふふ。わかりました。では、あなたとカレンさんは今からわたくしたちのクラスの接客係ということで大丈夫ですね」

「はい……」

　……って、待て待て待て。何を大人しく納得してるんだ僕は。僕は女装したまま接客しなくちゃいけないんだぞ？

「あの、姫宮先輩。やっぱり僕が接客するのは……」

「ですが、今しっかり『はい』と頷うなずきましたよね？」

「ぐっ……！」

　……やられた。

　さてはこの人、わざと『コスチュームチェンジしろ』なんて無む茶ちやなお題を出しやがったな。最初にどう考えても無理な要求をした後、それが断られたら少しマシな要求をして、相手を説得しやすくする。値切りや詐欺でよく使われる手口である。

「大丈夫か、そうちょー。顔色が悪いぞ」

「……まあね。さすがに、女装したまま接客するのは初めてだから」

　心配そうにこちらの顔を覗のぞき込んできたチビオオカミに応こたえる。

　……いや、こういうときこそポジティブシンキングだ。

　姫宮先輩が言ってたバンドのためになるって言葉も一理あると思うし、女装したまま接客をするのもきっとプラスになるはずである。というか、そう考えないととてもじゃないが精神の安定を保たもてそうにない。

「では、この名札をつけてください」

　姫宮先輩が僕にネームプレートを手渡してきた。そこには『サクラ』という文字が書いてある。ぐあー、用意周到すぎる。これで今日から僕もウェイトレスである。

「姫宮先輩。接客って言っても、具体的に僕たちは何をするんです？」

「簡単ですわ。お客様が注文した飲み物を運んで、そのままお客様と簡単なゲームをしたりおしゃべりをしてもらえば」

「そこら辺はメイド喫茶と似てるんですね」

「あと、オプションとして料金さえ払えば、指名した女の子と一緒に文化祭を回ったりできますわ」

「そのシステムは完かん璧ぺきにアウトですよね!?」

　メイド喫茶っていうよりキャバクラだ。しかも、文化祭を回るって……大丈夫なのか？　女の子にそんなことをさせるのは危ないんじゃ……。

「心配ありません」

　僕の顔色を悟ったのか、姫ひめ宮みや先輩は天使のような笑顔で微笑ほほえんだ。

「万が一のために、女の子が教室の外に出る場合は護身用の道具を持たせますから」

「道具って……防犯ブザーとかですか？」

「いいえ。小型のスタンガンです」

「………」

　どうしよう。女の子の心配より客の心配をした方がいい気がしてきた。うっかり手を出そうものなら正当防衛という名のもとに裁きの雷いかずちが下るわけである。

「まあ、心配ありませんわ。さすがにそこまで厄介なお客様が来るとは思えませんし」

　うふふっと微笑む姫宮先輩。

　まあ、それもそうか。高校の文化祭だけあって、見回りの教師も結構出歩いている。だから、何かあったらそっちに助けを求めればいいだけだ。

　そう、ここは高校で、僕たちは生徒。

　教育者という名の大人に守られているわけで──。



「あらあら。面白そうなことをやっているのね」



　瞬間、教室の空気を揺らす凜とした声。

　思わず目を向けると、そこにいたのは艶つややかな黒髪に大人びた表情、そしてトレードマークの白衣を着こんだ教師。

　黒くろ医い猫ねこ子こ。

　我らがロボ研の顧問にして、春原すのはら高校の保健教諭であった。

　そして、黒医先生はコスプレした僕たちを見ながら──一言。

「せっかくだから、ちょっと遊んでいこうかしら。メイド喫茶ということは、先生にも色々サービスしてくれるんでしょう？」

「………」

　……認識を改めよう。

　教師おとなと言っても、生徒こどもの味方ばっかりじゃないらしい。

　僕はそんな言葉を胸に刻みながら、初めて接客する人間が黒医先生であることを呪のろった。



　黒くろ医い猫ねこ子こ。

　言わずもがな、僕たちロボ研の顧問で、春原すのはら高校の保健教諭。

　しかし、その実態はサーカスインダストリアルの元社員であり、人間観察をするのが趣味という変わり者なのだ。

　黒医先生のタチの悪いところは、その本性を巧みに隠していることだ。

『生徒に好かれる先生としての高校デビュー』

　教師のくせにそんなものを目指しているこの人は校内では物の見事に『いい先生』を演じている。聞いた話だと、女子からは『頼りがいのあるお姉さん』、男子からは『保健室にいる天使』みたいな感じで崇あがめられているとか。

　しかし、前述の通りその態度は演技。生徒と言う名の実験動物マウスを観察するために、文字通り猫を被っているサディスティックティーチャー。

　だから、なるべく関かかわり合いたくなかったんだけど……。

「ど、どうぞ、コーヒーになります」

「うふふ。ありがとう」

　注文されたコーヒーをテーブルに置くと、席に座った黒医先生が笑顔でお礼を言ってきた。

　……最悪だ。初めてなんだからもうちょっとソフトな人がよかった。野球初心者が百五十キロの速球をホームランにしろと言われたのに近い。要するに絶望的な状況である。

「じゃあ、そこに座って。せっかくなんだからみんなでゲームをしましょう？」

「はい……」

　暗い気分のまま、僕は席に座る。

　四人掛けのテーブルにはすでに姫ひめ宮みや先輩とカレンがいるので、客一人に店員三人というＶＩＰ待遇である。

「……どうしてわたくしまで黒医先生の接客を……」

「いいじゃない。それに、先生はこの店ではＶＩＰなんでしょう？　なにせ、こんな過激な企画の運営を他の先生方に納得させたのは先生なんだし」

　にっこりと笑う黒猫保健医。

　……そういうことか。

　こんな過激すぎる企画が通った裏には、監督する教師サイドに協力者がいたからだったのか。まあ、黒医先生は姫宮先輩の従姉いとこだし、自然と取引する流れになったんだろう。

「けど、まさか直接教室に来るとは思っていませんでしたわ。最近は忙しいって聞いていましたから」

「そうね。元就職先から色々と仕事を頼まれちゃって。近ちか頃ごろは部活にもあまり顔を出せなかったけど……まあ、今日ぐらいは楽しまなくちゃ」

　にこやかに微笑ほほえむ黒くろ医い先生。

　そう、この一ヵ月間、黒医先生は僕たちの部活にも全然顔を出さなかった。それは今の言葉通り元就職先──つまり、サーカスインダストリアルの仕事をやってたかららしいんだけど、何か問題でも起きたんだろうか？

「そう言えば、今日は鈴すず音ねさんもいらっしゃるそうですが……」

「ああ、鈴音はまだ来てないわ。たぶん、姫ひめ乃のちゃんたちのバンドの時間ギリギリに来ると思う」

　あの子もあれで結構忙しいから、と黒医先生はため息をついた。

　──そうだ。

　僕が女装をしてバンドをすることになったのは、すべて姉さんと直接会うため。

　サーカスインダストリアル。

　Ｅプロジェクト。

　そして、桜さくらあるみ。

　その三つについての詳しい話を聞くためである。いや、一週間前の風ふ呂ろ場ばであるみからも話を聞いたんだけど──どうしてだろう。



　なぜか──僕は、あれがすべてだとは思うことができなかった。



　確証なんてない。

　強いて言うなら、兄妹の勘なんだが──あるみが語った以上のことを、姉さんは隠してる気がする。

　だから、僕は姉さんに直接会わなくちゃいけないんだ。

　Ｅプロジェクトのリーダーである、桜鈴音に──。

「───」

　──いや。

　事情を聞くなら、この際黒医先生でも良いのか？　この人はサーカスインダストリアルの元社員にして、姉さんの同僚。そして、Ｅプロジェクトにも関かかわっていたらしい。

　だったら、僕が気になっている事情を知っているはずなんだ。

「──ところで」

　と。

　こっちの思考を遮るように、黒医先生は好奇心いっぱいの野良猫みたいな視線を向けてきた。

　そして、微笑ほほえみながら、一言。

「あなたは誰だれかしら？」

「………」

　……そうだった。

　今の僕は女装スタイル。つまりは、桜さくら鉄てつ之の介すけじゃなくサクラさんである。当然、この一週間部活に来ていなかった黒くろ医い先生はそのことを知らないわけだ。

「こ、この方はわたくしの友人ですわ」

「へえー、そうなの。ちなみに、名前は？」

「サ、サクラさんです」

「ふうん。そうなの。なんだかどこかで聞いたような名前ね」

　ジーッと観察でもするように僕を見る黒医先生。

　……まさか、もう僕の女装がバレたんだろうか？　無理もない。名前がサクラって時点でかなりバレバレだし。くるみはまだ気付いてないようだけど、それは単にあいつが鈍いだけだろう。

　この人なら、この程度の変装はすぐに見破って……。

「よろしくね、サクラさん。私の名前は黒医猫ねこ子こ。これから仲良くしてくれると嬉うれしいわ」

「……え？」

　しかし。

　まるで初対面の人間にでもするように、黒医先生は挨あい拶さつをしてきた。

　……なんだ。

　どうやらこの人にも僕の正体はバレてないらしい。

　でも、よかった。

　一人の客に店員が三人なんてことをやっているせいか、教室内の視線がこのテーブルに集まりつつある。ここで僕が女装した男の子なんてことをバラされたら自爆テロなみの騒ぎになるぞ。当然この場合爆発するのは僕だ。

　だから、この人が気付いてないのなら……。

「じゃあ、これから一緒に文化祭を楽しみましょう」

「楽しむ？」

　素直に聞き返す僕。

　すると、黒医先生はにこやかに微笑み返してから。



「例えば、脱衣麻雀まーじやんとか」



「………」

　……ヤバイ。

　気付いてやがる。

　絶対に僕の正体に気付いてるぞ、この人。それでいてあえてからかう気満々である。じゃなかったら脱衣麻雀まーじやんなんて言い出すわけがない。ていうか、仮にも教育者が生徒に麻雀やろうとか言うなよな。

「……黒くろ医い先生。さすがにそれは無理ですわ」

「そうなの？　でも、ここではゲームができるって……」

「もうちょっとハードルを下げてください」

　店員として厄介なお客様に対応する姫ひめ宮みや先輩。

　おおっ、さすがは我らが部長。こういうときは頼りになるぞ。格好がバニーガールだから全然威圧感がないけどさ。

　だが、姫宮先輩のおかげでピンチは回避された。

　後は黒医先生が大人しく引き下がってくれれば──。

「──なるほど。じゃあ、ハードルを下げればいいのね？」

　だが、姫宮先輩の対応に、黒医先生は「待っていました」と言わんばかりに微笑ほほえんでいた。

　……いかん。

　このパターンは、さっき姫宮先輩が僕に使った方法と同じ手口じゃないだろうか？　最初にわざと無む茶ちやな要求をしておいて、次の要求を通りやすくするというテクニック。つまり、次こそが黒医先生の本当の要求なわけである。

「………っ」

　僕と同じように黒医先生の意図を感じ取ったのか、姫宮先輩が青ざめていた。カレンも同じようで冷や汗を浮かべながら沈黙。二人とも猟師の罠わなにかけられた小動物みたい。オオカミとウサギのコスプレもしてるしね。

「うふふ。心配しないで。そこまで過激なことはしないから」

　緊張する店員たちを尻しり目めに、黒医先生は白衣の胸ポケットから小さな四角い箱を出した。

　あれは……もしかしてタバコかな？

「せんせー。カレンたちは未成年だから、タバコを吸うのは……」

「大丈夫よ、カレンちゃん。これはお菓子だから。いわゆる、シガレットチョコ。もしよかったら……食べる？」

「え!?　いいの!?」

　黒医先生が差し出したタバコ型のチョコを受け取ってテンションを上げるカレン。そのままカリカリとチョコレートを小動物チックな仕草でほおばる。

　うわー、犬耳なんてアイテムを身に着けてるせいか……普段より可愛かわいく見えるな。不良を目指しているカレンだけど、はっきり言ってタバコよりチョコの方が似合ってる……って、今はそんなことを考えてる場合じゃない。

　カレンに食べさせるためだけに黒くろ医い先生がこんなものを出したとは思えない。

　きっと、何か理由が……。

「じゃあ、今からするゲームの内容を説明するわ」

　ちょこっと。

　黒医先生は、まるで本物のタバコを咥くわえるみたいにチョコを桃色の口唇で挟んだ。

「………っ」

　……どうしよう。

　黒医先生の仕草で、なんとなくゲームの内容に見当が付いてしまった。

　シガレットチョコというお菓子の形状。そして、黒医先生の性格。人間観察が趣味なこの人は、生ぼ徒くたちの色んな表情を最前列の特等席で観察するのが大好き。

　なので、おそらく僕たちが今からするゲームは……。



「簡単に言えば、ポッキーゲームみたいなものよ」



　チョコを口唇に挟んだままで、黒医先生は言いやがった。

　それを聞いて、姫ひめ宮みや先輩は「なっ……！」と絶句。そして、僕たちの動向を窺っていた観客たちも「えええええっ!?」とざわめく。え？　僕？　当然ショックで声すら出せませんよ。

「えーっと、せんせー。ポッキーゲームって言うのはどんなゲームなんだ？」

「あら？　知らないの、カレンちゃん。そうね。じゃあ、実演するのが早いかしら」

「……実演？」

　訊きき返すカレンに、黒医先生は自分の口唇で挟んでいたシガレットチョコを指で掴つかんで差し出した。

「はい。あーん♪」

「？　あ、あーん」

　黒医先生の言葉に従って、差し出されたチョコを咥えるカレン。

　……なんだろう。

　カレンが犬耳＆シッポなんてものを着けてるせいでどう見てもその光景は餌え付づけにしか見えなかったんだけど……今のカレンはこれから自分がどうなるかまるでわかっていない哀れな子犬ちゃんである。

「カレンちゃん。そのままチョコを口唇で咥えててね」

「え？　別にいいけど……ふももっ!?」

　瞬間、可愛かわいらしい悲鳴を上げるカレン。

　無理もない。なにせ、いきなり黒くろ医い先生がカレンの咥くわえたチョコの先っちょに口唇を付けたのだ。そのまま、カリカリと音を立ててチョコを齧かじっていく。

「せ、せんせー、こここここれは……っ！」

「落ち着いて、カレンちゃん。これがポッキーゲームのルールなの。互いに咥えたお菓子を齧っていって、途中で耐えられなくなってギブアップした方が負けっていうゲーム。いわゆるチキンレースみたいなものね」

　チョコを齧りながら説明する黒医先生。

　そう、それがポッキーゲームのルール。合コンなんかでやれば結構盛り上がるんじゃないかと思うが……この場合は結構スリルがある。

　だって、シガレットチョコは元々の長さがかなり短い。

　だからこれじゃすぐ勝負がつくか、必然的にキスしてしまうことになるんじゃ……！

「ちなみに、逃げちゃダメよ？」

「!?」

　反射的に後ろに逃げようとしたカレンの首に、黒医先生はぎゅっと抱きついてロックしやがった。そのまま、楽しそうにチョコを齧っていく。

　……恐ろしい。あんなことをされたら確実に血圧が上昇するぞ。カレンは人見知りだから余計に大変なことになっていそうだ。

「………」

　けど、なんだろう。

　カレンと黒医先生。

　二人の可愛い女の子がこんなことをしてるのは、どこか背徳的な雰囲気が漂っていて目を逸そらせない気がする。

　その証拠に、ここに来て教室内の喧けん騒そうも最高潮に。

「きゃー、生徒と先生の禁断の愛！」「いやー、猫ねこ子こお姉さまの口唇がー！」「カメラだ！　今すぐ写真部からカメラを借りて来い！」と政治デモばりの盛り上がりである。

　そして……。

「んっ♪」

「………っ!?」

　バッと。

　黒医先生の口唇が自分の口唇に触れる寸前で、カレンは拘束を振りほどいて離脱した。

　……勝った。

　攻略される寸前で見事チビオオカミは黒猫から逃げ勝った。いや、ゲームには負けてるから、試合に負けて勝負に勝ったって感じだが。

「ふふ。今回はカレンちゃんの負けね」

「まっ……負けでいいよ……。なんだか、すごく緊張した……」

「残念。もう少しだったのに」

「もう少しって何が!?」

　生徒の叫びに「うふふ」と微笑ほほえむ黒猫保健医。

　その笑顔を見て、カレンはフルマラソンを走りきったランナーのように放心状態。どうやら精神的疲労で動けないっぽい。

「けど、まあまあ楽しめたわ。やっぱり、文化祭なんだし、こういうイベントも必要よね」

　と、黒くろ医い先生は好奇心で輝く目をこっちに向けてから。

「今度はあなたと姫ひめ乃のちゃんの番」

『なっ……！』

　綺き麗れいにコーラスして驚く僕たち。

　当たり前だ。だって、いくらなんでも僕が姫ひめ宮みや先輩とこんなことをするのは問題がある気がする。なにせ、僕は紛まぎれもなく男の子だし……。

「どうしたの？　そんなに恥ずかしそうにして」

「だ、だって……」

「女の子同士ならこれくらいはフツーじゃないかしら。サクラさん」

「ぐっ……！」

　……最悪だ。

　この人、気付いてるくせにまだ僕のことを女の子扱いする気なのか？　確かに女の子同士ならポッキーゲームぐらいしても問題ないかもしれない。うっかり口唇が触れ合ってもちょっとした事故みたいなもんだ。

　でも……。

「っ」

　僕の隣で完熟リンゴよろしく真っ赤になるバニー姫宮。

　無理もない。この人は僕のことを男の子だって知ってる。だから、こんな羞しゆう恥ちプレイができるわけが……。

「あら、おかしいわね、姫乃ちゃん。どうしてそんなに真っ赤になってるの？」

「わ、わたくしは真っ赤になってなど……！」

「でも、現に顔が赤くなって……あっ、もしかして、今までみんなには隠してたけど、姫乃ちゃんにはそういう趣味があったりして。だから、サクラさんとゲームをするのが恥ずかしいんじゃ……」

「なっ」

　思わぬ爆弾発言に立ち上がる姫宮先輩。

『完かん璧ぺきな優等生としての高校デビュー』。

　姫ひめ宮みや先輩は高校一年生のときそれを成功させた。そして、今は必死にそのイメージを維持している状態である。そう、自分の本性を隠してまで。

　だから、こんな百ゆ合り疑惑をかけられたらたまったもんじゃないはずだ。

「訂正してください猫ねこ子こさん！　わたくしにそのような趣味はありませんわっ！」

「じゃあ、どうしてできないの？」

「そ、それは……」

「あ。わかった。そういう趣味があるって言うより、サクラちゃん個人のことが好きなのね？」

「っ!?」

　そ、そそそそそんなわけないでしょう！　と叫んでから、姫宮先輩は再び椅い子すに座って……あれ？

「あ、あの、姫宮先輩？」

　どうしてそこで、僕のことをジーっと見つめてくるんでしょうか？

　沈黙。

　張り詰めたような沈黙が教室を覆う中──。

「──猫子さん。チョコをください」

「!?」

　……正気か、この人。

　まさか、自分にかけられた疑いを晴らすために僕とポッキーゲームをするつもりなんじゃ……！

「ちょ、本気ですか姫宮せ──」

　そこまで喋しやべったところで、僕は「ふもっ!?」と口を塞ふさがれてしまった。

「あんまり喋らない方がいいですわよ、サクラさん。さっき、『今日はちょっと風邪気味だ』って言ってたじゃありませんか」

　笑顔で僕の口唇にシガレットチョコを突っ込むヴァンプ姫宮。

　……こ、この吸血鬼め。

　あんまり声を出したら僕の女装がバレるかもしれないと思って強引に口を塞ぎやがったな。まあ、それは助かるけどさ。僕だってこんな公衆のど真ん中で女装してることを暴露されたくないし。

　だが……。

「じゃ、じゃあ……い、いきますわよ？」

　ひどく緊張した様子で、姫宮先輩が僕が咥くわえたシガレットチョコを口唇で挟んだ。

　それだけで、他のテーブルから「おおおおおおおっ！」と歓声が上がる。普段は優等生を演じてる姫ひめ宮みや先輩がこんなことをしてるんだから無理もないかもしれない。アン×ニオ猪木が入場したプロレス会場より盛り上がってやがる。

「……んっ」

「！」

　カリカリと。

　小さな音を立てて姫宮先輩がチョコを齧かじる。しかし、そのスピードは凄すさまじく遅い。戦場で匍ほ匐ふく前進する兵士だってもうちょっと速いと思う。

　どうやら、よっぽど緊張しているらしい。

　普段は高飛車でわがままなお姫様なせいか、こういうゲームはやり慣れてないんだろう。まあ、このゲームをやり慣れてるヤツもそこまでいないと思うが。もちろん、僕だってそう。心臓がバクバクして破裂しそうですよ。

「くっ……」

　いや、落ち着け。

　こういうときこそ冷静になるんだ。

　今の状況は、姫宮先輩が少しずつチョコを齧っている状態。とりあえずこの状態を維持しよう。お互いが齧っていったらうっかり衝突事故が起きるかもしれないし。

　それだけはマズい。

　姫宮先輩が口唇を奪われて半狂乱になるとは思えないけど、この人の怒りのベクトルが黒くろ医い先生に向くとは思えない。というより、向けられない。今までの経験上、この二人にはそれほどまでの実力差があるのだ。

　なので、この場合憤った感情がぶつけられるのは僕。きっと中世ヨーロッパの魔女裁判よろしく姫宮判事の理不尽な判決が下されることだろう。

　だから、なんとかこのまま無事にゲームを終わらせれば……。

「もう、逃げようとしちゃダメよ、サクラさん」

　瞬間、横から口を挟む黒医先生。

　もしかしたら、反射的に僕は身体を後ろに引いていたのかもしれない。それを一瞬で見破られてしまった。

「姫ひめ乃のちゃん」

　そして。

　僕たちの顧問は、恐ろしいオーダーを告げる。

「サクラさんの首に抱きついて」

「なっ……!?」

　突然の宣告に驚いたのか、姫宮先輩が今までよりも強くチョコを齧った。うわああああ危ない。今のでかなり僕との距離が縮まってしまった。

「ど、どうしてわたくしがそのようなことを……！」

「簡単じゃない。さっき先生がカレンちゃんにやったような感じでよ」

「で、ですが……」

「あら。やっぱりそんなリアクションをするってことは、姫ひめ乃のちゃんはサクラさんのことが──」

「わかりました！　抱き着けばいいんでしょう!?」

　半ばヤケクソぎみに姫ひめ宮みや先輩は叫んだ。

　そして、緊張で震える腕を僕の首に回して……やばい。近い。それに何か当たっちゃってる。具体的に言うなら姫宮先輩のお胸が僕の身体にふにょんっと当たって……うわああああもはやポッキーゲームじゃないぞこれ。

「サクラさん。逃げないでください」

「は、はい」

　逃げたらまた黒くろ医い先生にちょっかいを出されると思ったのか、姫宮先輩はそんな命令をしてきた。

　そのまま彼女は、チョコをカリカリ。

　たぶん、このままギリギリまでチョコを齧かじった後で、自分の勝利を宣言するつもりなんだろう。まあ、それしか勝つ方法はなさそうだしな。

　だけど……。

「んぅ……」

　目と鼻の先にあるのは、真剣な表情でチョコを齧る姫宮先輩。

　緊張のせいか微かすかに潤んでしまった瞳ひとみ、羞しゆう恥ち心しんで赤く染まった頬ほお、そして距離が近すぎるせいでフルーティーなシャンプーの香りまで漂ってくる。

　しかも、今の姫宮先輩の恰かつ好こうはバニーガールである。

　……どう考えてもおかしい。

　今日は高校の文化祭だったはずなのに。なんでこんなキャバクラみたいなサービスを受けてるんだ僕は。というか、ポッキーゲームなんかよりも、姫宮先輩が近くにいることの方にドキドキしてしまって……。

「……んっ」

　そして。

　もう少しで口唇が触れ合うというところまで行ったところで、姫宮先輩がさらにチョコを齧ろうとして──。



「──あんたたち、何やってんの？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「………っ!?」

　聞きなれた声が響いて、僕と姫ひめ宮みや先輩は反射的に身体を離した。

　目を向けると、入り口に立っていたのはポニーテールが似合う細身のシルエット。

　桜さくらくるみ。

　桜あるみの妹にして、もう一人の生体アンドロイドであった。

「あら、くるみ。どうしてここに？」

「別に。バンドの練習が一段落したから校舎を回ってたの。それに、ここにはちょっとした用があったしね」

　黒くろ医い先生の質問にぶっきらぼうに答えるくるみ。

　そういや、コイツってまだ黒医先生の家に居候してるんだよな。なんでも、生体アンドロイドの身体を使いこなす訓練がまだ終わっていないとか。メンテナンスとかも色々大変らしい。

　まあ、それもそうかもしれない。あるみは人間の身体をベースにして作られたけど、くるみは純粋な生体アンドロイドだしな。

「くるみん。用事ってなんなんだ？」

　ポッキーゲームのショックから回復したのか、カレンが訊たずねた。

「うん。ちょっと……人を探してて」

　そこで、くるみは僕の方に目線を向けてきた。

　もしかして……コイツが探してたのは僕なんだろうか？　まさかさっきの部室でのセクハラの続きをするつもりじゃないだろうな。

「ねぇ、姫ひめ乃の」

　そして。

　くるみはどこか緊張した声で姫ひめ宮みや先輩に話しかけた。

「外にいる客引きに聞いたんだけど、料金を上乗せすれば店員と文化祭を回れるってホント？」

「えっ……は、はい。一応そういうシステムにはなってますが……」

　突然の質問に驚きながらも、返答する姫宮先輩。

　くるみは「そう……」と小さな声で言ってから。



「じゃあ、ちょっとコイツを貸して」



　そんなセリフを言って、僕の手首をぎゅっと掴つかんだ。

「………」

　……いや。

　ちょっと待て。

　くるみが言ったセリフ。

　それが意味することは──。

「──そうよ」

　いきなりのことに言葉を失う僕たちに、くるみは、はっきりと言葉を紡いだ。

　どこか、覚悟を決めたような口調で──。

「あたしとコイツを──デートさせて」



    

  
    
      


第５話　アンダースカイ





　余談だが、文化祭といっても校内すべてが盛り上がってるわけではない。フツーの生徒が立ち入れない、いわゆるエアポケットみたいなところもあるってわけ。

　例えば、屋上。

　僕たち春原すのはら高校の屋上は普段から生徒は立ち入り禁止になっている。以前こっそりここでタバコを吸おうとした生徒がいたとかなんとかで、僕が入学する前からすでに入れなかったのだ。

　なので、僕は入学してから今まで屋上に来たことがなかった。

　なかったのだが……。

「へえー、なかなかいい景色ね」

　青空の下。

　屋上をテクテク歩きながら、くるみは「んーっ」と日向ひなたぼっこが終わった猫みたいに背筋を伸ばしていた。さっきも言った通り、生徒は立ち入り禁止。

　当然屋上のドアには鍵かぎがかかっていたのだが……恐ろしいことに、くるみは強引にドアノブを回して鍵を壊しやがったのだ。窃盗団だってあそこまでアグレッシブなテクニックは使用しないぞ。

「大丈夫。後で猫ねこ子こにフォローをさせておくから」

「フォローって……」

「もう、そんなに不満そうな顔しないでよね。仕方ないでしょ。あんたと二人きりになれる場所って言ったら……ここくらいしか思いつかなかったんだから」

　くるみは、どこか緊張した声で告げた。

　コイツの言う通り、ここまで来たのは僕と二人きりになりたかったからなんだろう。いや、姫ひめ宮みや先輩の教室で「デートさせて」なんて言いやがってせいで大騒ぎにはなったけどさ。姫宮先輩やカレン、おまけに黒くろ医い先生までポカーンとしてたし。

　そして、呆ぼう然ぜんとするギャラリーを振り切るように、くるみは半ば強引に僕をここまで連れてきたわけである。

　時刻は二時。

　僕たちのバンド演奏まであと少し──。

「──でも、最初はビックリしたわよね」

　くるみは。

　僕に背を向けながらしゃべり始めた。

「お姉さまって、結構ギターが弾けるのね」

「……それはおまえも一緒だろ」

　思い出すのは、さっきの練習。くるみも、あるみと同じようにちゃんと楽器を演奏できてたと思う。

「あたしは良いのよ。だって──あたしは特別だもん」

「特別……」

　その言葉の意味を僕は十分理解していた。

　生体アンドロイド。

　くるみがドラムをあっという間に叩たたけるようになったのは、言わば生体アンドロイドだからこそだ。たぶん、そういうプログラムをインストールしたんだろう。まあ、ドラム演奏のプログラムなんてものを造ってた姉さんも相当の変わり者だよね。

「そう、あたしは特別。だからドラムを叩けても不思議じゃない。けど──」



　お姉さまは、違うわ。



　はっきりとした口調で、くるみは断言した。

「お姉さまが楽器を弾けるのは……あたしと違って、努力の結果よ」

「………」

　くるみの言葉に、僕は黙るしかなかった。

　コイツの言う通り、あるみはギターを弾くことに慣れていた。高校生のレベルを考えたら十分に上う手まかったと思う。その証拠に、僕やカレンなんて音楽経験の少ないヤツがいても、一応バンドが成り立って……。

「……ん？」

　いや、ちょっと待て。

『お姉さまが楽器を弾けるのは……あたしと違って努力の結果よ』

　たった今、くるみはそう言った。

　どうして、そんなにはっきりと断言できるんだ？

「───」

　まさか。

　くるみは、あるみの過去を何か知っているんだろうか？

　僕の知らない、何かを──。

「──ねぇ」

　唐突に、僕の方に振り向いてから、くるみは言葉を紡いだ。



「あんたにちょっと相談があるんだけど──いいかな？」



「………」

　相談。

　それはもちろん──『桜さくら鉄てつ之の介すけ』に対してじゃなくて、『サクラさん』への相談なんだろう。当たり前だ。だって、コイツは僕の正体に気付いていないはずなんだから。

　けど──この映像は少し既視感がある。

　一週間前、あるみにもちょうど同じ言葉を言われたっけ。あるみとくるみが姉妹のせいか、どうもあのときと似たような雰囲気を感じる。

「……わかった」

　くるみの真剣な空気に押されるように、僕は頷うなずいていた。

　そして、くるみは「……ありがと」と小さな声でお礼を言って、一度だけふぅっとため息を吐いてから、口を開く。

「知っての通り、あたしにはお姉さまがいるわ。でも──あたしとお姉さまは血が繋つながってないの」

「………っ。くるみ。それは……」

　そう、確かにくるみとあるみは血が繋がっていない。

　なぜなら二人は生体アンドロイドなんだから。

　でも、それは簡単に部外者に──今の僕に話していいことじゃ……。

「気にしないで。あんたになら話してもいいと思うから。そう、あたしとお姉様は血の繋がった姉妹じゃない。簡単に言うなら、姉妹機。人間っぽい姿をしてるけど、あたしは人間そっくりに造られた機械──生体アンドロイドなの」

「………」

　どうリアクションをしたらいいかわからなかったから、僕は黙っていた。

　沈黙を打ち消すように、くるみは喋しやべり続ける。

「だから、あたしはお姉さまのことが好き。お姉さまがいなかったらあたしは生まれていなかったようなものだしね。──でも、最近のお姉さまは元気がないのよ」

「………」

「その理由はなんとなくわかってる。お姉さまには兄弟がいて……きっと、あたしがお姉さまを好きなように、お姉さまもそいつのことを慕ってるんだと思う。だけど、最近のあの二人はおかしいわ。夏休みにプールに行ったときは、結構仲が良さそうだったのに」

「………」

　確かにそうだ。

　夏休み。

　僕とあるみとくるみの三人はプールに行った。その結末は僕が頭痛で具合を悪くして途中で帰るなんてものだったけど、それまでは結構楽しく遊んでたと思う。

　だから──すべてが一変してしまったのはあの日からだ。

　八月十七日。

　僕とくるみが、旅に出た日。

　僕が自分の故郷に帰って、すべてを思い出した日──。

「情けないけど……あたしには、二人の距離がどうして遠ざかったのかわからなかったわ。大体の見当は付いていたのよ？　あの二人が遠ざかってしまったのは──八月十七日。あたしとあの引きこもりが旅行に行った日からだもん」

「………」

「あのとき、引きこもりは体調を崩して倒れた。そして、あいつを心配したお姉さまがわざわざ病院まで来てくれた。けれど──何かがおかしくなったのはそこから。あたしがいない間に、二人に何かがあったんだと思う」

　くるみは、真剣な口調で言った。

　そう──くるみの推測は当たっている。

　病室。

　あのとき僕はすべてを思い出して、妹あるみと本当の意味で向き合えた。

　僕たち兄妹は、やっと再会できたんだ。

　なのに──。



『これからも……ずっと──私のおにぃちゃんでいてくれますか？』



　僕は、あるみが言ったその言葉に応こたえることができなかった。

　罪悪感。

　そんなものに追い詰められてしまったんだ。

　妹を助けられなかった自分に負い目を感じてしまっていたんだろう。だから、僕なんかがコイツの兄妹でいていいのかと思ってしまったんだ。

　僕だって、そんなネガティブな気持ちをいつまでも引きずっているのは嫌だった。

　だから──あのとき。

　一週間前、あるみと二人きりになったとき、僕は罪悪感を乗り越えようとした。

　そして、その結果が──今の現状だ。

　僕たちの距離は、さらに遠くなってしまった。

　けど──。

「───っ」

　──わかってる。

　このままじゃダメなんだ。

　だけど、情けないことに僕にはどうしたらいいかがまるでわからなかった。まるでゴールのない砂漠をずっと歩き回っている感覚。もしくは、底なし沼で沈まないように必死に足あ掻がいている気分だ。

　だから──僕は今日に賭かけた。

　桜さくら鈴すず音ね。

　今日は文化祭。

　姉さんが僕たちのバンドを見るために高校にやってくる日。

　あの人は──何を知っている気がする。この頭痛の正体を。あのときあるみが語ったことよりさらに深い──真実を。

　それを知ることができれば、僕は──。

「──だからね」

　と。

　くるみは、まるで僕の思考を遮るように言ってから。



「あたしなりに──色々調べてみたのよ」



「……え？」

　彼女の言葉に、僕はきょとんとするしかなかった。

　……調べてみた？

　それは、どういう意味なんだ？

「簡潔に言うわね」

　ふうっと。

　くるみは息を吐いてから。

「昨晩、猫ねこ子この部屋に忍び込んだの。で、あいつのパソコンの中身を──Ｅプロジェクトのデータを覗いちゃった」

「なっ……！」

　あまりのことに、声すら出ない。

　確かに、黒くろ医い先生のパソコンには僕の知りたい情報があるかもしれない。

　サーカスインダストリアル。

　Ｅプロジェクト。

　そして、桜あるみについてのことが──。

「───」

　いや。

　それよりも、今くるみは簡単にＥプロジェクトのことを話した。

　今の僕は、桜さくら鉄てつ之の介すけじゃないのに。

　………。

　もしかしたら、コイツは──。

「まあ、実際はパソコンからデータを抜き出して、あたしの頭の中で解析してるんだけどね」

　考える僕を尻しり目めにくるみは言った。

　頭の中で解析って……そんなことが可能なんだろうか？　──いや、たぶんコイツの言葉に嘘うそはないんだろう。

　桜くるみ。

　その正体は、純粋な生体アンドロイド。

　だったらそれぐらいのことをやってみせても不思議じゃない……！

「でも──これがガードが固くてさ。よっぽど大事なデータみたいで、パソコンから抜き出すだけでも大変だった。データ自体のセキュリティがすごくて、まだ六割ぐらいしか解析できてないけど──大体のことはわかったと思う」

「だ、大体って……」

　まるでオウムみたいに聞き返す。

　すると、くるみはキッと強い視線で僕を見つめてから。



「もちろん、お姉さまが生体アンドロイドになった経緯よ」



「………っ」

　ドクンッと。

　心臓が大きく脈打った。

　……落ち着け。

　つまり、コイツは知ってるんだ。

　桜あるみが生体アンドロイドになった理由。

　あの夏祭りの事故のことも、全部──。

「あんたがどこまで知ってるかわからないから──あたしが知ってることを話すわ」

　桜くるみは、言葉を紡ぎ続ける。

「お姉さまは数年前に事故に巻き込まれて、重傷を負ってしまった。その事故の生存者はたったの二人。お姉さまと、あの引きこもり。でも、引きこもりは事故のショックでお姉さまに関する記憶をすべて忘れてしまっていた。だから、これは──あいつの知らないこと」

「……知らないこと？」

「ええ。事故の後──お姉さまは当時サーカスインダストリアルが進めていたＥプロジェクトによって一命を取り留めた。機械化義肢、人工臓器、脳介機装置を使って人間を生体アンドロイドにする技術で、お姉さまは新しい身体を手に入れた。そして……」

　まるで零こぼれかけた嗚お咽えつを止めるように、くるみは黙った。

　……当たり前だ。

　自分が姉のように慕っている人間の辛つらい過去を語っているんだ。

　辛くならないわけがない。

「……教えてあげる」

　しかし。

　くるみは、僕を見つめたままで言った。

　あるみすら黙っていた、Ｅプロジェクトの軌跡を。

「お姉さまは事故から生還した。そして、生体アンドロイドとしての身体を手に入れた。だけど──そこからが、お姉さまにとって本当に辛い時間だったのよ」

「………っ」

　辛い時間。

　それは、どういう意味だ……？

「よく考えれば、当たり前の話よね。サーカスインダストリアルが行ったＥプロジェクト。お姉さまが事故に遭った時点で、それはまだ未完成だった。だから──ある意味、お姉さまは実験体だったの」

「……実験体？」

「そう。機械化義肢、人工臓器、脳介機装置……人間を生体アンドロイドにするための技術。そのすべてが上う手まくいくかどうか試す実験。猫ねこ子このパソコンに入ってたデータには事細かに記録されてたわ。お姉さまの、リハビリ記録が」

「………」

　リハビリ。

　それはたぶん、生体アンドロイドの身体に慣れるための訓練だろう。

　実験。

　その言葉が表すように、Ｅプロジェクトはまだ未完成だった。

　だから、あるみは必然的にその実験体になってしまった。

　けど……。

「……なんだよ、それ」

　口唇を噛かみしめすぎたせいか、舌の上で鉄の味が広がった。

　リハビリって言い方は聞こえはいいが、やってることはほとんど人体実験じゃないか。

　いや──わかってるんだ。

　あるみは、そうしなくちゃ助からなかった。Ｅプロジェクトのメンバー……父さんや母さんの同僚の人たち、そして姉さんだって、あるみを実験体になんかしたくはなかったと思う。

　しかし、そうしなければあるみは生き残れなかった。

　そして──僕に会うことも、できなかったんだ。

「事故にあったとき、お姉さまはまだ幼い女の子だった。そんな女の子がいきなり身体のあちこちを機械にされて……ちゃんと日常生活を送れるようにする訓練をしなくちゃいけなかった」

「………」

「訓練自体も簡単じゃなかったらしいわ。お姉さまはあたしみたいに純粋な生体アンドロイドじゃない。だから……機械の身体が生身の身体に同調するまで、辛つらかったと思う。肉体的にも……精神的にもね」

「………」

「猫ねこ子この記録によると、指先一つ動かすのにすら何か月もかかったそうよ。手足を動かしてちゃんと歩けるようになるまでは、それこそ何年もの時間がかかった。それでも……お姉さまは今までの生活を取り戻したくて、必死に辛いリハビリをこなしていった」

「………」

　それは、想像すらしたくない映像だった。

　桜さくらあるみ。

　くるみが言った通り、あいつは事故に遭ったときまだ小さな女の子だった。そんな女の子がいきなり身体を機械にされて、そして日常生活を取り戻すためのリハビリを強いられた。

　それは──どんなに辛いことだったろうか。

「───」

　けど、あるみはそのリハビリを耐え抜いた。

　日常生活を送れるようになったんだ。

「ちなみに、お姉さまがギターを弾けるのも、そのリハビリの一環だったらしいわ。指先を動かすトレーニングとして、ギターを練習してたんだって。ほら、ギターって器用に指先を動かさないと弾けないでしょ？」

「まあ、そりゃあな」

　ギターを弾くにはまず指先で弦を押さえる必要がある。しかも、ちゃんとしたコードを押さえなければ音が正確に鳴ることはない。

　それでも──あるみはちゃんとギターを弾けていた。

　あいつはいつもの無愛想な無表情でギターをかき鳴らしていたけど、あそこまで指先を操れるようになるまで、一体どれだけの努力リハビリをしたのか……僕には、想像すらつかなかった。

「お姉さまの話は──これでひとまずおしまい。Ｅプロジェクトのデータは引き続きあたしの頭の中で解析していくけど、もう大したことは出ないと思う。──というか、あたしは、これだけの情報がわかればもう十分だし。だから──」



　ここからが本題よ。



　そう言って、くるみはポニーテールを揺らしながら僕との距離を縮めてきた。

　彼女が顔を俯うつむかせているせいで、その表情はよく見えない。

「──ねぇ」

　そして。

　桜さくらくるみは僕に問いかける。

　今にも泣き出しそうな──くしゃくしゃになった声で。

「どうして……お姉さまが辛つらいリハビリに耐えてきたか、あんたにはわかる？」

「………」

「事故にあったとき、お姉さまはまだ小さな女の子だった。フツーだったら、挫くじけてもおかしくないわ。だって、お姉さまの身体はフツーじゃなくなっちゃったんだもの。小さな女の子だったら、その時点で精神こころが折れてもおかしくない」

「………」

「だけど……お姉さまは負けなかった。自分の身体が機械になっても……ただひたすら苦しくて辛いリハビリを耐え抜いた。ねぇ……わかる？　お姉さまが……何を支えにして、そんなリハビリを耐え抜いたか、あんたにはわかる？」

「………」

「あたしには……わかるわ。きっと……きっと、お姉さまは……っ」



　──桜鉄之介あんたと、再会したかったのよ。



「………っ」

　彼女の言葉に息を飲んだ。

　……やっぱりか。

　コイツはさっき僕に簡単にＥプロジェクトのことを話した。それは、つまり……。

「……くるみ。おまえ、僕のことに気付いてたんだな」

「──はんっ。当たり前でしょ。最初はちょっと騙だまされちゃったけど……一週間も一緒にバンド練習をしてれば嫌でも気づくわよ。あんたが、桜さくら鉄てつ之の介すけだってことぐらい」

　くるみは「ふんっ」と息を吐いてからそっぽを向いてしまった。

　……確かに。

　いくらなんでも、一週間も一緒に部活をしていて、気づかれない方がおかしかったのかもしれない。現に、あるみは出会った瞬間に気付いてたじゃないか。

「けど──今重要なのはそんなことじゃないのよ」

　話を戻すように、くるみは強い口調で告げた。

「さっき言ったでしょ？　あんたに相談があるって」

「………っ」

　そう──そのためにくるみは僕を屋上に連れ出した。

　でも、もう状況は変わってしまっている。

　だって──くるみは僕が桜鉄之介だって気付いてるんだ。

　だから、コイツの相談というのは、桜鉄之介に宛あてたもののはずである。



「…………お願いよ」



　そして。

　くるみは、ポロポロと涙を零こぼしながら。



「……お姉さまの、傍そばにいてあげて……っ」



「───っ」

　それは、もはや相談ではなく、懇願に近い言葉だった。

「あんたとお姉さまの距離がおかしくなったのは……あんたとあたしが旅行に行った日。これはあたしの推測だけど……きっと、あの日あんたは全部思い出したんでしょ？　そして……自分の義妹いもうとと本当の意味で再会したんでしょ？」

「………」

「でも、簡単には二人の関係は元通りにならなかった。……そんなの、当たり前よ。二人は長い間離ればなれだったんだし、お姉さまやあんたにも……あたしにはわからない悩みがあると思う」

「………」

「だけど……お願いよっ。お姉さまと……また仲の良い兄妹に戻って。だって……お姉さまは……あんたと再会することだけを支えにして、リハビリを耐えてきたの。あんたと一緒にいるためだけに……必死に努力したのよ……？　なのに……なのに……っ」



　どうして……あんたとお姉さまは、また離ればなれになってるのよっ！



「───っ」

　その言葉は、僕の胸の奥の方に刺さった気がした。

　離ればなれ。

　今くるみが言った通り、僕とあるみの距離はまだ遠い。

　近くにいるのに、遠すぎるんだ。

　一週間前。

　あるみは僕との距離を縮めたくて、二人きりになったんだ。

　なのに──結果は余計に距離を遠ざけてしまった。

　そして、あるみは僕のことを避けるようになって、僕もあいつのことを今まで以上に遠ざけてしまった。

　その結果が……。

「………っ」

　……チクショウ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　何をやってるんだ、僕は。



　だって……僕のせいで、くるみは泣いてるんだぞ？



　たぶん、コイツはあるみと僕を……僕たち兄妹のことを心配してくれてるんだと思う。だから、こんなに必死になって僕に声をかけている。

　それに、僕たちを心配してくれてるのはコイツだけじゃない。

　姫ひめ宮みや先輩とカレン。

　きっと、あの人たちだって事情は知らなくても、僕たちのことを気遣ってくれていたんだと思う。

　そして──たぶん、あいつも。

　桜さくらあるみ。

　あいつだって、僕のことを気遣ってくれた。

　だから──あえて僕と距離を取ってくれたんだ。

　日常。

　あるみは、きっと取り戻したかったんだ。

　昔とまったく同じとまではいかなくていい。また僕と一緒にいればよかったんだと思う。だから、一生懸命リハビリを耐え抜いて、僕に会いに来てくれた。



『私はマスターのことを妹としてサポートしにきた生体アンドロイドです』



　思えば、あるみは僕にそう言い続けた。

　それは、僕に真実を言うのが嫌だったのもあっただろうけど……きっと、別の理由もあったんだと思う。

　高校デビュー。

　たぶん、あいつは──僕と一緒に高校デビューをしたかったんだ。

　フツーの兄妹みたいに、高校生活を送りたかっただけなんだ。

　なのに──今僕が何もしないでどうするんだよ？

　だって──。

「───」



　──僕とあいつは、兄妹じゃないか。



「──ごめん、くるみ」

　自分の不ふ甲が斐いなさを詫わびるみたいに、僕はくるみに謝っていた。

　今のコイツのおかげで──決心がついた気がする。そう、コイツが背中を押してくれたおかげで僕は──。

「べ、別に謝らなくていいわよっ。それより……大丈夫なの？　その……あんたは、お姉さまと──」

「──ああ。ちゃんと、仲直りするよ」

　くるみの言葉が言い終わらないうちに、僕は告げた。

　──そうだ。

　今日で文化祭は終わる。

　もう、楽器の練習を口実に逃げるのはやめにしなくちゃいけないんだ。

　桜さくらあるみ。

　僕の義妹。

　彼女と仲直りするために……またあいつと一緒に高校デビューをするために……僕は、あいつと向き合わなくちゃいけない。

　いや──向き合ってみせる。

　この一週間、散々悩んで迷って逃げてきたんだ。

　だったら──今日でケリを付けよう。

　桜鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

　僕たちの、遠ざかってしまった関係に──。

「ふ、ふん。しっかりやりなさいよね。お姉さまが悲しんだら、絶対に許さないから」

「わかってる。けど──ありがとな。おまえのおかげで、なんだか覚悟が決まった気がするよ」

「なっ。ち、違う、あたしはあんたのことを心配してたわけじゃ……っ」

　カァアアアアアアっと顔を赤くするくるみ。

　相変わらず、素直じゃないヤツだ。これじゃせっかく覚悟が決まったっていうのにどうも恰かつ好こうがつかない。……いや、僕が女装してる時点で恰好がどうとか言ってる場合じゃないが。

「あ。そう言えば、どうしておまえは僕の女装に気づかないフリをしてたんだよ？」

　さっきくるみは『最初はちょっと騙だまされちゃった』と言った。

　それなら、割と早い段階から僕の女装に気付いていたんじゃ……。

「うっ……だ、だって……」

　と。

　どうしてか、くるみは恥ずかしそうにスカートの裾すそをぎゅっと握りしめてから。

「初めてあんたがその恰かつ好こうをしたとき、あたしは不覚にも騙されちゃったでしょ？　だから……そのとき騙だまされたのが悔しくて、なかなか気付いてることを言い出せなくなっちゃったっていうか……」

「ああ、なるほど……って、じゃあなんで今日の練習でセクハラしてきたのさ？」

「だって、あたしだけ騙されたままじゃ悔しいじゃない？　だから、ちゃんと仕返ししなくちゃって思って」

「そんな理由かよ……」

　まあ、コイツが、サクラさんを桜さくら鉄てつ之の介すけだって気付くってことは、自分が一回騙されたってことを認めるようなもんだからな。たぶん、気の強いコイツにはそれができなかったんだろう。だから、意地を張って僕の女装に気付かないフリをしていたわけか。

　しかし、それはなんていうか……。

「おまえって、結構可愛かわいいヤツなんだな」

「はああっ!?　い、いきなり何を言うのよ!?」

「いや、だってさ。綺き麗れいな顔してるのに、中身は割と子供っぽいだろ。そのギャップが可愛い気がする」

「っ！　うるさい引きこもり！　女装したあんたに褒められても全然嬉うれしくないわよっ！」

　恥ずかしそうに息を吐いてから、くるみはツンッと視線を逸そらしてしまった。その素直じゃない態度は、どことなくあるみに似ている気がした。

　桜あるみと桜くるみ。

　血は繋つながっていないけど……この二人も、れっきとした姉妹なんだろう。だって、妹くるみはこんなにも姉あるみのことを想おもってるんだから。

「そ、そんなことより！」

　と。

　くるみは、再び僕を見つめてきてから。

「今日のバンド……絶対、成功させましょうね。きっと、お姉さまはあんたと一緒にバンドをするのを楽しみにしてたはずだもん」

「………」

　そう──くるみの言葉が真実なら、あるみは僕と再会するためだけにリハビリを耐え抜いた。

　高校デビュー。

　二人で一緒の目的を持って、一緒に高校生活にちじようを頑張るため。

　それなら──今日のバンドもその延長のはずだ。

　僕たちのバンドは間違いなく高校生活の大切な思い出になる。

　いや──しなくちゃいけない。

　だから──。

「──大丈夫だ」

　僕は、しっかりとくるみの言葉に応こたえた。

　応えることができた。

　──そう。

　たぶん、このときすでに──僕は、ある一つの覚悟を決めていたんだ。



    

  
    
      


第６話　エバー・ネバー





　企画ステージ。

　簡単に言ってしまえば、それはいくつかの部活動や生徒のグループが体育館のステージを使って順番に各々の企画をやることだ。

　しかし、自由参加なだけあって、結構な数の企画が入っているらしく、そのため一つの企画がステージを使える持ち時間も割りと少ない。

　でも、僕たちの場合は持ち時間はあまり関係ない。

　僕たちのバンドがやるのはたった一曲。

　まあ、「ロボ研がなぜバンドを？」と生徒たちは不思議に思うかもしれないが……多少の疑問はお祭りのムードが吹き飛ばしてくれるだろう。

　ちなみに、企画が行われる順番は前から七番目。軽音楽部が八番目なので、僕たちはその前座ってわけ。

　実際、軽音楽部あつちのバンドの方が練習量もクオリティも高いだろうし、そのポジションに文句はない。それどころか、あっちがステージに設置した楽器や機材を使わせてもらえることになったので、むしろお礼を言いたいくらいである。

　それに──重要なのは順番やクオリティじゃない。

　文化祭。

　高校生にとっては大切なイベントだ。つまりは、それを楽しみきれるかということが重要なんだと思う。

　欲しいのは、きっと燃え尽きるような感覚。

　今までの練習してきたことをすべて出し切って、完全燃焼すること。だから、緊張してなんかいられないわけだ。

　だけど──。

「──ふぅっ」

　ドクンドクンッと早鐘を打つ心臓を押さえつけるように、僕はベースを持ったままで軽く深呼吸。

　時刻は午後二時四十五分。

　今僕がいるのは体育館のステージ袖そで。

　そう、さきほど六番目の漫才研究会の企画が終わり、ただ今軽音楽部や放送部の人たちがバンドの準備を整えている。

　つまり──もう少しなのだ。

　僕たちの出番。

　この一週間の成果を見せる時間が──。

「大丈夫か、そうちょー」

　僕の心境を悟ったのか、カレンが話しかけてきた。その姿は未いまだに人じん狼ろうルックである。

「──大丈夫。もう覚悟は決まったから」

　震えそうになる声を絞り出して応こたえる。

　実際、緊張感で胃が痛かった。無理もない。なにせ僕は引きこもり。さっきチラッと見たけど、企画ステージは盛況らしく結構な人数のお客さんが入っていた。あれだけ大勢の人の前に出るってだけで、心臓がぶっ壊れそうである。

「……そっか。まあ、ちょっとぐらい失敗しちゃっても大丈夫だよ。そのときはカレンたちがフォローするからさ」

「えっ……」

　その言葉に、少しだけビックリしてしまった。

　狼かみ谷やカレン。

　不良なんて目標を目指してる彼女だけど、実際は僕と同じで人見知りでちょっと内気な女の子。少なくとも、僕が四月に出会ったカレンはそうだった。

　でも──。

「──ありがとう、カレン」

　今のカレンは、初めて会ったときとちょっと違った気がした。だって、少なくとも昔のカレンはここまで落ち着いていなかったと思うし。

　高校デビュー。

　そんなものを叶かなえるために、僕たちは入学してから約半年間、自分なりのやり方で高校生活を送ってきた。

　もしかしたら、その成果は表れているのかもしれない。

　半年。

　この六ヵ月で、カレンは──いや、僕たちは自分が目指していた高校デビューもくひように近づくことができたんだとしたら──。

「まあ、あまり緊張しない方がいいですわ」

　僕とカレンの肩を、後ろにいた姫ひめ宮みや先輩が軽く叩たたいた。

「こういう場面で大事なのは、やけっぱちにならないことです。感情を高ぶらせるのも重要ですけど、やりすぎて空回りしては話になりませんからね」

　言って、にこやかに微笑ほほえむ姫宮先輩。

　驚くことに、その格好はバニーガールのままだった。

　……いや。

　どう考えてもやりすぎてるのはあんたの方だ。

「姫宮先輩。本気でその格好でステージに出る気ですか？」

「当たり前でしょう？　何かインパクトがある恰かつ好こうをした方がいいに決まっています。その証拠にカレンさんもコスプレをしていますし」

「だからって、いくらなんでもバニーガールのまま演奏するのは……」

「大丈夫です。『メイド喫茶の宣伝という名目で無理やりこんな恰好をさせられた優等生』ということでストーリーを作っておきましたから」

「………」

　ああ、恐るべし姫宮姫ひめ乃の。やっぱりこの人はウサギなんかより吸血鬼の方が似合ってる。自分が目立ちたいためにそこまでやるとは。

「……ごめんな、ひめのん」

　と。

　唐突に、カレンが後ろにいる姫宮先輩に謝った。

「？　どうして謝るのですか、カレンさん」

「だって……ひめのんは、ホントはボーカルがやりたかったんじゃないのか？」

　姫宮先輩の方を振り向かないままで、カレンは訊たずねた。

　……確かに。

　姫宮先輩の性格的に言えば、一番目立つボーカルがやりたかったとしてもおかしくない。だけど、この人はあえて自分からキーボードをやると言い出した。

　それは……ひょっとしたら、カレンのためだったのかもしれない。

　だって、僕たちメンバーの中では彼女だけ楽器経験がない。

　だから、カレンがバンドに入るにはボーカルをするしかなくて──。



「関係ありませんわ」



　ぎゅっと。

　何を想おもったのか、カレンの小さな身体を姫ひめ宮みや先輩が後ろから抱きしめていた。

「そんなことは気にしなくていいんです。実際、カレンさんの声は可愛かわいかったですし、この一週間の練習で歌唱力も上がったと思いますから」

「ひめのん……」

「それに、わたくしはわたくしなりに工夫していますから。バンドのポジション的にはあまり目立たないですけど、おそらく衣装は一番目立っているでしょうし。なので、むしろカレンさんはわたくしより目立つよう頑張ってください」

「───」

　姫宮先輩に抱きしめられたまま、カレンはしばらく黙った後で「──うん。わかった」と呟つぶやいた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　……ああ。

　なんだかんだ言っても、この人は僕たちの部長なんだな。

　今さらながらにそんなことを思ってしまった。性格はちょっと強引なところがあるけど、姫ひめ宮みや先輩は上う手まく僕たちのことを引っ張ってくれたと思う。じゃなかったら、とてもじゃないがこんなステージに立とうとは思わなかっただろうし。

　それに──もしかしたら。

　この人はカレンのことを思ってコイツをボーカルにしたのかもしれない。だって、カレンも僕と同じで人見知りな性格だから。ひょっとしたら、それを改善させるためにカレンをバンドのメインに抜ばつ擢てきしたんじゃないだろうか？

　姫宮姫ひめ乃の。

　中学時代はヴァンプ姫宮なんて呼ばれてたけど、根っこのところでは面倒見のいい人なんだと思う。

「……それより」

　と。

　そこで、姫宮先輩は僕に目線を向けてきた。

「今わたくしが心配なのは、鉄之介さんの方ですわ」

「………」

　その言葉に僕は閉口するしかなかった。

　──そう。

　ステージの袖そでに入る前、僕が屋上で考えたことを伝えると、姫宮先輩はひどく困惑していた。

　まあ、無理もないかもしれない。

　今からすることは僕のポリシーに反する。

　ひょっとしたら、今まで積み重ねてきた高校デビューによる僕のイメージが粉々に砕けてしまうかもしれない。

　でも、それでも僕は──。



「遅くなりました」



　と。

　そこで、聞き慣れた声が聞こえた。

　視線を向けると、ステージ袖に入ってきたのはあるみとくるみ。そう、あるみがクラスの方の仕切りで遅れているということで、さっきくるみが迎えに行っていたのだ。

「………っ。……マスター」

　そこで、あるみが僕を呼んだ。

　──ああ、そうか。

　たぶん、たった今ステージ袖そでに来たコイツは驚いてるんだろう。

　まあ、無理もないよな。

　それだけ、今から僕がしようとしてることは僕らしくないことなんだから。

「よかった。これで全員揃そろいましたわね」

　慌てるあるみを制するように、姫ひめ宮みや先輩が言った。その言葉に、僕たちは自然に小さな円を作るように集まった。袖はこの後の企画に出る生徒や文化祭実行委員でゴチャゴチャしていたが、こうすれば軽いミーティングができる。

「では──一応、今回の発起人ということで、わたくしから一言言わせてください」

　言って。

　姫宮先輩は僕たちを安心させるように微笑ほほえんでから。

「みなさん──精一杯楽しんでください。大勢の前でバンドをやるのは初めての経験で緊張もするでしょう。けど、こんな経験はなかなかできるものではありません。だから──緊張すら楽しむつもりで、完全燃焼してください。そうすれば──」



　きっと、上う手まくいきますから。



「──はい」

　その言葉に、しっかりと頷うなずく。

　見ると、あるみたちも姫宮先輩の言葉に頷いていた。むー、さすがは姫宮先輩。中学時代生徒会長をやっていたせいか、こういうときはすごく頼りになる。これで僕で遊ぶ悪癖さえなくなってくれれば最高なんだけどな。

「───」

　──でも。

　姫宮先輩の言う通りだ。

　ここまで来たら、楽しむしかない。

　高校デビュー。

　このバンドもその一環なのだとしたら……精一杯楽しんで、いい思い出にしないともったいないしな。

「……マスター」

　再び、あるみが僕を呼んだところで、文化祭実行委員の腕章をつけた生徒が「出番です！」と僕たちに声をかけてきた。

「では、行きましょう」

　しかし、あるみが次の言葉を言う前に、姫ひめ宮みや先輩が袖そでからステージへと出ていった。

　瞬間、凄すさまじい歓声に包まれる客席。……うん。まあ、いきなりバニーガールが出てきたらビックリするよね。姫宮先輩の独り舞台にならないように僕たちもがんばらなければ。

「──よし」

　ふうっと大きく深呼吸をしてから、次にカレンが袖から飛び出して行く。

　途端、またもや客席から歓声が。さっきの声は男子が多かったけど、今度は女子が多い。さすがカレン。彼女のマスコットっぽい外見は破壊力抜群なようだ。

「……引きこもり」

　そこで、制服姿のくるみが僕に声をかけてきた。

　しかし、ほんの数秒だけ目を合わせてから、彼女は何も言わずにステージへと進んでいった。……大丈夫。僕の考えは、全部屋上で伝えてある。



「…………おにぃちゃん」



　そして。

　最後に、桜さくらあるみが僕のことを呼んだ。

　それは『サクラさん』でも『マスター』でもなく、ひどく懐かしくて、親しみのある呼び名だった。

　でも──今の僕にはその呼び名がちょうどいい。

　なぜなら──。

「さあ、行くぞ、あるみ」

「あっ……」

　妹の手を優しく握ってから、ゆっくりとステージに向かって歩き出す。しかし、踏み出した足は緊張感で少しだけ震えていた。

　……まあ、無理もないよな。



　だって──今の僕は桜鉄之介なんだ。



　そう──僕が今着ているのは、女子制服ではなく男子の制服。

『サクラさん』としてではなく、『桜鉄てつ之の介すけ』として──僕は、ステージへと一歩を踏み出した。

「───っ」

　ステージを照らす照明と、大勢の観客に──たとえでも何でもなく頭がクラクラした。

　……当たり前だ。

　以前と違って街を自由に歩けるようになったからっていって、僕は引きこもり。こんな大舞台には慣れてない。

　しかも、今の僕は男の子の格好。

『サクラさん』としてじゃなくて、桜さくら鉄てつ之の介すけとしてステージに立っているんだから。

「……ふぅ」

　落ち着かせたくて、ステージを歩きながら一度深呼吸。

　自分でもどうしてこんなことをしたのかわからない。計画では、僕は女装したままバンドをするはずだった。実際僕の変装は上う手まくいっていたようだし、自分からバラさなければ桜鉄之介がバンドなんて目立ってることをやるのはバレなかったと思う。

『フツーの男の子としての高校デビュー』。

　そんな目標を目指す僕のスローガン。保護色。いつの間にかクラスの中に溶け込んで目立たない地味な高校生活こそが僕の目標だった。だから、僕はバンドに『サクラさん』として参加するつもりだった。

　──けど。

　今は違う。

　僕は、桜鉄之介として、あいつと同じ舞台に立ちたかった。

　桜あるみ。

　僕はただ、あいつの兄貴として、一緒にいたかっただけなんだ。

　だから……自分の信念を曲げてまで、ここにいる。

　そう、すべてはあいつのために。

　あいつの、兄貴でいるために──。

「───」

　ベースのストラップを肩にかけて、アンプと接続。ピックで軽く弦を弾はじいてみると、部室とは比べ物にならない大音量に身体がビリビリと震えた。

　ステージを見渡すと、すでに全員がそれぞれのポジションで準備を終えたようだった。

　ボーカル・狼かみ谷やカレン。キーボード・姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。ドラムス・桜くるみ。ベース・桜鉄之介。そして──。

「───っ!?」

　鼓膜に突き刺さる爆音。

　いきなり、あるみがギターをかき鳴らした。

　音はたぶん、Ｇコード。

　彼女の持っているギターは赤いボディに白いピックガードが付いたテレキャスター。そこから広がる音は──まるで、僕たちに問いかけているように思えた。



　──準備はいいですか？



　たった一言。

　実際に声を出したわけでもないのに、僕の耳にはそう聞こえた気がしたんだ。

「───」

　その問いに──僕は静かに頷うなずく。

　他のメンバーも同じように、あるみへと視線を集めた。

　そう──僕たちがやる曲は、ドラマーのカウントやボーカルの合図で入る曲じゃない。曲の構成上、ギタリストのあるみが入るタイミングを決めなければいけなかった。

　──だから。

　今のが最終確認。

　僕たちがやる曲は、もう十年以上も前に亡くなってしまったあるアーティストのロックナンバー。

　その演奏時間は、約三分半。僕が妹と一緒にバンドをできるのも、残りわずかたった二一〇秒──。



『どうすれば……おにぃちゃんと仲直りできると思いますか？』



　不意に、一週間前にあるみに言われた言葉が脳裏でリフレインした。

　その言葉をかき消すように、あるみがギターを響かせて──曲が始まる。

「───」

　こうして。

　僕の高校生活の中でもっとも長い三分半が、幕を開けた。



　──爆音。

　そんな言葉がピッタリなくらい、アンプから吐き出されるギターの音色は大きく思えた。しかし、そこに雑さはない。

　あるのは荒々しくも透き通った音色。一気に聴き手を引き揉もむようなスピーディーかつタイトなメロディ。

　元々の曲の良さもあるんだろうけど──ここまで綺き麗れいに聞こえるのは、ギターを弾いているあるみの実力。生体アンドロイドの身体に慣れるためのリハビリの一環として行った演奏練習。

　──そう。

　妹あるみは、僕と再会するために、頑張ってくれたんだ。

　だったら──。

「───」



　兄ぼくが応こたえなくて──どうするんだ！



　瞬間、幾つもの音が重なる。

　あるみのギターに混ざり合うように、僕のベース、くるみのドラム、姫ひめ宮みや先輩のキーボードが音を吐き出していく。すべては練習通り。この一週間で何度も繰り返し演奏した通り。あとは、カレンのボーカルが無事入れば……。

「………っ!?」

　だが──ソレはまるで僕をあざ笑うかのようにやってきた。

　──頭痛。

　例の原因不明の頭痛である。

　ベースを弾く僕の頭の中で、激痛が弾はじけ始めた。

　まるで、僕の演奏をやめさせようとしてるみたいに──。

「───」

　──まあ、無理もないかもしれない。

　バンドの演奏中だっていうのに、僕の頭の中はあいつのことでいっぱいだ。

　桜さくらあるみ。

　夏祭りの日に起きた事故でフツーではなくなってしまった僕の義妹。思えば、この頭痛はあいつのことを考えるたびにやってきたように思える。だったら、この状況で起きてしまっても仕方ない。

　だって僕は──今まさに、あいつのためにベースを弾いているんだから。

「───っ」

　ズキンっと一際強烈な頭痛が来て、右手で刻んでいるリズムが狂いそうになった。

　──熱い。

　頭痛に呼応するみたいに、身体からだ中じゆうの体温が上がっていくのがわかる。心臓はドクンドクンッと早鐘を打ち、その速すぎる鼓動にこっちのリズムまで乱されそうになる……！

　だけど──。



「──負けられるかっ！」



　自分自身にそう叫ぶ。案の定、声はアンプから吐き出される爆音にかき消されたが──それでも、ちゃんと僕まで届いてくれた。

　──そうだ。

　こんなところで負けてたまるか。

　高校デビュー。

　それがあるみの夢だった。あいつはきっと、妹として兄と一緒に高校生活を過ごしたかったんだ。

　だとしたら──この時間も、あいつの大切な思い出にしなくちゃいけない。

　生体アンドロイド。

　そんな存在になっても、僕が自分のことを忘れてしまっても、僕のところに会いに来てくれた、彼女のためにも……！

「くっ……！」

　頭痛に歯を食いしばりながらも、狂いかけたリズムを必死に修正。瞬間、僕のせいで走りかけた音が再び重なる。ギター、ベース、ドラム、キーボード。

　そして──。

「───」

　カレンのボーカルが体育館の空気を揺らす。

　それは、可愛かわいらしくも、力強い歌声。

　楽器の爆音に負けないためなのか、マイクがハウリングを起こしそうなぐらいにカレンは叫んでいた。練習でも、歌い出しからここまで全力では歌っていなかった気がする。

　カレンの小さな外見には似合わない、がなるようなシャウト。

　けど──それが逆にいい。全力すぎるせいか少し掠かすれたハスキーな歌声は、この楽曲に合っている気がした。ステージの中央。スタンドからマイクを外した後、ハンドマイクのままで曲に乗って踊るように身体を揺らし、ステップを刻む。

　眩まぶしいほどの笑顔のままで、心の底から楽しそうに。

　──完全燃焼。

　ステージに立つ寸前、姫ひめ宮みや先輩はそんな言葉を言ったっけ。

　まさに、カレンはその言葉を自分の身体で体現しているようだった。

　まるで、この一曲で自分の中にあるものすべてを燃やし尽くすように、彼女は歌詞を叫び続ける。それに重なるように、姫宮先輩が、くるみが、僕が、そして──あるみが、演奏を重ねていく。

　それは──突き刺すようなロックナンバー。

　アンプから溢あふれ出す音、音、音。

　その爆音が、僕たちの中に雪な崩だれ込んで次々と爆はぜていく。鋭く掻かき鳴らされたギターに、うねるベース、弾はじけ出すようなドラム、流れるようなキーボード。そして、ボーカルの荒々しくもどこか退廃的な声が、歌詞を叫び続ける。

「ああ──」

　──楽しい。

　あまりもシンプルな感情。引きこもりの僕にとって、こんな大勢の前で楽器を弾くことはとても辛つらいことなのに──今この瞬間には、その苦痛を越える気持ち良さがあった。

　このままでは頭ず蓋がい骨こつの中が茹ゆだってしまいそうで──。

「──────ッ！」

　そして──演奏が始まってから約二分半。

　ボーカルが一際大きな叫びを絞り出した瞬間、僕は視線をあるみに向けた。

　瞬間、響き渡るギターソロ。

　体育館をあるみが奏でる音色が揺さぶる。この曲の雰囲気を象徴するような、荒々しくもどこか切ないそのメロディ。

　その、ひどく美しい旋律の中で──。



「────おにぃちゃん」



    

  
    
      



    

  
    
      

　なぜか。

　あるみの声が聞こえた気がした。

　気付いたら、僕たちは向かい合うように視線を合わせていた。

　──遠い。

　ステージに立っているせいで、僕たちの距離は少し離れている。でも、それでも僕にはあるみが今までよりもずっと近くに感じられた。一緒にバンドをしていることで、彼女とと一緒にいることを……強く実感できた気がしたんだ。

「………」

　あるみのギターソロが響く中──いつの間にか、僕の頭痛は止まっていた。

　痛みがなくなったせいか、一気に思考がクリアになる。

　──罪悪感。

　この一週間、僕はそんなものに邪魔されたせいであるみとの距離を縮められなかった。当たり前だ。だって、僕はあの夏祭りの夜に僕は妹を助けられなかった。あるみがこうして僕の目の前にいなければ──とっくに罪悪感に殺されていたと思う。

　それぐらいに、僕は思い詰めてしまっていた。

　けれど──今だけは、逃げない。

　罪悪感を受け止めて、乗り越えて──今度こそ、あいつと向き合って見せる……！

「──ふっ！」

　大きく息を吸って吐き出すと同時に、再びベースを弾く。

　ギターソロを終えて、一気に曲はラストのサビへと加速。ボーカル、ドラム、キーボードも加わり、再び僕たちの音は一つになる。

　……正直な話、もうボロボロだ。

　マラソンの後みたいに息が荒い。さっきから全身の汗が止まらないし、酸欠になったみたいに頭がボーっとするし、弦を押さえる指やストロークを続けた右手も限界に近い。

　けど──それでも──。

「───」



　僕たちは、最後まで演奏を続けた。



　それは、あまりにも永くて、あまりにも短い三分半だった。

　曲の最後の小節を終えて、一度だけブレイクを入れてから……ラストに、すべての楽器を短く、そして鋭く響かせて──僕たちの演奏は終了。

　爆音の余韻が響く中、少しだけ体育館を沈黙が支配する。

　そして、次の瞬間──パチパチと小さな拍手が響き、やがてそれは今の僕たちの演奏に負けないぐらいの大音量で体育館を埋め尽くしてくれた。

「……ああ」

　……よかった。

　どうにか、上う手まくいったらしい。

　完全燃焼。

　姫ひめ宮みや先輩が言った通り、僕たちは自分たちのすべてを燃やし尽くしたんだ。

　燃やし尽くすことが、できたんだ。

「──ありがとうございましたっ！」

　息を整えてから、沸き立つ観客に応こたえるようにカレンがマイクで掠かすれた声でお礼を言った。

　そして、一度客席に向かって頭を下げた後、満足そうな顔で袖そでへと帰っていく。姫宮先輩やくるみも同じようで、顔を汗だくにしながらも、充実感にあふれた表情で袖へと引き上げていった。

　──だけど。

「……お姉さま？」

　カレンと姫宮先輩に続くように袖に帰る寸前で、くるみがこっちを振り返った。

　舞台の上には、いまだに楽器を持ったままの二つのシルエット。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

　どうしてか、僕たちは袖に向かわずに佇たたずんでいた。

「……おにぃちゃん」

　異様なムードに沈黙した体育館の空気を破るように、あるみが僕を呼んだ。

　──その瞬間。

　僕は、自分の気持ちを彼女に伝えることにした。

　だって──僕の気持ちはもう決まっているんだから。

　罪悪感。

　そして、あるみが生体アンドロイドになってしまったという事実。

　もう──そんなことは関係ない。

　桜あるみは、紛まぎれもなく僕の妹だ。

　あの夏祭りの夜から──僕たち兄妹はお互いに変わってしまった。

　だからこそ──。



「──あるみ」



　気付いたら、僕はカレンが使っていたマイクを掴つかんで、彼女の名前を呼んでいた。正直言って、今の演奏で僕は声も出せないぐらいに疲労したけど、これなら大丈夫。

　きっと、あるみにも僕の声は届く。

「───」

　体育館にスピーカーから流れた自分の声の余韻が響く中。

　僕は──その言葉を言う。

　それは、あまりにもシンプルで短いメッセージ。

　僕たち兄妹が仲直りするための言葉。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみが、また向き合えるようになるための言葉を──。



「──僕は、おまえのことが好きだ」



    

  
    
      


第７話　フェイク





「マスターはいきなり何を言うんですか！」

　時刻は四時過ぎ。

　微かすかにオレンジ色に染まった日差しが注ぐロボ研の部室で、あるみは僕にそんなことを言ってきた。

「……いや、そんなこと言われても」

　──あの後。

　ステージで僕があんなことを言った後、僕はそのままあるみに手を引かれてステージから降りて、ここまで強引に連れて来られてしまった。突然の出来事に体育館に集まった観客がポカーンと言葉をなくしてたっけ。

　保護色。

　そんなものが僕のポリシーだったはずなのに。文化祭のステージの上であんなセリフを……しかも、双子の妹って設定になってるあるみに言ってしまったことは、凄すさまじい誤解を生みそうな気がする。

　だけど……。

「ごめん。あのときは、あれが一番いいと思ったんだ」

「で、でも、あんなことしたらマスターの高校デビューが……！」

「うん。色々大変なことになるかもしれないな。でも──それでも、僕はおまえと仲直りしたかったから」

「っ」

　完熟トマトみたいに顔を真っ赤にするあるみ。

　そのまま「だからって、あんな場所であんなセリフを言わなくても……」と口唇を尖とがらせたままで呟つぶやいている。

　そんな彼女に、僕ははっきりと言う。

「ごめんな。けど、ちょっとぐらいは大目に見てくれないか？　だって──」



　おまえは、僕の妹だろ。



「………っ」

　その言葉に、あるみははっきりと息を飲んだ。

　そう──これは僕がずっと言えなかった答え。



『これからも……ずっと──私のおにぃちゃんでいてくれますか？』



　夏休みの病室であるみに問いかけられた言葉。

　それに対する、回答。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

　二人が紛れもない兄妹だって肯定する、たった一つの答え──。

「でも……おにぃちゃん。私は……」

「大丈夫ノープロブレムだ。生体アンドロイドだろうと、そんなことは関係ない。僕たちは──兄妹だ。だから──これからも、ずっと一緒にいてくれないか？」

「───」

　沈黙。

　少しだけ沈黙が満たした後で。



「──はい。おにぃちゃん」



　あるみは笑顔で頷うなずいてくれた。

　少しだけ、瞳ひとみを涙で潤ませたままで。

「───」

　──ああ。

　これでようやく僕たちの関係は元に戻れた。

　あの夏祭りの夜から狂ってしまった僕たち兄妹の距離。

　それを、やっと縮めることができたんだ。

「……ところで、おにぃちゃん」

　と。

　なぜか、あるみは頬ほおを染めたままで僕を見つめてきた。

「その……さっき、ステージで私に言った言葉は……どういう意味ですか？」

「えっ……」

　……マズい。

　せっかく距離が縮まったのに、また新たな問題が勃ぼつ発ぱつしてしまった。



『──僕は、おまえのことが好きだ』



　バンド演奏を終えたステージの上で、確かに僕はそう言った。もちろん、後悔なんかこれっぽっちもしていない。あのセリフは僕の高校デビューに多大な影響を及ぼすかもしれないけど、それでも──あのときの僕は、自分の本音を伝えたかったんだ。

「………っ」

　……いや。

　そもそも、本音ってなんだ？

　思えば、あるみは僕の義妹であると同時に、僕にとっての初恋の相手だった。

　つまり──僕は。

　今でも、コイツのことを……。

「…………おにぃちゃん」

　ドクンッと。

　その言葉に心臓が震えた。

　目の前にいるのは──桜さくらあるみ。

　不安そうにしながらも、彼女はわずかに潤んだ目で僕を上目遣いに見つめて──。



「──うわっ、もしかしてお邪魔だったかな？」



　瞬間、あまりにも唐突に部室のドアが開いて、ひどく聞きなれた声が聞こえた。

　そこにいたのは白衣が似合うポニーテールの女の子。姫ひめ宮みや先輩にも負けじと劣らない見事なプロポーション。そして、その表情には柔らかな笑顔。

　桜さくら鈴すず音ね。

　紛まぎれもなく、我が姉の登場であった。

「ね、姉さん!?　どうしてここに!?」

「もう、ひどいなぁ、鉄てつ之の介すけ。猫ねこ子こから聞いてない？　お姉ちゃんは鉄之介たちのバンドを見に来たんだよ」

「いや、それは知ってたけど……だからってなんで部室に？」

「それも猫子から場所を聞いたんだ。一回ぐらい、鉄之介たちの部室を見ておきたかったから。で、バンドが終わったから来てみたんだけど──まさか、鉄之介とあるみのそういう場面に出くわすとは思ってなかったなー」

「なっ……！」

　その言葉に、一気に僕とあるみの顔が赤くなった。それを見て姉さんは「えへへっ♪」と楽しそうに笑っている。く、くそっ、このトラブルメーカーめ。相変わらず、面白おかしいことが大好きってことか。

「──それはそうと」

　と。

　姉さんは、珍しくマジメな声で。

「──おめでとう、二人とも。これで──Ｅプロジェクトの第三段階は終了だよ」

「え？」

　思考がフリーズする。

　第三段階？　それは、どういうことなんだ？

「あれれ？　不思議そうにしてるね、鉄之介。じゃあ、お姉ちゃんが説明してあげる。お姉ちゃんがリーダーになって実行してきたＥプロジェクト。その最終目標は、あるみと鉄之介を元の兄妹に戻すことだったの」

「……僕たちを？」

「そう。第一段階は、鉄之介とあるみを再会させること。第二段階は、鉄之介が忘れてしまっていた記憶を取り戻させること。そして──第三段階は、鉄之介とあるみが兄妹に戻ること。まあ、色々イレギュラーなことがあったせいで、第三段階はほとんどあるみと鉄之介だけで解決しちゃったんだけどね」

　さすが兄妹！　と姉さんはグッと親指を立ててきた。

　ということは……姉さんはずっと僕たち兄妹のことを気遣ってくれてたのか。あるみが事故に遭って、僕が記憶を失って……そのせいで、僕たち兄妹は離ればなれになってしまった。それを元に戻すのが──Ｅプロジェクト。

「でも、いいの？　サーカスインダストリアルって結構大きな会社なのに、僕たちのためにそんなプロジェクトをして……」

「大丈夫！　お姉ちゃんは天才だから！」

「いや、そんな強引な……」

「えへへ。心配無用だよ？　このＥプロジェクトのおかげで生体アンドロイドを造るための技術がかなり発展したし。もちろん──それは、あるみが辛つらいリハビリを乗り越えてしっかりとしたデータを出してくれたから。──ありがとね、あるみ」

「いえ、お礼を言うのは私の方です」

　姉さんの言葉に、あるみは真しん摯しな声で応こたえた。

「ありがとうございました、鈴すず音ねお姉ちゃん。私とおにぃちゃんが、無事に兄妹に戻ることができたのは、鈴音お姉ちゃんのおかげです」

「あはは。そう言われると照れちゃうな」

　にこやかに微笑ほほえみ合う姉さんとあるみ。

　──ああ。

　なんだか、それはひどく懐かしい光景に思えた。

　けど、それは当たり前なんだ。

　姉妹。

　この二人は、紛まぎれもなく仲の良い姉妹だったんだから。

「でも──嬉うれしいな」

　と。

　そこで、姉さんは感慨深そうに呟つぶやいた。

「やっと……これで全部元通りになったね」

「………」

　そのセリフには、姉さんの強い想おもいが込められている気がした。

　──そうだ。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

　僕たちはやっと元通りになれた。姫ひめ宮みや先輩やカレンや黒くろ医い先生、そして姉さん。色んな人たちのおかげで──僕たちは、兄妹に戻ることができたんだ。

　それは、すごく幸せなことなんだと思う。

「──ああ」

　一人、肝心なヤツを忘れていた。

　そう──桜くるみ。あいつが屋上で僕に声をかけてくれたおかげで、僕は一歩踏み出すことができたんだ。

　だから、あいつにもお礼を言わなくちゃいけなくて──。



「──桜さくら鈴すず音ね」



　しかし。

　あまりにも唐突に、その声は響いた。

　姉さんが開けたままの部室のドアを見つめると、そこにいたのはくるみだった。きっとコイツは僕とあるみを追いかけてきたんだろう。姫ひめ宮みや先輩とカレンの姿が見えないのはただ単純に身体能力の差かもしれない。ほら、コイツって生体アンドロイドだし。

「……ん？」

　けど、冷静に考えればマズくないか？　だって、僕はステージの上であるみにあんなセリフを言ってしまった。筋金入りのシスコンのコイツにとっては、あのシーンはなかなかショックだったんじゃ──。



「──どういうことよ」



　が。

　くるみは、僕やあるみを無視するようにただ一点を見つめていた。

　その先にいるのは、桜鈴音。

　サーカスインダストリアルが実行したＥプロジェクトのリーダーであった。

「んんん？」

　くるみの視線に、姉さんは何やら考え込むポーズを取ってから。

「まさか、くるみ。あのデータを見ちゃったの？」

「………っ！」

「あはは、そのリアクションを見ると大当たりみたいだね。情報の入手元は猫ねこ子このパソコンあたりかな。まあ、猫子はサーカスインダストリアルを退社したってことにして、この高校に潜入してたからね。当然、あのデータを持ってるわけだけど……」

　もうちょっと用心深くして欲しかったなー、と姉さんは呟つぶやいた。

　……なんだ？　くるみと姉さんが何の話をしてるのかまったくわからない。それはあるみも同じようで、混乱した表情で佇たたずんでいる。

　というか、あのデータっていうのは……。

「なあ、くるみ」

　どうにも気になったので、彼女に訊たずねようとした。

　──しかし。



「──近寄らないで！」



　返答は、あまりにも明確な拒絶だった。

　そのままくるみは僕の傍そばにいたあるみの手を強引に引っ張って、部室の壁へと後退。まるで──あるみを僕から引き離したかったみたいに。

「な、なんだ？　もしかして、さっきのステージでのことを怒ってるのか？」

　あまりに真剣なくるみの表情に声が上ずってしまった。やっぱり、コイツは僕があるみにあんなことを言ったのが頭に来てるんじゃ──。



「──違うわ」



　が。

　くるみは僕の言葉を否定した。

　そして──彼女は、言う。

　僕のことを、真まっ直すぐに見つめながら。



「あんたは──誰なの？」



「──は？」

　その言葉の意味がわからなかった。

　……いやいや。

　いきなり何を言ってるんだ、コイツは。

「バカなこと言うなよ。僕の名前は、桜さくら鉄てつ之の介すけだぞ」

「違う！　そんなわけない！」

「そんなわけないって……どういう意味だよ？」

「………っ！」

　僕の言葉に、くるみは黙った。

　──無音。

　あまりにも重い静寂が、部室を満たした後で──。



「……桜鉄之介は、もういないの」



　そんなセリフを、言いやがった。

　ドクンッと。

　彼女の言葉に、心臓が大きく脈打った気がした。

「……それは、どういう意味なんですか、くるみ」

　フリーズしてる僕の代わりに、あるみが訊たずねた。

　姉からの質問に、くるみは辛そうな顔をしながら──一言。

「──落ち着いて聞いてください、お姉さま。猫ねこ子このパソコンに入ったデータを解析してるうちにわかったんです。桜さくら鉄てつ之の介すけって人間は……」



　二年前に……いなくなっちゃったはずなんです。



「なっ──」

　くるみからの宣告に、今度はあるみが言葉を失った。

　……なんだよ、それは。僕が二年前にいなくなっただって？　タチの悪い冗談を言うのはやめてくれ。

　だったら──。

「───」



　今の僕は──誰なんだよ？



「──最悪だね」

　そこで、響いたのは聞きなれた声。

　桜鈴すず音ね。

　彼女は、「ふうっ」と重いため息を零こぼしてから僕たちを見つめていた。

「もう少しで──全部上手くいくところだったのにさ。くるみ。きみのおかげで計画が大幅に狂っちゃったよ」

　淡々とした口調で姉さんは言った。その表情に、いつもの明るさはない。トレードマークの笑顔の代わりに、どこまでも冷たい感情が浮かんでいた。

「ね、姉さん？」

　リズムを上げていく胸の鼓動を押さえながら話しかける。

　そんな僕を、姉さんはチラッと一いち瞥べつした後で。

「──わかった。教えてあげる。お姉ちゃんの弟……桜鉄之介は、二年前に死んじゃったんだ。だから、今のきみは──」

　──そして。

　桜鈴音は語り出す。

　Ｅプロジェクトに、隠された真実を──。



「鉄之介の代わりに造つくられた、生体アンドロイドなの」



    

  









    
      


あとがき



　お久しぶりです！　先日、ちょっとした事件に遭いました。あさのハジメです。

　いえ、もしかしたら事件と呼ぶほどでもない些さ細さいな出来事かもしれないのですが、先日家庭ゴミを捨てるために近所のゴミ収集所に行ったところ、そこで白いランニングシャツを着た一人のオッサンが「ハッハァ─────っ！　面白くなってきやがったぜぇ─────っ！」と絶叫していまして……。

　あまりにも衝撃的すぎる午前七時の出来事でした。

　ちなみにその日はビン、缶、ペットボトルなどのリサイクルゴミの回収日。

　当然オッサンは収集所に集められたペットボトルなどを前にしながらたった一人で前述のセリフを声高らかに叫んでいたわけで……一体、彼に何があったのか。どうしてリサイクルゴミに向かってあんなバトル漫画の主人公みたいなセリフを叫んでいたのか……気になります。

　前述のセリフを叫んだ後、オッサンは何かをやりきったような爽さわやかな顔で何事もなかったように去っていきました。

　あんなにハイテンションなオッサンが近所に住んでいるのか……。そう考えるとすごくフクザツな気分になってしまうわけで、そろそろ本気で引っ越しを考えるべきなのかもしれません。そんなことを思う今日この頃ごろです。



　さて、そんな若干アグレッシブな執筆環境で書かれた『初体験にオススメな彼女』もついに五巻目に突入！



　今回は文化祭編……ということですが、次巻である六巻と上下巻構成になっています。そして、物語的にもクライマックスに入ります！

　ついに明らかになった主人公とあるみの過去。果たして、彼らは兄妹に戻ることができるのか？　そして、徐々に明らかになるＥプロジェクトの真相とは……。

　そんな感じで盛りだくさんな一冊となっておりますので、まだお買い上げでない方はこの本を持ったままぜひぜひレジの方にダイビングボディプレスを決めていただけるとありがたいです！

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは、前担当の庄しよう司じ様。

　自分のデビュー作である『まよチキ！』、そして『初体験にオススメな彼女』、今年の九月からスタートした新作『蒼そう柩きゆうのラピスラズリ』と……思えばこの三年間で色々なお仕事に関かかわってくださったのですが……今までお疲れ様でした。そして、ありがとうございました！

　そして、新担当の成なり田た様。

　ちょうどこの『初体験にオススメな彼女』の五巻が文字通り新しい担当様とのお仕事初体験になりました。今後もなんとか足を引っ張らないよう頑張っていこうと思いますので、『蒼柩のラピスラズリ』共々、よろしくお願いします！

　大変お忙しい中、素晴らしい表紙を描かいてくださった高たか苗なえ京きよう鈴りん様。

　今回表紙に抜ばつ擢てきされたあのキャラクターのフトモモには凄すさまじい色気を感じました！　詳しくはネタバレになってしまうのでここには書けませんが、無茶なオーダーを叶かなえてくださり、誠にありがとうございました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、出版や販売に関わって下さったすべての方々……そして、もちろん読者の皆様。

　個人的な意見ですが、作家がたった一人でライトノベルを世に出すことは不可能だと思います。

　あくまで作家はライトノベルを作るためのチームの一員であり、チームのメンバーである様々な方々のエネルギーが集まった結果、こうして世にライトノベルを出すことができています。今回はその事実を特に感じることができました。この本を出すために尽力してくださったすべての方々に、深い感謝を。

　さてさて、ここで次回予告のコーナーを。

　第六巻はクライマックス後編になりそうです。

　ついに明かされた主人公の秘密。そして、彼らを取り巻く環境の変化。変わりゆく人間関係の中で、果たして主人公たちは自分が目指す高校デビューを続けることができるのか？　そんな感じの物語になるのではないかと思われます！



　そして、この『初体験にオススメな彼女』のドラマＣＤが絶賛発売中！



　エピソードの時系列的には、ちょうどこの巻に入る前の夏休みあたりのエピソードとなっております。

　スタッフの方々や声優の皆様のお力のおかげでとても楽しい作品になっていますので、こちらもぜひぜひチェックを！

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、来きたるべきクライマックスに向けてアクセル全開ノンブレーキで突っ走って行こうと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

あさのハジメ



    

  









    
      


　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。東京都在住。
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